A : 次 


小林 fr: Soe メ ム ca 8 ‘aah dlad W. Nezara Ris LOT OMERRO 
吉田 正義 ・ 道家 45: DIVA ADIT OTR Peas BDH AAU ROM 

の 分 布 と 感受 性 … ペ Sees seaseees 23D 
ia 2 By RANA - INA - BE ee ae nS: eAshoil 

度 選 好 の 新型 実験 装置 nate vasees 299 
ue sal sn sa: イネ カラ バエ に お 【 Pro Ne no <2 oa a 


pe 7 72 27 HOIKIRIBIT2R | IRE vf pee ka “ANS att 
と し て の 高温 … ey DRO 
宮尾 獄 雄 ・ 北 沢 徹郎 ・ apa: a KR lic こと お ける せき つ ROB & bo 481 
PNCOWT (FR) - fest x veseee 255 
Vx SAME — > FYE) | Hh - ree a7? BMD ee AR & ょ 薬理 作用 Ge) | fee 59 
Die WB Ss: YALA CAMOZBIENOAMKICA DNS SHI GE) - ORD 
野田 一 郎 : アブ ラム シ の 有 有 し 型 胎生 皮 の 出現 に つい て OW. LM» Bae HBS uae 
いと に つい て の 一 知見 (英文 ) - eee 
oe ee prea 7 OR INHNIN Hope one eee Ea 
ey ee Oat 
TRIED: 97 22 ROTH = 関す る I ae KE MLO 


… 272 


re eae 1 


Dic URS 


ae a 
て : 池本 can コブ オォ オニ Bae OREN ee cine cee: <-: Aveo 


“eR x 


AZ HARDRMERSFS 


Rom 8 tt Kw RR 
農林 省 農 業 技術 研究 所 内 


je H & 


fa i 定 


1) 寄稿 者 は 会 員 に か ぎる が , 共同 執筆 者 に は 非 会 員 を 含む と と が で きる 。 非 会 員 の も の に つい て は 会 員 の 紹介 
が あぁ っ た 場合 に か ぎり 受理 する と こと が ある 。 
2) 原稿 は 未 発表 の も の と し , 内 容 は 応用 動物 学 , 応用 と ん 虫 学 , 農薬 お よび 防除 器具 な ど に 関す る 原著 論 交 
( 短 報 を 含む ), 新刊 紹介 , OR, 会 報 古 よび 時 報 と する 。 
3) 原稿 の 登載 は 編集 委員 会 で きめ る が , 原稿 に は 必要 に 応じ 編集 委員 会 で 手 を 加え る と と が ある 。 
A) 登載 順序 は 支障 の な いか ぎり 受付 順序 に 従う 。 た だ し 同一 号 内 で の 順序 は 前 後 す る と こと が ある 。 
5) BRIM dS SOWA LL, 横書き に する 。 和 和文 原 稿 は 昭和 34 年 7 月 11 目 内 閣 訓 令 と よる 送り が な を 用 
い , 漢字 は 固有 名 詞 ゃ 除き 当 用 漢字 を 用 いる 。 ま た 学術 用 語 は , 文部 省 学 術 用 語 分 科 審 議会 な ら び に 日 本 植物 
防 閣 協会 学術 用 語 審議 委員 会 で 定め た る の は と れ を 用 いる 。 了 欧文 原稿 は タイ プラ イタ ー で 打つ こと と 。 
6) 生物 名 , 外来 語 , 外国 の 地名 な ど は 片 か な と し , 敷 字 は 算 用 数 字 を 用 いる 。 日 本 語 の a ローマ字 つづ り は 慣用 
の 姓名 を 除き 訓令 式 に よる と と 。 
7) 原著 論 庶 の 長 さ は 和 交 , 欧文 と る 刷り 上 り 6 ペー ジ ( 図 や 表 る 含ま な い 和 文 の 場合 に は , 400 字 づ め 原 稿 用 
紙 で 30 枚 前 後 ) 以内 と し , と の 制限 ペー ジ を こと を える 部 分 に 対し て は 著者 は 実費 を 負担 する 。 
8) 短 報 は 刷り 上 り 2 ペ ー ジ ( 図 や 表 を 含ま な い 場 合 に は 400 字 づ め 原 稿 用 紙 で 10 枚 前 後 ) 以内 と する 。 
9) 入 原著 の 記述 順序 は 次 に よる と と 。 

( 順 序 ) 4. ia a, 著者 名 ハ . 所 属 名 お よび 所 在 地名 
10) 欧文 原著 論文 の 記述 順序 は 次 に よる と と 。 

( 順 序 ) イ . 表題 a. 著者 名 ハ . 所 属 名 お よび 所 在 地 名 =. BL hh. 和文 摘要 
11) 和文 短 報 の 場合 に は 欧文 表題 , ローマ字 つづ り の 著者 名 , 欧文 所 属 名 お よび 所 在 地 名 を , また 欧 攻 短 報 の 場 


- AM 。 ホ . 欧文 摘要 


ft 


SICA, 和文 著者 名 , 和 六 所 属 名 を 脚 許 に 入れ る と と 。 な お お 和 六 の 場合 の 欧文 摘要 お よび 吹 文 の 場合 衝 


の 和文 摘要 は つけ な いこ と と 。 

12) 図 ぉ お よび 表 の 説明 は 本 が 和 六 の 場合 に は 和 刻 と する 。 

13) 文献 の 引用 は 本 文中 に お いて は , 著者 名 (年 号 ) ある い は (著者 名 , HF) と する 。 な お 引用 文献 の 配列 は 
著者 名 の ABC 順 と し , 表題 は つけ な い 6。 

14) 雑誌 名 の 略 名 は 邦文 誌 に つい て は 学術 会 議 の 定め た る の に よる (農学 進歩 年 報 に 収録 )。 欧文 誌 に つい て は 
Biological Abstracts お よび Chemical Abstracts の 規定 に 従う 。 

15) Summary は それ だ け で 本 次 の 概要 を 十分 理解 で きる よう な も の と する と と 。 

16) さき し 図 の 差し 入れ 人 箇所 は 原稿 用 紙 の 欄外 に 朱 記 する と と 。 \ 

17) さき し 図 は 著者 に お いて あら か し る め 1/2 程度 に 縮小 で きる よう に 黒 汁 で 描き , 必ず 白色 の 厚紙 に は る ごと 。 
完全 な 図 は 下図 料 を 申し 受け る 。 

18) アー ト 紙 印刷 を 希望 の 場合 は 実費 を 申し 受け る 。 : 

19) 原則 と し て 初 校 は 著者 校 と する 。 

20) 既 載 原稿 は 返却 し な い 。 写真 お よび さ し 図 は 返却 希望 の 皿 を 記し て ある も の に か ぎり 返却 する 。 


21) 原著 論 区 に 対し て は 別 刷 50 部 (表紙 付 ) を 贈呈 する 。 そ れ 以 上 の 別 出 を 希望 する 場合 は 50 部 を 単位 し 


て 実費 を 申し 受け て 作製 する か ら , 別 刷 所 要 部 数 ( 贈 量 分 を 含む ) を 原稿 の 頭 初 に と 泉 記す る と と 。 
22) 別刷 代 は 表紙 2 円 , 本 区 2 ペー ジ に つき 3 円 (2 ペー ジ 単 位 ) くら いで あぁ 2 る 256 
23) 短 報 に 対し て は 別刷 50 部 (表紙 な し ) を 贈呈 する 。 そ れ 以 上 の 別刷 の 希望 じ つ い て は 原著 論文 の 場合 ど 同 8 
24) 文部 省 科学 研究 費 な ら び に と れ に 準ずる も の に よる 研究 論 談 は 必ず その 皿 を 脚 話 に 明記 する と と 6 
25) 原稿 用 紙 は 400 字 づ め (な る べく B5 判 , 縦 型 横 書 用 ) の も の を 使用 する と と 。 タ イプ 用 紙 は A4 判 厚手 
の も の を 使用 し , 1 枚 26 FLL, 左右 を 2.5cm ずっ つう ぁ け る 2 て と ど 。 
26) 原稿 は 書留 便 で 下記 へ 送付 する と と 。 


東京 者 北 区 西ヶ原 紅 林 省 農 業 技術 研究 所 内 
日 本 応用 動物 昆虫 学会 編集 事務 周 
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日 本 産 カ メ ム シ 上 科 の 幼 期 に 関す る 研究 
VI. Nezara 属 密 よび その 近 縁 属 の 幼 期 


小 林 


ai 


徳島 県 農業 試験 場 


こん 貝類 の 幼 期 , すなわち 卵 や 幼 躍 の 形態 は 通常 成虫 
| と は 全く 相違 する た め , その 種 名 を 判断 する こと が 一 般 
RET HS. LPL, 農作物 の 虫害 は , これ ら 幼 虫 の 
用 加害 に よっ て 起こ る 場合 が 多い の で , その 同定 は 害虫 の 
早期 発見 の た め に る も る, また 防除 を より 効果 的 に する た め 
Hh, ぜひ と も 必要 で , 害虫 を 含む 群 の 幼 期 に よる 分 類 
学 的 研究 は , 早急 に 確立 され な けれ ば な ら な い 課 題 の 一 
~2THS. 
| 午 考 は, これ まで に カメ ムシ 上 科 (Pentatomoidea) の 
| か な り の 種 の 幼 期 を 明らか に し て きた が , 本 上 科 の 幼 期 
の 分 類 学 的 研究 を で きる だ け 完 成 さ せ た い と 思う 。 本文 
| に は いる に さき だ ち , 終始 ご 懇切 な ご 指導 を 賜 わ っ た 石 
『 原 保 教授 に 静 心 より 席 意 を 表す る と と も に , 材料 や 文献 
に っ いて 多大 の ご 援助 を 与え られ た 長谷 川 仁 技 官 , 宮本 
| 正 一 助 教授 , 宮武 時 夫 氏 お よび 石倉 秀次 博士 あら の ご 厚意 
に 万 く お 礼 申し 上 げ る 。 


3 日 本 産 Nezara 属 と その 近 縁 属 


| Nezara 属 は カメ ムシ 科 (Pentatomoidae) に 属す る 
一 属 で , 日本 に は N. antennata Scott アオ クサ カメ 
AYE N. viridula (LinnE) ミナミ アオ カメムシ の 2 
| 種 が 知ら れ , いずれ る 農作物 に 大 害 を 与え る 重要 害虫 
で ぁ る 。 成 中 の 形態 が Nezara 属 に 類似 する も の に 
Palomena, Plautia 3 よび Glaucias の 3 属 4 種 が あ 
%, N. antennata Scorr アオ クサ カメ ムシ と Plautia 
szali Scott チャ バネ アオ カメ ムシ の 幼 期 は , 石 原 (1950) 
WLOBH (1956) に よっ て すでに 報告 され て いる の で 
詳細 は それ に 譲り , 本 報 で は N. viridula(Linné) ミナ 
ミア オカ メ ム シ と Palomena angulosa (MoTscHULSKY) 
〒 ゾ アオ カメ ムシ の 幼 期 を 記載 し て 両 種 の 特徴 を 明らか 
ご し た い 。 Glaucias 属 は その 一 種 G. subpunctatus 
(WaLKER) ツヤ ャ アオ カメ ムシ が 本 邦 に 産 す る が , 本 種 
の 幼 期 は Plautia 属 の P. splendens Distant ヒメ チ 
パ ネ ア オ カメ ムシ と と る ゃ も に 未知 で , 今後 の 研究 に また 
ね ば な ら な い 。 


(1959 年 2 月 25 日 受領 ) 


Nezara 属 の 幼 期 の 特徴 


A. 5A 

(SIE IE , (BESET, D3V> (BE) BB (operculum) 
お よび 基底 は ゆる や か に 膨 出 し , 上 下 左 右 ほ ぼ 対 称 形 , 
(URE ERIE <b FP ICME T 5, MVLMHA ic vS— HRT 
TREE ERLE, Ti < GwaeeC, 表面 に は 


: 特 に 顕著 な 構造 を 有 せ ず 平 滑 , 受精 孔 突 起 (micropylar 


projection) は 白色 で , 先端 が ほぼ 球形 に を くれ た むし 
ろ 短 いこ ん 棒状 を 呈し , 30~30 数 個 。 卵 か く 破 砕 器 は よ 
く キ チン 化し た TT 字形 で , 淡 褐 色 な いし ほぼ 黒色 , 腕 部 
側 端 は と が る こと な くう すく ひろ が る 。 卵 か く 破 砕 器 付 
属 膜 は お お むね 透明 , 側 端 部 の み 淡 灰 褐 色 を 呈す る か , 

EVE PAMREARBE OC STV IKRAICRR SNS, FR 
は 通常 数 十 (50~70) 卵 よ りな り , ほぼ 規則 的 な 六角 形 
状 を な し , 主として 食 草 の 葉 裏 に 産 付 され る 。 

B.  #& 


令 の 検索 表 

1(6) し GB) 包 は 認め られ な い 。 

2 (3) 複眼 は 突出 し な い 。 ee 第 工 令 幼虫 

3 (2) 複眼 は 顕著 に 突出 する 。 

4 (5) 中 胸 背 板 は 正中 線上 に お いて 前 胸 萌 板 よ り 著 
し く 短 い 。 ee 第 2 令 幼 虫 

5 (4) 中 胞 到 板 は 正中 線上 に お いて 前 胸 背 板 よ りや 
や 長い か ほぼ 同 長 。 ーー…………………… 第 3 BIH eh 

6 (1) BIL’ GR) 包 が 認め られ る 。 

7 (8) RL GA) BIRR. cc HARM 

8 (7) 後 し 包 が 顕著 に 発達 する 。 ………… 第 5 令 幼 虫 


気 門 は 第 2 ~ 8 腹 節 の 結合 板 の 内 方 に 1 (iS > CHA 
し , 第 8 節 の も の は 他 の も の より は る か に 小形 。 体 は 比 
較 的 厚く , 1~4 令 で は むし ろ 短 卵 形 , 5 令 で は 頭 部 先 
端 お よび 前 胸 後 部 に お いて か な り 角 張り , む し ろ 多 角形 。 
体 事 に は 顕著 で な い 光 沢 を 有 し ;」 短 毛 を 疎 生 する 。 14 
で は 点 刻 を 欠き , 2-3 令 で は 頭 部 , 胸部 お よび 腹 背 板 
上 に 地 色 と ほぼ 同色 の BW RAL, 4・5 令 で は 更に 
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腹部 中 央 部 に も 黒色 小 点 刻 を 装う 。 中葉 は ユ ~3 令 で は 
URE DEES, その 先端 は 比較 的 広 く な め ら か な 弧状 を 
な す が , 4・5 令 で は 側 薬 と ほぼ MET, を の 先端 は 比 
赤 的 狭い 。 側 薬 は 1 令 で は な め ら か な , 2・3 令 で は や 
や 角 張 う 3 た, 4-5 令 で は が な り 角 張っ た 弧状 を 双 す る 。 
前 ・ 中 胸 卓 板 は ゆる や か な と つ (GH) 状 を な し , bles 
Ow SAIC CMTS x GE) 歯 状 を 呈す る 。 2・3 
今 幼 虫 の 後 胸 背 板 は 中 移 背 板 ま より 顕著 に 狭く , 側 端 は 丸 
EMBO THK EBS. FO DA (aL) 前 部 開口 を 
有する 腹 背 板 は , 1 令 で は ほぼ 長方形 で 中 央 部 で ほこ と ん 
と くびれ な い が , 2 へ 5 令 で は むし る ろ る 紡 氏 形 で 中 央 部 で 
LOh, いずれ も きゅう せん 中 部 開口 を 有する 腹 青 板 と 
ほぼ 同 幅 。 1 令 幼 虫 で は , 腹部 第 1 節 に は きゅう せん 前 
京 開口 を 有する 腹 前 板 ど と ほぼ 同 幅 の , 第 2 節 に は その 約 
1/2 幅 の それ ぞ れ 1 個 の 細い 腹 背 板 を 有する が , 2~5 
合 で は と れ を 欠く 。 外 部 性 徴 は , 4・5 令 幼 虫 の 第 8-9 
腹 衛 腹面 に 認め られ , 4 令 の 雌 で は 第 8 節 後 綾 中 天 部 が 
DED ICM BA ZATRITAT UD, 雄 で ほこ の 特徴 が 
な い 。 5 令 の 雌 で は 第 8 節 正中 線上 に , 後半 で 褐色 , 前 
半 で 不 め いり ょ うな 縦 線 を 有 し , 後 端 に 三角 形状 構造 が 
MS, 第 9 MPI LCA CH SOB, METIS 
第 8 節 に こと の 構造 が 認め られ ず , 第 9 MO PRES ATER 
pr GEE CHIE <MGATS. 1 令 幼 虫 は 頭頂 か ら 後 胸 
だ か け て , 1 個 の 大 形 の と う GH) 黄色 また は 淡 黄 褐色 
の 円 形 は ん BE) を , 腹部 第 1 - 2 BOP ICCC pS 
い 1 対 の 白 は ん GH) を , きゅう せん 中 部 お よび 後部 開 
折 を 有する 腹 背 板 の 後 側 方 の 腹部 上 に 各 1 対 の AA 
VIARBTS 2~S5 HMM MI, 腹 背 板 の 後 側 
ICEL TC 頭 半 な 数 個 の と う 黄色 また は EO ABE 
た は だ GB) 幅 形 状 の 色 は ん GE) を 有 し , 通常 結合 板 
OPAMWICREL CH 1-2 節 に は むし ろ 大 形 の 1 個 の 百 色 
だ 円 形 は な ん を , 第 3 ~7 また は 8 節 に は や や 小形 の 各 
1 個 の 白色 円 形 は ん を , きゅう せん 前 部 開口 を 有する 腹 
苦 板 の 前 方 お よび 側 方 に 各 1 対 の や や めい りょう な 各 
白色 長方形 は ん を , きゅう せん の 前 ・ 中 部 開口 を 有する 
腹 背 板 の 後方 に 各 1 個 の 小さ い 白 色 円 形 は ん を それ ぞ れ 
Fidot, VERO Palomena 属 お よび Plautia 属 と は , 
移 部 お よび 腹部 の 上 記 色 は ん の 存在 に よっ て 容易 に 識別 
ES 


HAR Nezara 属 の 種 の 特徴 


現在 の 知見 に よれ ば , 本 属 は 日本 に N. antennata 
Scorr アオ クサ カメ ムシ と N. viridula (LiNNg) ミナ 
ミア オカ メ ム シ の 2 種 を 産 し , 各 態 と も きわ めで 酷似 す 


i 


34% 第 4 号 


a 
Si 


る が , 卵 , 第 1 令 お よび 第 5 令 幼 虫 に お いて 識別 する と 
と が で きる 5 ら 
種 の 検索 表 
CC) 卵 は ふ化 前 に 眼 点 が 赤色 に , The < Ween 
Re GBS So Siz < WEL LCE, 付 
属 膜 ほな ほとんど BRAT 側 端 部 の み ご どく わずか に : 淡 灰 補 
fh, 第 1 令 幼 虫 の 胸部 中 央 部 に 存在 する 大 形 円 形 は ん は 
YB, 第 5 令 幼 虫 の 前 胸 背 板 の 前 側線 は あま り 円 弧状 
に 曲がら ず , 後 側 角 は 中 胸 背 板 の 前 側 角 ま り い く ぶ ん 側 
2 (1) 卵 は ふ化 前 に た, IRAs k び 卵 か くく 破砕 器 が 棚 
MXNSED, が い 部 下 に 幼 は い GE) の 頭 部 の 一 部 が 
ate OK Te CV BB) OR TR LICE BILE IVD 
io < ORIEL CEE, 付属 膜 ほお お むね 透明 で 
FRIAR CS STREAK SNS. Hl oh 
Oar REVCATET SATWIANEL SH HP 
Argh ih OANA D UU VS PIIMAK IC K < HDS DO, 後 側 
FGA i See VN oust ras N. viridula (LINNE) 
(1) N. antennata Scott, 1874 ,A7 4 PRAY 
1874 Nezara antennata Scott, Ann. Mag. Nat. 
Hist. Ser. 4 14: 299. : 
1902 N. antennata, DISTANT, 
Rhyn. 1: 220 (Redescription). 
1920 N. viridula, Matsumura (nec LINNE): pp. 
404~405 (Ecological notes). 


1936 N. viridula, TAKAHASHI S., (nec LINNE): 


-N. antennata SCcOTT 


Faun. Brit. Ind. 


pp. 397~399 (Larval stages, ecological notes, 
control). 

1947 N. antennata,Isumara: pp.55~69 (Ecological 
notes). 

1948 N. viridula, 
pp. 107~108 (Larval stages, ecological notes, 


Taxanasur Y., (nec Line): 
control). 

1950 N. antennata, IsHIHARA: pp. 17~31 (Eggs, 
larval stages). 

1952 N. antennata, Isuixura et al.: pp. 134~150 
(5th instar). 

1952~3 N. antennata, Taxauasui Y.: pl. 20(Egg, 
young & 5th instars). 

1954 N. antennata, Hasecawa: pp.215~228(Desc., 

' distr.,food plants). 

1955 WN. antennata, Isuikura et al.: pp. 147~195 
(Ecological notes, control). 


1955 N. antennata, Kawata et al.: pp. 772~774 
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#18 Nezara antennata Scott アオ クサ カメ ムシ 


A: JN (egg), 


B: ふ化 が 近づい た 卵 の が い 部 (operculum) PiCBHMS i 4 ilk c IND < MMB (eye 


spots and a egg-burster appeared in egg at the approach of hatch), C: 受精 孔 突 起 (micropylar 


projection), D: JNd>< WeWeas (egg-burster), 


E: 卵 塊 (egg-mass), F: #194) (1st instar), 


G: #22) (2nd instar), H: 83 Sos (4th instar), I: 64 Bs (4th instar), J: #4 Sig 


幼虫 生殖 節 腹 面 (rentral view of genital segments of the fourth instar 9°), 
M: 第 5 令 雌 幼虫 生 殆 節 腹 面 (ventral view of genital segments of 


L: #5 34 (5th instar), 


K: 同 雄 (ibid. 8), 


the fifth instar @), N: 同 雄 (ibid. 5), Stk 1mm (calibration, 1 mm) 


(Eggs, 5th instar). 

1957 N. antennata, Tsutsui: 
2nd & 5th instars). 

1957 WN. antennata, IsninaRa: pp. 180~182 (Eggs, 


p. 114 (Eggs, Ist, 


larval stages, ecological notes). 

HA GSN, BR, tu), tuk, 4 RYt, FA 
yh, 中 国 , SAM, パラ ワン 島 な ど に 分 布 し , Anis 
UV ClEE 2 HHT, 第 1 世代 成虫 は 7・8 月 ご ろ , 第 2 
世代 成虫 な 9 へ 11 月 どろ 出現 し , 成虫 態 で 越 人 えす る 。 多 
食性 で 各種 の 農作物 に 被害 が ある が , 特に マメ 科 作 物 の 
被害 は は な は だ し く , 全 く 不 稔 と な る と こと も まれ で な い 。 
PHS, 日 本 と お いて 現在 まで に 記録 され た も の お よび 
筆者 の 観察 し だ も の を 列記 する と 次 の よう で ある 。 * Fil 
ナミ アオ カメ ムシ の 食 草 と し て も 記録 され た 種類 で 
ある 。 


ADE Oe), ave ae, aes 
PUES PR as V6 PAE F ALARZ RE, WOU 
Ava*, BNA*, RAK, Zag hvsFA PVE: 
Sua vt, J2IIYIE: Evatt aay 
AES) SRF 4g GA CQVIND Bint A, ge 
カサ バナ 科 : パセリ ー。 ヒル ガオ 科 : サツマ イモ 。 ア 
WATE: FY 847 to FAA DS, ALF; 
DYFYH, FHI, HAE: DH, VVACVY 
Pisces oie 2S 2 ee Vee oT 
Tee ee eS lc TAR ac ae i ae 
ロー バー, イエ ロー トリ フォ イフ レガ スス ビ ト ハギ , FH 
な ささ ツ チッ ジット クン ツン ツン = 
A eee «Pe SAE ee ee 
ZA) BVA SAY = SED toa Es. 


EEX HUN BVH AF TS > 


VDA Y Wee 


ウジ バナ 科 : ダイ 


224 HARDADRDER RF a 


ere Fe ハク サイ や 2 6 Ure 
BST eae St, er et 7 Pa, a 
Rie ed Deen, Ae, Fo タデ 科 : 
RR) Nee oe FV, EAA 
キッ バタ EV EPFL, PIVAGA, DVB TF 
SS eae URS ene 
Preece” E16 


RUN TEA Eras 

IE ait eee 
(2) WN. viridula (Linné, 1758) ナミ アオ カメ | ム 

yl 

1758 Cimex viridulus Linné, Syst. Nat. (ed. 10): 
444, 

1874 Nezara viridis (!) Scort, Ann. Mag. Nat. 
Hist. Ser. 4 14: 290. ; 

1879 N. viridula, Horvaru, Termesz. Fizet. 3: 
144, 

1902 N. viridula, Brit. Ind. 
Rhyn. 1: 220, Fig. 139 (Redescription). 

1914 WN. viridula, FLETCHER, Some South Indian 
insu Doma. Fig. 352 (Distr., food plants, 
economic status, control). 

1918 WN. viridula, Colonial Office MS. 
(Food plants, parasites, control). 

1918 WN. viridula, Jones, U. S. Dept. Agr. Bull. 
No. 689, 27 pp. Fig. 14 (Bionom., control, distr.) 

1920 N. viridula, Quart. Bull. Florida 
State Plant Bd. Geinesville 4: 41~94, Fig.38 
(Bionomics, enemies, control). 

1925 WN. Rept. Dept. 
Punjab, 1923~24, Part II, 1: 55~90 (Vegetable 
pest). 

1933 N. viridula, Zeck: pp. 591~594, 675~682, pl. 
2, Fig. 2 (Distr. food plants, larval stages, 


Distant, Faun. 


Hutson, 


DRAKE, 


viridula, Husain, Agri. 


bionomics, control). 
1934 N. viridula, SiLvgsTRI: pp. 228~234 (Egg, 


larval stages, ecological notes). 


1934 N. viridula, Misr: p. 512, Fig. 26 (Egg- 
burster). 
1935 N. viridula, Horrman, The 6th congress 


Intern. Ent. 811~816 (Food plants). 
1954 N. viridula, Hasecawa: pp. 215~228 (Desc., 
distr., food plants). 


前 種 よ り 南 方 系 で , 日 本 に お いて は 本 州 南 部 (紀州 ), 


"研究 材料 の 一 部 は 石倉 秀次 技 官 より 提供 され た 。 


第 3 巻 BAR 


Pets, 四国 南部 (高知 市 , 室戸 町 周辺 , 徳島 県 の 南 
部 ), 九州 南部 (鹿児島 , 宮崎 ), BAB, トカ ラ 烈 島 , 
奄美 大 島 お よび 沖縄 な どか ら 記 録 さ れ て いる に すぎ な い 
が , 四国 南部 に お いて は 前 種 よ り も は る か に 多く AEB 
の み が 分 布 す る 地帯 も ある 。 日 本 以 南 の 世界 各地 に 広く 
分 布 す る が , また 朝鮮 , ソ連 な どか ら も 知ら れ て いる 。 
生態 は 前 種 に 類似 する よう で , COFREMMICOWTS 
前 種 の 項 で 明らか に し た と お り で ある 。 

A. Sf 

長径 約 1.22mm, KX) 0.84mm, 
projection は か な り 短 く , #9 36 p He. IND < eR aes 
縦 約 0.27 mm, 横 約 0.44mm, その 字 部 は 主として 
黒色 で 中 心 部 は ほぼ 褐色 , その 付属 膜 ほお お むね 透明 で 
下 側 縁 は 全体 ご くう すい 灰色 に 縁取 られ る が , ほとん ど 
消失 も し て 側 端 部 の み が 溢 灰 褐色 を 后 す る に た に とどまる こと 
も ある 。 

B. H 8 

HlSshh 初期 と 後期 で か や なり 色 彩 を 異 に する 。 初 
期 幼虫 : 頭 部 中 央 部 は 暗 赤 色 , 周辺 部 は 淡 暗 褐色 。 胸 部 
は 主として 暗 褐 色 。 胸 部 中 央 部 に 前 記し た 円 形 と う 黄 色 
は ん が 存在 する 。 腹 部 は 主として と SRE CHA EILA 
を 有する 。 腹 背 板 お よび 結合 板 は 暗 福 色 。 複 眼 は 赤色 。 
触角 第 1~ 3 節 は 主として どく わずか に 暗色 を 帯び た 淡 
ee, 2-3 節 先 端 部 は それ ぞ れ 溢 赤色, 第 4 節 は 暗 
色 。 Awe, 付 節 先 端 の AMT RE. AD 
虫 : 体長 約 1.4mm。 頭 部 , 胸部 お よび AIS See 
LURE. 胸部 側 縁 部 は 暗 褐 色 。 腹部 は 主として 暗 
攻 赤 色 。 胸 部 お よび 腹部 に は 前 記 色 は ん の ほか , きゅう 
せん 前 部 開口 を 有する 腹 背 板 の 後 側 方 お ょ び 側 詞 に , Hi 
HP IKOBROW)D £5RINBORWUARR DT, PARIS 
Har. 触角 は 灰 褐色 , RAMSAR ER 
Ith, Tov» (BB) 節 の 先端 お よび けい CRS) 節 両 端 は 
淡 褐 色 。 正 中 線上 に お ける 胸 背 板 比 は 4.852.321, fh 
Alcvs 1:1.4:1.3: 2.6, 

第 2 令 幼 虫 体長 約 2.3mm。 頭 部 , 胸 部, 腹 背 板 お よ 
び 結 合板 は 主として 漆黒 色 で , 前 ・ 中 胸 萌 板 の 側 縁 部 に 
だ 円 形 の と うぅ 黄色 , 黄 褐色 また は 暗 黄 褐色 は ん を 有する 。 
腹部 は 主として 焦 茶 色 で , 前 記 の 色 は ん を 現 わ す 。 触角 
は ほぼ 黒色 , 接合 部 は 帯 黄 赤色 。 脚 は 褐 時 な いし 黒色 。 
正中 線上 に お ける 胸 背 板 比 は 10.0:7.5:1。 触角 比 は 
BY 220 Rk 268 

第 3 令 幼 虫 体長 約 4.2mm。 前 令 に 酷似 し , 前 記 色 


Micropylar 
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第 2 図 Nezara viridula (LINNE) 


B: ふ化 が 近づい た 卵 の が い 部 (operculum) 
and a red marking appeared in egg at the approach of hatch), 


A: SH (egg), 


QS) PON NEI EH, 


に 矢 視 され る 眼 点 と 赤色 は ん (eye spots 
C: 受精 孔 突起 (micropylar 


projection), D: 卵 か く 破 砕 器 (egg-burster), E: SSSR (egg-mass), F: 第 1 令 幼 虫 (lst instar),G: 


259 (2nd instar), H: "第 3 令 幼 虫 (3rd instar), I: 
HAE HAA «(ventral view of genital segments of the fourth instar °), 
M: 第 5 令 雌 幼虫 生殖 人 節 腹 面 (ventral view of genital segments of 
co: 結合 板 (connexiva), do: きゅう せん 開口 を 有する 腹 


L: #539) (5th instar), 
the fifth instar 2), N: 同 雄 (ibid. 35), 


##% (dorsal plates with odoriferous gland orifices), ll: {iJ## (lateral lobes), ml: 


S459) (4th instar), J: 84 Shey) 
K: fit (ibid. 3), 


中 葉 (median 


lobe), op: が い 部 (operculum), 傍 線 は lmm (calibration, 1mm) 


は ん を 現 わ し , 頭 ・ 胸 部 の 色 は ん に は 変化 が あぁ あり, 4 基 
本 型 に 分 けら れる 。A: Ail: PAOAROMA ITE 5 CH 
色 は ん を 現 わ す の み 。 B: 更に 前 胸 此 の 中 央 に と う 黄 色 
は ん を 現 わ す 。C: Al: PMAROMADBIZAl, 内 
He tHE, HHO R kOMARRAIC L 5 Has 
ん を 現 わ す 。D: 色 は ん は 図 の よう に や や 複雑 。 正 中 線 

に お ける 胸 背 板 比 は 7.5 : 7.8: 1。 人 触角 比 は 1:2.3: 
12.6。 

第 4 令 幼 虫 体長 約 7.0mm。 色 彩 に は 著しい 変化 が 
あり , 8 型 に 大 別 で きる 。A: 頭 部 ・ 胸 部 は 主として 漆 


黒 で , 前 ・ 中 胸 背 板 は 側 方 に と と う 色 は ん を 有 す . る のみ 。 
(以下 BYE に 共通 ) 腹 背 板 , 結合 板 は 漆黒 。 腹 部 は 暗 
褐 。 胸 ・ 腹 部 の 腹面 は と う GE) AR AMRIT. fh 
角 と 脚 は わずか に 褐色 み を 帯び た 黒色 , 触角 の 接合 部 は 
iE, B: 更に 側 葉 に 小 と う HE) 黄色 は ん を 現 わ す 。 
前 ・ 中 胸 背 板 の 側 方 の 色 は ん は , 側 方 と う 色 , 内 方 は と 
うぅ 黄色 (以下 に 共通 )。 C: 側 葉 の と 
ん ど 側 葉 全 体 に 広がる 。D: 更に 前 胸 背 中 央 パ ! 
W\AARRDT, E: 胸部 中 央 の 色 は ん は 前 


胸 に 1 個 。F: 頭 部 お よび 胸部 は 主 と し 
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第 3 図 Nezara viridula (LINNE) 
胸部 の 色彩 の 変 


ささ 


viridula (LiNNE) 
MW: W-V: 3-4-5 
A~H: 変化 の 代表 型 (diferent variations), 
(calibration, 1mm) 


の よう な 黒 は ん を 残す 。 腹 背 板 は 漆黒 。 第 2 ~ 8 腹 節 の 
結合 板 は EE LCE, THEO 中 央 部 ORE, 
(以下 G・ 西 に 共通 ) RMISEL L CHR, 腹 背 板付 
近 は A~E と 同様 で 暗 赤 褐色 。 触角 第 1 節 は 黒色 また は 
基部 暗 緑 , 先端 部 帯 早 , 第 2 節 は 主として 黒色 , 上 ・ 下 
面 中 央 部 は 個体 に より 緑 黄 , 第 3・4 MRSS Pea 
は 淡 緑 黄 , 先端 は 暗色 , けい 節 は 主として 淡 桃 ま た は 桃 
赤 で , 陵 部 の み ま た は 先端 部 る も 黒 褐 , 付 節 は 黒色 。G: 
Aalt AWD ARISE L LUCE, きゅう せん 中 部 お よ 
び 後 部 開 吾 を 有する も ゃ の の 中 央 部 鞭 赤 色 。 結 合板 は 主 と 
し て 淡 黄 赤 ま た は 暗 赤 で 周囲 は 黒色 。 廿 : 黒色 部 は 更に 
滅 少 。 きゅう せん 前 部 開口 を 有する 腹 背 板 は 主として 黒 
2, 開 戸 部 の 内 方 は 帯 黄色 , 中 部 お よび 後部 開所 を 有 す 
SbOWEL LUCHA, ARILK< Be, 接合 部 は 暗色 , 
Be TMG OM ARIEL LCR, BR - MIB, 


yea (3rd, 4th and 5th instars), 
傍 線 は 1mm 


第 3 券 第 4 号 


TEP Lice Shelbys 13 : 15: 1。 
触角 比 ほ な 1:312:2.2:3.28 
Bosh 体長 9~12mm。 色 
令 に 類似 する が , 次 の 点 で 多少 異な る 。 
Ramet 
SEL LU CHAE, PRB ahaa (B 
~E に 共通 )。 B: 4 令 同 様 。 C: 結合 板 
の 中 央 部 が 昔 赤 色 を 時 する も の が 現われ る 
(D~F に 共通 )。D: 胸部 中 央 部 に 緑黄色 
は ん を 現 わ す 。E: 頭 部 , 胸部 は 緑黄色 は 
ん と 黒色 は ん 。 腹 部 は 黄 緑 色 ま た は 帯 青 黄 
fk, 中 央 部 は 赤 褐 み を 淀 び た 暗 緑色 (以下 
に 共通 )。 F: 腹 背 板 の 中 央 部 は 暗 赤 色 , 
きゅう せん 開 百 部 黄 自 色 , 後 側 締 の 一 部 が 
円 形 白 は ん の 一 部 を な し て 弧状 に 白色 を 時 
する も の が 現われ る (G-Hicdh). ham 
お よび 腹部 腹面 は 淡 緑 黄 , FUR Mr Be 
(以下 に 共通 )。G: fig oe 1+ 2 節 は 主 
LUCE, of 2 ssi 2s OE 8 Mae 
Wl hain eS a oe 
が 現われ る (Hicsih), H: ほぼ 前 令 同 
Be COR OS tot 
正中 線上 に お ける 胸 背 板 比 ほ は 1:1.48: 0。 

fifgteyk 1:3.5:2.4:2.5, 


tH x bY SRR OG: 


‘44 (variation in coloration of Nezara 


Palomena 


BODO RE 


に 
現在 まで の 知見 に よれ ば , 目 本 産 本 属 は 
次 の ウエ 〒 ソ アオ カメ ムシ 1 種 を 産 す る の な で 


ある 。 


P. angulosa (Motscuutsxy, 1861) エゾ ヴ ア オカ メ ム 

we 

1861 Cimex angulosa Motsuutsxy, Etudes Ent. 
1029232 

1909 Palomena angulosa, Kirxaipy, Cat. Hem. 1: 
£1 (Cary: 

1924 P. angulosa, Oxamoto, Bull. Agr. Sta. 

(2) (List Ins. Quelpart Is.). 

1953 P. angulosa, SHINOHE: 21 pp. (Host plants). 

1953 P. angulosa, Naxanisui & Goto: pp. 35~36 
(Host plants). 


北海 道 に 多く , 本 州 , 四国 , 九州 の 下地 に も 少な くだ 
い 。 し ば し ば 上 農作物 を 害し , アオ クサ カメ ムシ と 誤 ら や 
る こと が ある 。 雑 食性 で , その 食 草 は 次 に か か げ る で とう 


こ 多 岐 に 及ぶ 。 


Chosen 1 


1959 年 12 月 
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第 4 図 Palomena angulosa (MotscuutsKy) エゾ アオ カメ ムシ 


A: 卵 (egg), B: 網状 構造 (reticulation), C: 受精 孔 突 起 (micropylar projection), D: 58> < pepe 
ft (egg-burster), E: 卵 塊 (egg-mass), F: 第 1 令 幼 虫 (1st instar), G: M2434) (2nd instar), 
H: 43 43H (3rd instar), I: 第 4 令 幼 虫 (4th instar), J: 第 5 令 幼 虫 (5th instar), K: 5 Siig 
幼虫 生殖 節 腹 面 (ventral view of genital segments of the fifth instar 2), L: 同 雄 (ibid. 6), 傍 


線 は 1mm (calibration, 1mm) 


PUR ew Zsa eo ay Sa EY, 
ey SRR ely SR PIPE ERY eg ay, 
Ey Vs NG ta Ug Ane eerste Ave ey 
Pee Se Ue RS ee, aA ANS 
Rete Ay ORE a ) Sea PI OA, aS 
JANG: 4%), FHAVYYDS DFEWNTE: 9 
PoE eo ONT Aa aA Zt VEY Se 
eee OS RN On 7 ONT ELS 7 eS ON; 
| Re ay iy So they Se se nee ee SOS ates 
Barer 2 ee yey A Is, 487 eS 
ee ee ee IE ee ie a oe, 
wee oe I Ree UP RY Re 
VI WV, PINDISE: 7 きき ケバ ウツ ポカ バフ スキ 科 : 
oe Vo DIRS 775 ASTI UE Aves 


Peat el ES PE OR: 27 Bee 
I2ZDGER: VAI, RFE: YN, AREY, Ae 
Se Ot, ot ee PN Ri NS ae ea 
a7 ete Aan is ee eel Os ae 
DET eS 

こと これ ら の ほか , 四 戸 (1953) に よる と 新 成虫 は クル ミ , 
ッ ウル シ な ど に も 寄生 する と いう 。 生態 に 関し て は まだ よ 
く 調 査 さ きれ て いな い 。 

A. SA 

REX 1.64mm, 太 さ 約 1.26mm。 上 方 が や や 太い 
EAB. MCRAE, ふ化 前 に は 淡 褐 色 を 帯び , 
AR, 卵 か ぐ 破 砕 器 な ど が 般 視 され る 。 卵 か く は 白色 半 
GAC, 表面 に 短 刺 状 和 突起 を 備え る 白色 網状 構造 を 有 す 
る 。 Micropylar projection は 約 39 個 , 長 さ 約 60 g, 
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ほぼ 透明 で , 先端 が 膨 肛 し た こん 棒状 。 卵 か く 破 砕 器 は 
よく キチ ン 化 し た 字形 , 縦 約 0.30mm, 横 約 0.50 
mm CH, 縦 軸 の 下端 は 太く , 腕 部 側 端 は か な うり 細 
まっ た の ち わ ず か に 広がる 。 卵 か く 破 砕 器 付属 膜 は 主 と 
LUE, FHEAKAICRR SNS, INIT 
HOM KDR, HLL CAABRERUTEHOR 
裏 に 産 付 さ れる 。 


B.  & 

令 の 検索 表 

1(6) LAMBS SNEV 

2 (3) 複眼 は 突出 し な い 。 em 第 1 eH ch 

3 (2) 複眼 は 顕 若 に 突出 する 。 

4(5) hOB RIS ATA e VZVE TANS erste 

5 (4) feo PARIS MOPAR KO DARI cr 
I ace wececeeseee ees eo A B Ang ch 

6 (1) 」 前 し 包 が 認め られ る 。 

7 (8) 後 し 包 は 末 発 達 。 ニー………ー… パ 第 4 gy rh 

8 (7) LMR ICHET So te 第 5 令 幼 虫 


気 門 は 第 2~8 腹 節 の 結合 板 の 内 方 に 1 個 あ て BAA 
し , 第 8 節 の も の は 他 の も の より は る か に 小形 。 体 は 比 
較 的 厚く , 短 毛 を 疎 生 する 。 WROD Nezara BELO 
Plautia 属 と は , 十 令 で は 頭頂 に と う 革 色 小 は を , 2 
~5 令 で は 体 上 (腹部 に も ) に 黒色 粗大 点 刻 を 装う こと 
に より 容易 に 識別 で きる 。 

lash RE 1.9mm, eI C, TC 
な い 光 沢 を 有する (2-3 Sic), HIM OR 
く , その 先端 は 比較 的 広く なめらか な 弧状 を な す (2 
令 に 共通 ) 。 側 葉 は な め ら か な 弧状 を な す 。 きゅう せん 
前 部 開口 を 有する 腹 背 板 は , きゅう せん 中 部 開口 を 有 す 
る も の と ほぼ 同 幅 2-3 令 に 共通 ) で , むし ろ 長 方 形 。 
懇 部 第 1 節 に は や や 長い , 第 2 節 に は や や 短い 各 1 個 の 
細い 腹 背 板 を 有する 。 頭 部 , 胸部 , MPs k OSE AR 
は 黒色 , た だ し 頭頂 部 の 小 は ん は と うぅ う 攻 色 , 胸部 正中 線 
に 治 う 1 縦 条 は 白色 。 腹 部 は お お むね 黒褐色 あぁ あるいは 暗 
EBC, 腹 背 板 の 後方 お よび 側 方 に 接する 部 分 と 結合 板 間 
AG BARA, 触角 は 赤黒 色 , 先端 部 は 淡色 。 
先端 の 2 接合 部 は 帯 赤色 。 脚 は 赤黒 , 付 節 は 黄 灰 色 。 正 
中 線上 に お ける 胸 背 板 比 は 3.3 : 2.0 : 1。 触角 比 は な 1: 
56) Gale} oS eigils 

D2 PK 3.5mm, 体 上 (腹部 に も ) に 粗大 
の 野 色 点 刻 を 装う (3 ~5 令 に 共通)。 HIRE は や や 角 ば 
STM. BT + PIR E > ( 凸 ) 状 を な し , 黒 
BIC, FMR BTS (3 ~5 令 に 共通 )。 


H 


第 3 巻 BAR 


後 胸 背 板 は 中 胸 背 板 と ほぼ 同 幅 で , 側 縁 は 丸み を 帯び て 
鈍く と が る 。 きゅう せん 前 部 開口 を 有する 腹 背 板 は , L 
LARC 中 央 部 で くびれ る (3 ~5 FITCH) o 
腹部 第 1・2 節 に 腹 背 板 を 欠く (3 ~5 令 に 共通) 。 頭 
部 , MOB KOMBMILEL LUCREBE, た だ し 前 ・ 中 
胸 硝 板 の 側 方 は 白色 。 腹 部 は 十 と し て 暗 緑 色 , た だ し 胸 
EMRE 0S 1 腹 背 板 に 至る 正中 線 に 沼 う 部 分 お よび 答 
腹 背 板 の 周囲 は わずか に 和 帯 自 色 , 第 2・3 腹 背 板 後 方 夫 
よび 体 周縁 部 は か な り め いり ょ うに 和 帯 自 色 。 結 合板 中 央 
部 は 白色 な いし 淡 褐 , 外縁 は 黒色 に 線 取 られ る 。 複眼 は 
赤黒 。 触角 は 赤黒 , 先端 の 2 接合 部 は ほぼ 赤色 。 脚 は 
褐 黒 , 付 節 は や や 淡色 。 正中 線上 に お ける 胸 背 板 比 ほ は 
ARON 828.2) 2 
第 3 令 幼 虫 体長 約 4.7mm。 中 菜 は 側 葉 と ほぼ 同 長 
で , 先端 は 比較 的 狭い 。 側 葉 は か な り 角 ば っ た 弧状 (4- 
5 SICH). AA RNS 中 胸痛 板 よ り 著しく 狭く , 側 
端 は と が り , FRE MROR BARE, 色彩 は 前 令 に 似る 
が 頭 部 お よび 胸部 中 央 部 な ど が 緑色 み を 帯び る こと が あ 
る 。 人 触角 は 黒色 , 接合 部 は 赤黒 色 。 脚 は 神 黒 , た い 節 の 
KPBS VLR. 正中 線上 に お ける 胸 背 板 比 は 4.2:4.0: 
生還 半生 

BABAR 体長 約 7mm。 体 は 角 ば り , むし ろ 多 角 
形 で , 光 沢 を 欠く 。 中 葉 は 側 菜 より 閉じ し 短く , 先 端 は 狭 
い 。 き ゅ う せ ん 前 部 開口 を 有する 腹 背 板 は , きゅう せん 
中 部 開口 を 有する も の より や や ゃ 狭い (5 令 に 共通 )。 
体 は お お むね 黄 緑 色 。 頭 頂部 に 1 対 の 黒褐色 小 は ん を 残 
すこ と と が ある 。 き め ゅ う せ ん 前 部 開 吾 を 有する 腹 背 板 は お 
お むね 腹部 と 同色 で 開 百 部 付近 は 帯 黒 色 , 他 の 腹 背 板 は 
ほぼ 黒色 で 中 ・ 後 部 開 百 部 の 前 方 は 草 白 色 , PUA 
有する も の の 前 綾 中 央 部 付近 お よび 後部 開 百 を 有する も 
の の 前 ・ 後 縁 中 央 部 付近 は 時 に 帯 黄 緑 色 。 腹 背 板 特に 第 
2 ~4 腹 背 板 の 後 方 に , あ まり 判然 と し な い 淡 緑 自 色 は 
ん を 現 わ し , 結合 板 聞 は 白色 を 時 す る 。 結 合板 は 腹部 と 
FE CIMRILE BE ITRRM SVS, 複眼 は 赤黒 。 触角 の 策 
1 節 は 黒褐色 , 第 2・3 節 は ほぼ 黒色 また は 黒褐色 , 策 
4 節 は ほぼ 黒色 , RAMI RE. KWAI, け 
い 節 は 帯 褐 黄 緑 色 , その 先端 部 お よび 付 節 第 1 節 の 先 半 
は 暗色 , 第 2 節 は ほぼ 黒色 。 正 中 線上 に お ける 胸 背 板 比 
は 9.5 : 10.0 : 1。 人 触角 比 ほ は な 1:2.9:2.3:3.1。 外部 性 
徴 は 不明 確 。 

、 第 5 令 幼 虫 体長 約 9~12mm。 中 菜 は 短く , その 先 
端 は 側 工 先 端 部 に よっ て 取り 囲ま れる 。 色 彩 は 前 令 に 組 
似 す る が , 次 の 講 点 で いく ぶん 異な る こと が ある 。 腹 背 
Mie, た だ し きゅう せん 前 部 開口 部 の 内 方 は 帯 
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THRE, P+ AMON Bae, 側 方 は 黒 
色 。 複眼 は 黒 赤 色 , Mh OF 1 Hiss k OF 2 節 基 部 は 帯 
褐 黄 緑 色 , 第 2 節 先端 部 お よび 第 3 節 は 褐 黒 第 4 節 は 
黒色 , 先端 部 は や や 淡色, 接合 部 は 緑 褐色 。 脚 は 緑 黄 , 
付 節 は ほぼ 4 令 同 様 。 正中 線上 に お ける 胸 背 板 比 は 1 : 
1.23:0, 触角 比 は 1:3.2:2.2:3.0, 外部 性 徴 は 第 
8・9 節 腹 面 に 認め られ , 雌 で は 第 8 節 正 中 線上 に , 後 
半 で 黒褐色 , 前 半 で 不 あ いり ょ うな 縦 線 を 有 し , 後 端 に 
三角 形状 構造 が 透視 され る 。 第 9 HiSMUFBLEL, 
中 央 部 は ほぼ 平 た ん 。 雄 で は 第 8 節 に この 構造 が 認め ら 

ず , 第 9 節 は 逆 V 字 形 を 呈し , 後 縁 中 央 部 が 大 きく 三 
角形 状 に 陥 入 し , BURP RE ICA S AIR beat 
exe 


Plautia 属 の 幼 期 の 特徴 


私 の 知る か ぎり , 日 本 に は 本 属 の P. stali Scorr + 
バネ アオ カメ ムシ と P. splendens Distant ヒメ チャ 
ボネ アオ カメ ムシ の 2 種 が 産 す る 。 前 者 の 幼 期 は すでに 
筆者 (1956) が 報告 し た の で , 詳細 は それ に 譲る 。 後 者 
の それ は まだ 明らか に され て いな い 。 

A. ON 

| 短 だ 円 形 で , Vet. SNA OPE A CHAE LZ 
如き いこ ぶ 状 で , ほぼ 規則 的 に 配列 され る 。 Micropylar 
projection は 白色 で こん 棒状 。 卵 か ぐ 破 砕 器 は よく キ 
チン 化し た TT 字 形 , NBR, IN + ON 
DEY, 2 列 ま た は 3 列 , ある い は 多角 形状 を な し , | 
きき し て 食 草 の 葉 裏 に 産 付 さ れる 。 

お 幼虫 

| 気 門 は 第 2 一 8 腹 節 の 結合 板 の 内 方 に 1 個 ず っ FAA 
第 8 節 の も の は 他 の も の より は る か に 小形 。 体 は む 
還る 厚く 1 令 で は 短 だ 円 形 , 2・3 令 で は 短 卵 形 , 4 

5 倒 で は や や ゃ 角 ば っ た むし ろ 短 だ 円 形 。 各 令 と も る 体 才 に 
光沢 を 有 し , BERETS. 1 令 で は 点 刻 を 欠く が , 
2 令 以 後 で は 頭 部 , MOM, 腹 背 板 お よび 結合 板 上 に 微小 
BASIS, 中葉 は .1・2 令 で は 側 葉 より 長く , TO 
端 は 比較 的 広く な め ら か な 弧状 を な す が , 3 ~5 令 で は 
側 葉 と ほぼ 同 長 で , その 先端 は 比較 的 狭い 。 men + 
は な め ら か な , 2~5 令 で は ゆる や か に 角 ば っ た 弧状 
准 呈 する 。 前 胸 後 角 は 特に 発達 する こと は な い 。 RNA 
Mis 2・3 令 に と お いて 中 胸 背 板 よ り 明 ら か に 狭く , 24 
で は その 側 端 が 丸く な っ て 明確 な 側 縁 を 有する が , 3 令 
CELAVMREEROK FIA. MOMMRIZ, 2 令 幼 
HOA - His kO3 令 幼 虫 の 前 胸 背 板 で は 微弱 な 
導 ょ 訂 状 を 呈す る が , その 他 の 令 で は ほとん ど な め ら 
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Po きゅう せん 前 部 開口 を 有する 腹 背 板 は , きゅう もせ 
ん 中 部 開 ロ を 有する も の より , 1 令 で は 広く , 2~54 
で は 狭く , お お むね 紡 氏 形 状 を 呈し , 中 央 部 で くびれ る 。 
各 令 と も 腹部 第 1・2 節 に 腹 背 板 を 欠く 。 近 縁 の Nezara 
属 と は , 1 令 で は 胸部 中 央 部 に 1 個 の 大 形 の と う 黄 色 ま 
た は 淡 黄 褐色 円 形 は ん を , 2~5 令 で は 腹部 に 数 個 ~ 十 
数 個 の と う 黄 色 ま た は 白色 の 顕著 な 円 形 は な は ん を それ ぞ れ 


有 し な いこ と で , Palomena 属 と は 1 令 で は 腹部 前 部 に 
1 対 の 卵 形 白 は ん を 有 し , 2 ご ~5 令 で は 腹部 に 点 刻 を 欠 
eS で それ ぞ れ 容易 に 識別 で * き る ° 
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Summary 


The Developmental Stages of Some Species of the Japanese 


Pentatomoidea (Hemiptera) 


Vil. 


Developmental Stages of Nezara and Its Allied 


Genera (Pentatomoidae s. str.) 


By Takashi KoBayasui 


Tokushima Agricultural Experiment Station, Akui, Tokushima Pref. 


Nezara is a genus of world-wide distribution 
and has been represented in Japan by two species, 
N. antennata Scotr and N. viridula (Linné), both 
of which are well known pests of soy been and 
other various cultivated crops. This genus is 
considerably related to Glaucias, Palomena and 
Plautia, which frequently attack fruit-trees and 
vegetables. There are six species belonging to 
the above three genera known in Japan. Among 
those species, Nezara antennata ScoTT and Plautia 
stali Scorr have already been reported on their 
larval stages by Isuimara (1950) and by the 
author (1956), but Glaucias subpunctatus(W ALKER), 
Plautia splendens Distant, Nezara viridula(LINNE) 
and Palomena angulosa(Morscuutsky) have not been 
studied yet. In the present paper, the develop- 
mental stages of the last two species, together 
with their ecological notes, are described. 

The diagnoses of the Genus Nezara 

Egg: Cylindrical, with gently curved operculum 


and vertical wall somewhat thickened in the 


upper margin. Uniformly pale yellow or pale 


greenish yellow at an early stage. Chorion white 
and levigate, .without particular structure on 


surface. Micropylar projections white, rather 
short, capitate. T-shaped egg-burster light brown 
or blackish brown, well-chitinized, arms thinly 
depressed laterally,“ membraneous appendages 
mostly transparent except light grayish brown 
lateral portions or bordered with extremely light 
grayish tinge infero-laterally. Egg-mass usually 
consisting of about 50 to 70 eggs which are 
deposited on the under-surface of host plant 
leaves, forming a rather regular hexagon. 
Larvae: Body not so much depressed. Stigmata 
placed interior to the connexiva of second to 
eighth abdominal segments, those on eighth 


conspicuously smaller than others. The first 


‘instar larva bears dorsally a large, round, orange 


yellow or pale yellowish brown marking extending 
from vertex to metanotum. The second to fifth 


instar larvae bear several conspicuous, large or 
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small, round or oblong, orange yellow or white 
markings adjacent to postero-lateral margins of 
dorsal plates. A comparatively large, oblong 
white marking interior to the connexiva of the 
first and the second abdominal segments and a 
round white marking interior to each connexivum 
of the third to the seventh or to the eighth 
abdominal segments. 

Key to the species of the Genus Nezara 

1 (2) In the egg before hatching, red eye- 
spots and dark 


egg-burster visible through 


operculum. Egg-burster mostly light brown, 
membraneous appendages translucent except light 
grayish brown lateral portions. A large round 
pale yellowish brown marking extending from 
vertex to metanotum in the first instar larva. 
The antero-lateral margins of pronotum of the 
fifth instar larva not so much curved as an arc 
of circle, posterior angles more or less protruded 
laterally beyond the anterior angles of mesonotum. 
aoa henner ar Ae ud. Nezara antennata Scott 
2 (1) In the egg before hatching, in addition 
to eye-spots and egg-burster, a large reddish 
trapezoid marking clearly visible through opercu- 
lum. Egg-burster mostly black, membraneous 
appendages mainly translucent, bordered with 
extremely light grayish tinge infero-laterally. A 
large round marking extending from vertex to 
metanotum of the first instar larva orange 
yellow. The antero-lateral margins of pronotum 
of the fifth instar larva strongly curved as an 
are of circle, its posterior angles not projecting 
laterally beyond the anterior angles of mesonotum. 
weceeseeeee-JV. viridula (LINNE) 

The diagnoses of the Genus Palomena 


Egg: Elliptical, upper part of which is more or 
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less bigger than the under part. At an early 
stage, the eggs are entirely pale greenish, but 
later, towards the hatch, eye-spots and egg-burster 
become visible through the chorion. Chorion 
whitish, semi-translucent, with a white reticula- 
tion furnished with many short seta-like processes. 
Micropylar projections semi-translucent, capitate. 
black, well 


with somewhat swelled and obtuse inferior base 


T-shaped egg-burster chitinized, 
of axis and slightly depressed lateral ends of 
arms, membraneous appendages mainly hyaline, 
bordered with grayish tinge inferiorly. Egg-mass 


usually consisting of about 14 eggs, laid on the 


under-surfaces of host plant leaves usually 
forming a hexagon. 
Larvae: Principally like Nezara. In the first 


instar larva, head, 


connexiva black except a smal] orange yellow 


thorax, dorsal plates and 


marking on vertex and a white longitudinal 


Abdomen 
mostly blackish brown or dark, with white areas 


streak along the median line of thorax. 


adjacent to caudal and lateral margins of dorsal 
plates and between connexiva. The second to 
the fifth instar larvae scattered with massive 
black punctures on the body, marked with white 
portions posterior to dorsal plates and between 
connexiva. Head and thorax, in the second 
instar larva entirely piceous, in the third instar 
larva occasionally greenish on some areas, and 
both with white markings on the lateral parts of 
pronotum and mesonotum, lateral margins of 
which are serrated and bordered with black, and 
in the fourth and the fifth instar larvae yellowish 
green, and lateral margins of pronotum and 
mesonotum minutely serrated and fringed with 


black as in the head and connexiva. 


Ww ネ 
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静岡 大 学 農 学部 応用 昆虫 学研 究 室 


‘a a 

“er. pA (1959) は マル クビ クシ コメ ツキ の 幼 虫 の 
休 水 分 の 喪失 状態 を 調べ , この 忠 の 表皮 に は 体 水 分 の 発 
rts LOUD ORAL CS EVRA BS SEY, Hb 
上 で は 生息 で き な い こと と を 明らか に し , 体 の 腹面 の 表 度 
に 硝酸 銀 ア ン モ ニア 溶液 に 対し きわ め て 鋭敏 に 反応 する 
OCB (ポリ フェ ノー ル 層 と 思わ れる が 居 元 層 と 略称 す 
る ) が 填 出 し て 存在 する こと を 報告 し た 。 

また 吉田 ・ 多 木 (1958), BH HE 1959), 吉田 ・ 
久保 田 (1959) は これ ら の 居 元 層 の ある 場所 を 確認 する 
LEAK, 長期 に と ちら た る 体 水分 の 喪失 を 防ぐ 目的 で 木材 
粉 を 利用 し た ハリ ガ ネ ム シ , ミカ ン ノ ネ カ イ ガラ ムシ , 
コガ ネム シ 類 の 幼虫 の 飼育 法 に つい て 報告 し た 。 
業者 は 更に これ ら の 寅 元 層 の 機能 た に つい て 知見 を うる 
た め に , マル クビ クシ コメ ツキ の 幼 忠 の 耕 土 の 上 層 で 生 
島 す る 摂 食 活動 期 と 耕 士 の 底部 で 生息 する 非 摂 食 期 に お 
ける 選 元 層 の 感受 性 を 比較 する と と も に , hOMMOR 
な うた ハリ ガ ネ ム シ 類 の 還元 層 の 分 布 に つい て 調べ た の 
で 報告 する 。 こ と これ より 得 ら れ た 知識 は , COROLLA 
に お ける 生活 様式 を 推察 する 上 に 大 き な 暗 示 を 与え そる も 
の と 思わ れる 。 

本 女 に は いる に あたり , コメ ツキ ムシ の 同定 の 労 を 賜 
わっ た 愛知 学芸 大 学 の 大 平 仁 夫 氏 に 心から お 礼 を 申し 上 
Wo 


実験 材料 な ら び に 実験 方 法 


実験 に 用 いた ハリ が ガ ネム シ は マル クビ クシ コメ ツキ 
Melanotus caudex Lewis, アカ アシ オオ クシ コメ ツキ 
CELE MC COS 
クロ クシ コメ ツキ M. senilis CANDEzE, ア 
カハラ クロ コメ ツキ Ampedus hypogastricus CANDEZE, 
ウ バ タマ コメ ツキ Alaus berus Canpgzg お よび サビ キ 


CANDEZE, 


‘CANDEZE, 


コリ Agrypnus binodulus Motscuutsky の 7 種 の 幼 
虫 で ある 。 マ ルク ビク シコ メッ ツキ の 幼虫 は 静岡 県 毅 田 市 


(1959 年 7 月 13 日 受領 ) 


で 昭和 33 年 3 月 より 1 ヵ年 間 , それ 以外 の ヘ ハリガネ ム 
シン は 昭和 33 年 10 月 と 昭和 34 年 3 月 , 愛知 県 岡崎 市 
と IRS ICBC 採集 し た も の で 有吉 田野 下 
(1959) の 方 法 に より 飼育 し , 適宜 実験 に 使用 じ た 。 
染色 に 用 いた 硝酸 銀 ア ン モ ニア 溶液 は 水 20 cc に 硝酸 
Qe を 溶かし た の ち TVEaTKE EMRE 
潟 し た 溶液 が 舌 明 に な る まで 加え て 調製 し た 。 
AGRIC) PRAY SE 20°C の 恒温 器 中 で , 
記 定 の 時 間 こ の 溶液 に 浸 漬 し て よく 水洗 し た の ち 恭 留 水 
を 入れ た シャ ー レ に 入れ , 光線 を 照射 し て 銀 を 選 元 する 
部 分 と その 反応 の 程度 を 調べ た 。 非 授 食 期 で は この 方 法 
を 直接 用 いて る も 反応 が 起こ ら な い の で , COMMITEE 
する 前 いろ いろ な 処理 を 行なっ た が , それ ら に つい て ば 
項 を 追っ て 述べ る 。 


ERAS LOB 
摂 食 活動 期 に お ける 幼虫 の 選 元 層 の 分 布 と 感受 性 


ハリ ガ ネ ム シ の 細 元 層 の 染色 に 影響 する 因子 と し て 
は , PHBE OD COMMICAAT STARR VERT 
WOR, 照射 光線 の 多少 , 反応 時 に お ける 温度 な ど が 老 
えら れる 。 そ を そこで 温度 を = 三 定 に し 光線 を 十分 に 照射 する 
こと と に し て , 硝酸 銀 ア ン モ = ア 溶 液 に 浸漬 する 時 間 を 変 
え , 澤 元 層 の 着色 状態 を 調べ て 第 1 表 に 示し た 。 

と れ は ハリ が ガ ネ ム シ が が 耕 土 の 上 層 で 活動 する 4 月 18 
日 に お ける 成績 で ある が , 光線 の 照射 後 20 分 経過 すれ 
ば 胸 脚 の 基部 と 腹部 の 腹面 の 2 条 の 基礎 線上 に , KE 
節 が 延び た 場合 は 環 節 間 膜 の 部 分 に も 微小 黒点 が 現われ 
て 次 第 に 紫 灰 色 に 変化 し , 50~60 分 経過 すれ ば BIC 
JED), 胸 脚 の 環 節 間 膜 に いた る まで 染色 され た 。 ハ か ハリ 
が ガ ネム シ の 民 元 層 の 分 布 は 図版 1! , A~C に 示す 。 

A は 移 腹 部 の 腹面 を 示す も の で , 胸部 の 基礎 線 や 中 央 
部 に , また 腹部 の 基礎 線 に 治っ て 種 特有 の 記 元 層 が み ら 
れる 。 特 に と これ は 浸漬 の 際 環 節 が 延び た も の で , Feet 
膜 の 部 分 に も 選 元 層 が み ら れ る 。B, C は 環 節 が 延び な 
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第 中 表 摂 食 活動 期 の マル クビ クシ コメ ツキ 幼虫 に お ける 硝酸 銀 ア ン モ ニア 溶液 
浸漬 時 間 と 居 元 層 の 反応 速 誘 と の 関係 
=. +... ee SSS es 


aE BL i OAK He 
iit ps a 脚 の 基部 脚 の 環 節 間 膜 ROM KOR 
My) A BL O I : 

1 | = + ー + ー + ー + ー + ー = 
2 eae 3 Hea + 4 fet aa > 
3 the ーー + 二 ー 一 + + ー 一 
4 age St arte tate +e = + 一 + 一 = = 
5 lie Teeth Th wae arias oh + + =e 
6 ++ Ht + tt it + t+ + Ht + = - 
7 tt + +h + + + + - tt + @ - 
8 po hs キト +t Ht + + + + -ー - 
9 cata te + ath tt ー = ++ +t - = 
10 Toot + + + + t+ + + + - - 
11 +h ae +e tt + +t ++ + ++ + - = 
12 it +t to ett +t H+ +e th tt +H eg 
13 it + t+ +t t+ +t + + + + — = 
14 tt +t th +t + + + + t+ + iS 
15 + tt ++ + de tt +h He H+ + - = 
: 着色 し な い 。 


+: 顕 微 鏡 下 で 微小 黒点 が か すか に 認め られ る 。 

+: 顕微 鏡 下 で 微小 黒点 が 全面 的 に 点 在 し 着色 が 明確 で ある 。 
tit: 着色 が 非常 に 鮮明 で 肉眼 で る 認め られ る 。 

O: 負傷 部 位 。 


か っ た も の で , 2 条 の 基礎 線上 に の み 居 元 層 が み ら れ る 。 MQ 春期 の 摂 食 活動 期 に お ける マル クビ クシ コメ 
第 1 表 に ょ よれ ば ,* 硝酸 銀 ア ン モ ニア 溶液 に 対す る 漫 漬 ッ ツキ 幼虫 の 隊 元 層 の 感受 性 


時 間 が 増加 すれ ば 違 元 層 の 着色 も 増加 し た が , 5 分 間 以 Wie [ont on mom BB Ko 

EOWA CIAKERBVES SHEP oR. また 1 分 間 eS ae ee eT TT on eh 
の 浸漬 で も 居 元 磨 の 着色 が 認め られ , 感受 性 は 非常 に 鋭 ANA 間 膜 の 間 
敏 な も の と 考え られ る 。 cla eg ame = + = 
居 元 層 の 分 布 す る 位置 と その 感受 性 の 相 異 に つい て み i rs F. ns os 

TUE, WOLD PUTA D By Ds Hic Lowe L CS AED 5 : LIL dd i Seay re a eles 

た が , 他 は いずれ る も 鮮明 に 染色 され 大 き な 違 い は み ら れ 18 M te tt - 5 se 

| な か っ た 。 また 他 の 表皮 に 染色 され た 部 分 が な られ た ーー ae 
G8, これ は 負傷 部 位 で あっ た 。 Be as or hp + He ee 
| 春期 の 活動 期 に お ける ハリ ガ ネ ム シ の 居 元 層 の 感受 性 ea = sie - ak mn ee 
の 変化 は 第 2HICAT. 3 月 1 日 に は 全く 感受 性 は な か rt + ow + + + 

うた 。 3 月 10 日 ~18 日 の 個体 で は 感受 性 は きわ め て 低 20 uf 1 ie bf i = 
<, FAME CPs Plc 微小 黒点 を 認め る 程度 で あっ 

feo 3 月 25 A~SA 12 日 で は それ は きわ め て 強く , 12 uy Me HI Hi = 
肉 眠 で る も 鮮明 に 認め られ た 。 5 月 20 日 で は 3 月 18 日 | er 

と , 6 月 1 日 以降 で は 3 月 10 日 の 感受 性 の 程度 と 同様 Et As I 
で あり , 感受 性 は 次 第 に 減少 し た 。 ; + if + + 区 
BeO—A\#HM (1951) は マル クビ クシ コメ ツキ の 幼 ae i Pi i 

車 の 潜 土 の 深き の 年 変化 (平均 値 ) を 調べ 次 の ご と く 報 a = iy 

BLic,g すなわち 秋期 下降 し た ハリ ガ ネ ム シ は 1 月 下旬 Rh - nie 
に 最も る 耕 土 の 深い 所 に 洪 士 し , 2 月 中 旬 よ り 上 昇 を 始め , I Ls 


8 月 下旬 に な っ て 地表 の 最も 近 ぐ に 達し , 5 月 上 旬 ま で 記号 は 第 1 表 参 照 。 
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地表 に 接近 し て 生島 する 。 そ の 後 5 月 下旬 より 下降 を 始 
め , 7 月 下旬 ~8 月 下旬 まで 地 中 深 く 潜 土 す る 。 さ ら に 
と の すみ か え は 相当 長期 に わた る 温度 の 影響 に よる 。 こ 
の 報告 と 本 実験 の 結果 と を 比較 する と , ハリ ガ ネ ム シ の 
活動 期 に お ける 選 元 層 の 感受 性 の 変化 は 潜 土 の 深き の 年 
DLO e 全く 同様 で る る こと が わか る 。 また 3 月 
10 日 採集 の 個体 は いずれ る も 耕 土 の 上 層 に 上 っ た も の で , 
植物 の 根部 に 洪 入 し た も の が 多かっ た が , PETE OURS 
性 は きわ め て 低かっ た 。 し た が っ て 居 元 層 の 感受 性 は , 
と の 虫 が 耕 土 の 上 層 に 上 っ た の ち 次 第 に 増加 する も の と 
考え られ る 。 
春期 以後 に 泊 お ける マル クビ クシ コメ ツキ の 幼虫 の 腕 皮 
yi, 6 月 末 よ り 多 少 み られ た が , 大 多数 は 7 月 で あっ た 。 
同様 な 実 険 を 秋期 の 授 食 活動 期 に 行なっ た 。 殿 受 性 は 
少し 弱い が 10 月 上 旬 が 最も 強く 9 月, 11 月 の 順 で あ 
り , 港 士 の 深 さ の 年 変 化 の 傾向 と 同様 で あっ た 。 
非 摂 食 期 に お ける 幼虫 の 選 元 層 の 感受 性 
吉田 (1951) は マル クビ クシ コメ ツキ の 幼虫 は 春秋 の 
2 PLO LS CHET SRR L, BAO 2 回 耕 土 の 
ees ae ee ns 
耕 土 の 下層 に 洪 入 し た 直後 の 個体 を 11 A6 Bic, 春期 
ee AR 


第 3 表 非 摂 食 期 の マル クビ クシ コメ ツキ 幼虫 に お 
ける 硝酸 銀 ア ン モ ニア 溶液 浸 濱 時間 と 還元 


層 の 反応 速度 と の 関係 
着 
ag ae ae eal 8 

NE の 間 腹面 

3 Be Aa eh eee 
5 oa 2 re. i” a 
7 > 
9 + a を 
ral ie Ser dee Te ihe te 
13 | 

15 a 
40 ‘isi Sed aes Mie Pe Os 
50 =F eth acne be A et 
2 ane + + ae ae = 
80 EA ee eae 
90 ete ea ee 
100 ae ee eee ee 
120 + — = ae a os 


AAS 1 表 参 照 。 


浸漬 時 間 は 1~120 分 に わた っ た が , 15 分 と 60 分 の 
2 区 に 多少 悦 元 層 の 感受 性 の 高い 個体 が み ら れ た ほか 
は , WTOP GRAPES Te > Tey PEO LERMAN EF 
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層 に 生息 する 個体 の うち 感受 性 の 高い 個体 が 混在 する こ 

Lid, この 虫 が 感受 性 を 持っ た まま 耕 士 の 下層 に 潜入 じ 
た の ち , RAICREELR I Ct wis BRL So AE 
に 要する 時 間 は 春期 の 場合 と 同様 で あっ た 。 更 に 温 鹿 が 
下降 し た 12 月 21 日 に 同様 な 実験 を 行なっ た が , IE 
層 の 感受 性 を 持っ た 個体 は 全く み ら れ な か っ た 。 

久 期 ほ場 で 採集 され た ハリ ガ ネ ム シ の 居 元 層 の 感受 性 
の 変化 は 次 の ご と く で ある 。 10 月 下旬 ~11. 月 上 旬 ご お 
い ぃ て は 選 元 層 の 感受 性 の ある 個体 は 多少 みな られ た が , 12 
月 ~2 月 下旬 に お いて は の ち に 述べ る 酢酸 処理 を 行なわ 
な けれ ば , 温 元 層 の 感受 性 は み ら れ な か っ た 。 そ の 後 3 
月 上 旬 ~ 中 旬 で は , 硝酸 銀 ア ン モ = ニア 沙 液 みみ で か すか 
に 反応 し , 春期 の 活動 期 に は いっ た 。 ゆ え に こ の 場合 も 
吉田 (1951) が 行なっ た 同 虫 の 洪 土 の 深 さき の 年 変化 の 傾 
向 と 同様 で ある 。 夏期 の 非 摂 食 期 に な ける 個 向 る 同 木 で 
あっ た 。 

吉田 ・ 江 渡 (1957) は マル クビ クシ コメ ツキ の 幼虫 の 
MER, 吉田 ・ 由 谷 (1959) は 体 水分 の 喪失 速度 を 
WEL, 活動 期 の 個体 は 非 摂 食 期 の も の に 比べ て いずれ 
る も は る か に 大 きい こと と を 報告 し た が , 本 実験 で も 同様 な 
傾向 が み ら れ , 選 元 層 は この 虫 の 新陳代謝 に と っ て 密接 
な 関係 が ある よう に 思わ れる 。 し た が っ て この 下 で は 
の よう な 意味 で の 夏 眠 と 冬眠 が 明らか に 認 ゐ られ る s。 

非 摂 食 期 の 幼虫 に 対す る 酸 な ら び に アル カリ 処理 と 違 
元 選 の 感受 性 

春期 の 摂 食 活動 期 に 鋭敏 に 反応 し た 層 元 層 が , 人 冬期 で 
お いて は 全く 感受 性 を 失う 理由 を 明らか に する た め , & 
期 に お ける こと の 虫 の 還元 層 を クロ ロホ ルム で 洗っ た が 感 
受 性 は や は りみ られ な か っ た 。 EC CHICCORERO 
ァ ル カリ で 処理 し て , 硝酸 銀 ア ン モ ニア 溶液 に 対す る 有 反 
応 を 調べ た 。 使用 し た 溶液 は 塩酸 , 硝酸 , 酢酸 , カセ イ 
ソー ダ お よび カセ イカ リ の 30% 深 液 で ある 。 マ ルク ピ 
クシ コメ ツキ の 幼虫 を 各 溶 液 に 30 THRL, 水洗 じ 
た の ち , 硝酸 銀 ア ン モ ニア 溶液 に 10 分 間 浸漬 じ て 感 受 
性 を 調べ た 。 

酸 の な か で は 塩酸 が や や 高い 感受 性 を 示し た が , THR 
と 酢酸 で は 大 き な 差 は な られ な か っ た 。 カ セイ ソー ダ お 
よび カセ イカ リ で は 反応 は なみ ら れ な か っ た 。 

更に この 傾向 を 詳細 に 知る た め , 昭和 33 年 12 月 9 
目 採 集 の マル クビ クシ コメ ツキ の 幼虫 を , 各 渡 度 の 酢酸 
に た に それぞれ 60 分 間 浸 潰し て 硝酸 銀 ア ン モ ニア 溶 液 に 対 
paneer. , 第 4 表 に 示す 結果 を 得 た 。 酢酸 の 渡 度 
が 高い 所 応 は 本 基き あっ 8 TYE 
Nd cee 
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第 4 表 NE Or YOR AMR IRR EC 


= NG ot a” ian en 
ee nee Rene | MAR HORT 胸 部 の 
wt Be PZ BD 3 i) Che 体 の 表面 
濃度 (%) 中 の 浸 演 時 間 (分 ) a A 3 a 
5 ate ~ - + + a 
10 | + ae = aX 25 = 
10 1S | + ts a = ee! ss 
20 im re + i + a 
25 = + + - o - 
Pi ++ oP oo - — — 
+ + + = 
‘30 15 十 ty H 4h Hi _ 
20 js 士 ++ a7 < _ 
] 25 +t of + + = 
5 +t + +4 i 
10 HH 4H Ht i HH - 
50 15 | +t tt tt tt tt = 
20 Le ickhe ++ ve ts tt 2 
25 mn Ht Ht + m - 


記号 は 第 1 表 参 照 。 


| られ な か っ た 。 

HERA OIERFE OBUGRIE, 浸漬 時 間 が 長く な る に 
つれ て 着色 の 程度 も 増加 し , の ち に 述べ る 熱湯 処理 2 分 
Til, 30% 酢酸 に 60 分 間 の 浸漬 で , 春期 の 摂 食 活動 期 と 
同じ 程度 の 感受 性 が み ら れ る よう に な っ た 。 

~ CHE OGRE Y, RAMI BA) HR AYO 
BLOKE 性 が が 失わ れる の は , 居 元 性 物質 が な く な る 
た めで は な く , 還元 性 物質 の 上 に 酸 に より 溶出 され る 非 
選 元 性 物質 が 分 泌 さ れる た め と 思わ れる 。 

"熱湯 処理 な ら び に 青酸 カリ 処理 と 二 元 層 の 感受 性 

| 生体 の 酸化 還元 に は 酵素 が 関係 する こと が 多い 。 本 実 
険 の 場合 に る 同様 な 可能 性 が 考え られ る の で , ハリ ガ ネ 
ムシ を 熱湯 に 2 分間, また は 30% 青酸 カリ 溶液 に 30 分 
THLE Ob, 水洗 し て 還元 層 の 感受 性 の 有無 を 調べ 
Ho この 実 険 は 12 月 7 日 の 非 摂 食 期 に 行なっ た も の 
で , 30% の 酢酸 処理 を あわ せ 行 な っ た 。 

熱湯 処理 や 青酸 カリ 処理 の み で は 無 処理 の 場合 と 同様 
ICH SHED OED, 酢酸 処理 を 併用 すれ ば 着色 
が み ら れ た 。 

圭 湯 の 温度 と 且 元 層 の 感受 性 に つい て 示せ ば 第 5 RO 
ど ざと く で ある 。 これ は 各 温 湯 に 2 分 間 浸 漬 し た の ち , 
30% 酢酸 深 液 た 30 分 間 , 硝酸 銀 ア ン モ ニア 溶液 に 10 
雰 間 浸 漬 し て 着色 反応 を 調べ た も の で ある 。 40°C で は 
掴 処理 と ほとん ど 変 らち な か っ た が , 60°C, 80°C で は 比 
較 的 顕著 に , 100°C で は 春期 の 摂 食 活動 期 に と み ら れ る 程 
慶 と 同様 に 鮮明 に 着色 じ し た 。 ま た 熱湯 処理 を すれ ば , BE 
酸 処 理 の 時 間 を 少な くし て も 鮮明 に 着色 し た 。 


第 5 表 熱湯 の 温度 と 非 摂 食 期 (冬期) に お ける マ 
ルク ビク シコ メッツ ッ ツキ 幼虫 の 還元 層 の 反応 速 


et OBIE 

=} = = コー に を eee 

oa, 腹部 の 基礎 線 Bo wom B® 人 の 
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+ + + + + = 

oo | -o 生 + H+ 4+ 一 

meg km + . + Soe 

te ar te 
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記号 は 第 1 表 参 照 。 


赴 果 より 居 元 層 の 感受 性 は 酵素 と は 無関係 の 
BO LITA Sh SIRE 
浴 出 され や すく な る も の と 老 え 


と これら の 
も の で あり , また 居 元 
は , 熱湯 処理 た に より 酸 に 
られ る 。 


幼虫 の 飼育 温度 と 還元 必 の 感受 性 
と の 虫 は 生育 温度 が 異常 に な れ ば , 耕 土 の 下層 に 潜入 
し て 冬眠 また は 夏 眠 に は いる が , 休眠 中 の 幼虫 の 還元 暦 
が 再び 感受 性 を 持つ に いた る 日 数 と 生育 温度 と の 関係 を 
明らか に する た め , 11 月 1 日 採集 の ハリ が ガ ネム シ を 
HA - BRE (1959) の 方 法 に より , 15°C, 20°C, 25°C, 
30°C の 各 温 度 で 飼育 し , 10 HA,30 AR,50 ARIK 
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Bm & a 第 3 巻 BAe 


キ 幼 虫 の 還元 層 の 感受 性 GIA 50 日 目 ) 


着 ; 
~~ : 腹部 の 基礎 線 
fil eg =~ = © ay wong BORE BMC 人 の 表面 
sn ab sb Te ae AGM RO A 
|; + + + + + — 
| 10 | ae = ++ tt ae = 
25 | 15 + + + ++ + @ 
| 20 + - + = + = 
| 25 — - + + _ - 
5 | es = Ss = = = 
10 - - + — - — 
30 15 hc = we: 8 ag eb 
| 20 f+ — + ー — - 
| 25 eee = EE i 
記号 は 第 1 表 参 照 。 
ける 居 元 層 の 感受 性 を 調べ た 。 第 6 Ric 25°C と 30°C コメ ツキ は 1 世代 を 経る に 満 4 ヵ年 を 必要 と する くら い 


の 飼育 後 50 日 目 に お ける 居 元 層 の 感受 性 を 示す 。 
15°C, 20°C で は 50 日 目 に お いて も 感受 性 は み ら れ 
な か っ た が 』25°C, 30°C で は 50 目 目 に 感受 性 が み ら 
れ た 。 ま た 着色 の 程度 は 自然 状態 に お ける 3 AW OR 
愛 性 に 相当 し た 。 こ の 虫 の 秋期 に 人 お ける 脱 度 は 11 月 18 
H~20 HOR] で あっ た の で , この 期間 を 除い た と し て 
も ハリ ガ ネ ム シ が 温度 の 影響 を 受け て 活動 性 を 持つ に は 
20~30 上 且 と いう 長い 期間 を 要する も の と 思わ れる 。 
ハリ ガ ネ ム シ の 居 元 層 の 感受 性 の 顕著 で あぁ る 期間 は , 
春期 で は 3 月 下旬 ~5 月 中 旬 の 2 カ月 と , 秋期 の 9 月 中 
旬 ~10 月 下旬 の 約 1.5 カ月 で 非常 に 短く , 1 年 間 を 通 


長期 に わた っ た が , その 大 き な 理 由 と し て 年 間 の 生育 選 
適当 な 温度 の 期間 が 非常 に 短い こと が 考え られ る 。 

ハリ ガ ネ ム シ 類 の 層 元 層 の 分 布 と 感受 性 

春期 の 援 食 活動 期 に お ける サビ キ コ リ と クロ クシ コメ 
ッ キ の 幼 忠 の 還元 層 の 感受 性 を 比較 し た 。 

第 7 表 に よれ ば , WTHOWAS 1FHMORE CHE 
BRIGRRLIe THICK LV WI EZPYAAY FON 
虫 で は 第 1 表 か ら も ゃ うか が を る よう に 約 5 SHORES 
必要 と し た 。 光線 の 照射 の 着色 速度 に 及ぼ す 影 響 に つい 
Th, VEFAIVOMHODIESBVVIZEFPVAAVYS 
OMRKUE< bbb, 居 元 層 の 面積 も 大 きか っ た 。 


じ て も 約 3.5 カ月 で あっ た 。 自然 状 態 で は マル クビ クシ MARI, D~F に サビ キ コ リ の 幼虫 の 還元 層 の 分 布 を 7 
& 
(Avram ee een ened es)) 
ss oe LE ee take worm 8S O BRO 胸部 の 
i . 環 節 の RR Oo O25 pa acne Bugs a a 体 の 表面 
間 O53) PAB 入線 内 ge MAM FA Bo 
; tt tt Ht aa ++ 4 4h A 
5 Ht tt Ht ++ + + + - 
1a. Gis) Dep ay ee) se 
oe cae 腹部 の 基礎 線 
eee 2 i DIB WOR ‘ 8 
heen. { sesmie  uRO TE GA MRO 体 の 表面 
2 tt tH = = di Re 
5 i it + + +t EE 
3 Ht tr + ++ Ate a 
9 2 q a " = 
at tt + 4 Hi 3 


記号 は 第 1 表 参 照 。 
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し た 。 
HA: HA (1959) は サビ キ コ リ と マル クビ ピク ショ コメ 
ツキ の 幼虫 の 体 水 分 の 店 失 速度 を 測定 し て , ルク ビク 
シコ メ ツ キ よ り サ ビ キ コ リ の 体 水分 の 直 失 速度 の ほう が 
速い こと を 報告 し た が , と の 実験 で る 同様 の 傾向 が み ら 
れ た 。 し た が っ て 吉元 層 の 面積 が 大 きく , 感受 性 の 強い 
も の ほど , 体 水分 の 喪失 速度 は 速い も の と 思考 され る 。 
冬期 に お ける 前 記 7 種 の ハリ ガ ネ ム シ の 選 元 層 は , い 
ずれ る も 硝酸 銀 ア ン モ ニア 溶液 た 対す る 浸漬 の み で は 反応 
艶 な か っ た 。 そ を そこで 熱湯 な ら び に 酢酸 処理 を 行なっ た の 
還元 層 と 感受 性 に つい て 比較 し た 。 
| いずれ る 種 特 有 の 形 を し た 選 元 層 が み ら れ た 。 層 元 層 
の 反応 速度 が 速く また その 面積 の 広い も の の 順に 並べ 
62, tesI), ウパ タマ コメ ツキ アカ ハラ クロ コ 
=, Pie Vt Yi Ve ge ak Ya, クン グ 
ee 7s, FAT VAAPVAXLIVXLES, 換言 すれ 
ば サビ キ コ リ や 朽ち 木 の 中 に 生息 する ハリ ガ ネ ム シ (9 
名 マコ ラメ ツキ アカ ハラ ヲ コク ロコ メッ ツキ の 幼虫 ) OMIT 
層 の 感受 性 は 鋭敏 で あっ た が , 比較 的 乾燥 し て いる 山 畑 
2 BELOSV WOME 場 に 生息 する ハリ ガ ネ ム シ 
Ovary, アカ アジ ポイ オク シコ ンジ ケ キ の 幼虫) で は 
褒 受 性 は 弱く , 就 畑 で し ば し ば 大 発生 する マル クビ クシ 
肖 メ ッ キ や ゃ クロ クシ コメ ッ キ の 幼虫 で は 両者 の 中 間 で あ 
っ た 。 


+ 


摘 Be 


DW ハリ ガ ネ ム シ の 皮膚 還元 層 の 機能 に つい て の 知見 
を うる た め , 活動 期 と 非 活動 期 の マル クビ クシ コメ ツキ 
ssh OEE TEFL O IERIR T V = = アァ に 対す る 感受 性 を 
LISLE IC, 非 活動 期 に お ける こ の 虫 の 酢酸 処理 
き 熱 湯 処理 と 還元 層 の 感受 性 と の 関係 , また ほか の ハリ 
が ガ が ネ ムシ 類 の 居 元 層 の 感受 性 な ど を 調べ た 。 

2) 春秋 の 活動 期 に お ける マル クビ クシ コメ ツキ 幼虫 
還元 層 の 感受 性 は 非常 に 鋭 仁 で あっ た が , BOM 
生 期 で は 感受 性 は 全く 失わ れ て いた 。 ま た こと の 虫 が 耕 土 
5 上 層 と 下層 の 住み か え を 行なう と き に は 両者 の 中 間 
Cho. COMODO 感受 性 の 年 変化 は , 吉 

1951) が 調べ た この 虫 の 洪 土 の 深 さ の 年 変化 の 傾向 と 
し Co 

9) 年 間 に お ける マル クビ クシ コメ ツキ 幼虫 の 還元 層 
DZ: OPE CH SWS, 春期 の 3 月 下旬 ~5 月 中 
J の 2 ヵ月 と 秋期 の 9 月 中 旬 ~10 月 下旬 の 1.5 HAT, 
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非常 に 短期 間 で あっ た 。 

4) 温度 が 異常 に な っ て 耕 土 の 下層 に 洪 入 し , AIRS 
た は 夏 眠 に は いっ て いる マル クビ クシ コメ ツキ 幼虫 の 避 
元 層 は , 非 還 元 性 物質 で お お われ る た め 感 受 性 は みなみ られ 
SPIKE, 

5) この 非 選 元 性 物質 は 酸 処 理 に より 溶出 され る る も の 
で あっ な た 。 活動 期 の マル クビ クシ コメ ツキ 幼虫 も 熱湯 処 
理 や 青酸 処理 を し て も 感受 性 は や は りみ られ た 。 ま た 休 
眠 中 の 個体 を 熱湯 処理 すれ ば , 司 元 層 の 上 に 分 泌 さ れ た 
非 選 元 性 物質 は 酸 に 深 出 され や すく な っ た 。 

6) 冬期 耕 土 の 下層 に 潜入 し た マル クビ クシ コメ ツキ 
幼虫 を 温度 を 変え て 飼育 し , 還元 層 の 感受 性 が 現われ る 
に 要する 日 数 を 調べ た 。25°C HKU 30°C で は 飼育 後 
50 日 月 に 感受 性 が み ら れ た が , 15°C お ぉ お よび 20°C で は 
50 日 後に も な お 感受 性 は み ら れ な か っ た 。 

7) 体 水分 の 喪失 速度 が 速い こと が 知ら れ て いる サビ 
FIIMRAODEIBVVA CFV AxeVse bE) oe 
元 層 の 面積 が 大 きく , 感受 性 も 高かっ た 。 

8) サビ キ コ リ や 朽ち 木 に 生息 する ウ バ タマ コメ ツキ 
お よび アカ ハラ クロ コメ ツキ 幼虫 の 還元 層 の 感受 性 は 鐘 
敏 で あっ た が , 腐葉土 の 多い 山 畑 や 苗 ほ 場 の よう な 比較 
的 乾燥 し や すい 場所 に 生息 する クシ コメ ツキ や アカ アシ 
オオ クシ コメ ツキ の 幼虫 の それ は 比較 的 弱く , PIL 
VELICKBAT SV VP EAPVAXAVYERJZAAYIAZ 
ツキ 幼虫 の それ は 両者 の 中 間 で あっ た 。 
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Summary 


Researches on the Wireworm, Melanotus caudex Lewis 


XVII. 


On the Distribution of Reducing Layers Existing on 


Certain Integuments of Wireworms and Their Sensitivity 


to Ammoniacal Silver Nitrate Solution 


By Masayoshi Yosuipa and Osamu D6xeE 


Laboratory of Applied Entomology, Faculty of Agriculture, 


Shizuoka University, Iwata, Shizuoka Pref. 


Ft. In order to clarify the main functions of 
the the 


wireworm, Melanotus caudex Lewis, comparisons 


reducing layers on integuments of 
were made on the sensitivity of the reducing 
layers to ammoniacal silver nitrate between the 
feeding (spring and autumn) and non-feeding 
Attempts 


were also made on the effects of pre-treatment 


wireworms (summer and _ winter). 
with acid solution or hot water on the sensitivity 
of the reducing layers of the non-feeding wire- 
worms, and on the distribution of the reducing 
layers in other species of wireworms. 

2. The sensitivity of the reducing layers was 
very high at feeding period, while no reducing 
reaction was detected at non-feeding period. 
Moderate sensitivity was found at the period 
during which the wireworms migrated between 
The 


annual changes in sensitivity are in accord with 


surface and deeper layers of top soil. 


those in depth of creep in soil (Yosuipa, 1951). 

3. The reducing layers were found to be 
sensitive during the short periods from late in 
March to middle in May and from middle in 
September to late in October. 

4. The reducing layers were insensitive when 
the wireworm crept in deeper layer of top soil 
for hibernation or estivation. This insensitivity 
was found to be due to non-reducing substances 
covering the reducing layers. 


5. The non-reducing substances were soluble 


in acid solution. The sensitivity of the feeding 
wireworms was not lost by the pre-treatment 
with hot water or potassium cyanide solution. 
The non-reducing substances of the dormant 
wireworms could be removed very quickly by 
the treatment with acid solution when the 
wireworms had been treated with hot water. 

6. The wireworms collected from deeper layer 
of top soil in November were cultured at various 
temperatures, and estimations were made on the 
days needed for the reducing layers to become 
sensitive. The sensitivity became apparent on the 
50th dare at 25°C and 30°C, but never atelb-G 
and 20°C. ie 

7. In the case of Agrypnus binodulus, in which 
body water was known to be lost more quickly, 
the area of the reducing layers was large and 
their sensitivity was high as compared with 
Melanotus caudex. 

8. The sensitivity of the reducing layers was 
highest in Agrypnus binodulus and wireworms 
living in decayed woods such as Alaus berus 


and Ampedus hypogastricus, was moderate in 


Melanotus caudex and M. senilis which often 
caused great damage in upland farm, and was 
relatively low in Melanotus legatus and M. cete 
which were found in the soil liable to dry such 
,as field 


garden. 


in mountainous region and nursery 
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高橋 史 樹 ・ 藤 本 薇 明 ・ 町 田 明 哲 ・ 川 原 幸 夫 ・ 
WAR - RBA EAR RH 
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| CAR DARI ED 5 eed O—F HLL LC, 
ん 虫 が どの よう な 温度 を 選好 する か を 実験 的 に 調べ , 
きれ と その 生島 場所 選択 性 と の 関係 を 求め よう と し た 報 
害 が いく つか み ら れ る (福島 , 1953; Granam, 1958; 
FES, 1949; Omorr, 1941), この よう な 研究 を する た 
め に は , 多く の 場合 いちい ろ な 温度 傾斜 を も っ た 装置 を 
AVC, 実験 的 に その こん 虫 の ある 温度 へ の 集合 性 を 調 
べ て いる 。 し か し こと の 方 面 の 研究 は あま り 活 発 と は いえ 
導い 。 そ の 原因 は この 実 険 を する た め の 装 置 の 改良 が 遅 
MCWSTEL, その 実 険 に よっ て 得 ど れる 結果 の 分 本 
の 困難 さ , お よび その 結果 と その こん 貝 の 生態 と の 関連 
葵 の 解釈 の 複雑 さと に よる も の と 思わ れる 。 筆者 あら は こと の 
方 面 の 研究 を 進め る に あたっ て , 実験 装置 の 改良 試作 に 
庶 幼 し た の で ここ と に 報告 する と と も ゃ に, この 方 面 の 研究 
の 一 助 と な る と と も 期待 する 。 

詳 の 薬 置 の 試作 に あたり , いろ いろ ど ご 便宜 を 計っ て い 
訂 だ いた 当 研 究 室 内 田 俊 郎 教授 こ に 感謝 の 意 を 表し た い 。 
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ご どん 躍 の 温度 選好 を 調べ る に あたっ て , ある 温度 傾斜 
も っ た 装置 内 に こん 虫 を 導入 し , こん 貝 自身 が どの よ 
殖 な 温度 の 場所 に 多く 集まる か に よっ て , その 温度 選好 
Be REFS. し た が っ て , ある こと だ 躍 を 想定 し て 実験 
人 狩 め よう と する 場合 に は , その と ん 貝 の 習性 , 移動 能 
温 度 傾 斜 の 度合 に 対す る 感受 性 な ど を 考慮 し て , 装 
療 の 機能 を 決定 し な けれ ば な ら な い 。 そ の た め に , いろ 
N22 の こん 中 を 対象 と し た 装置 を 作る に は , 装置 の 広 が 
と 温度 傾斜 が か な り 自 由 に 調節 で き , 結果 の 分 析 が 容 
の る よう に する こと と が 望ま し い 。 
まま で に 報告 され た 装置 は , ある 広がり を も っ た 装 
LO Ae PIMC, 他 の 一 部 を 低温 に Lt, その 間 に 温 


京都 大 学 農学 部 必 虫 学研 究 室 業 定 第 332 号 
(1959 年 7 月 20 日 受領 ) 


度 傾斜 を 作っ > て いる が , その 温度 傾斜 を 作る 機構 は 大 別 
TFHEERODE DICH ais 

1. 実験 装置 の 周囲 を 空気 また は 水 で 包ん で その 一 端 
EAL, 他 端 を 冷却 し , RE 5 hee 
RE a a a alba tg Yad, 26 こ 温度 
(AR brett, 装置 の 内 部 に 温度 傾斜 を 作る よう に し た 
も の で , Grossman (1929) の 装置 な ど に み ら れ る 。 YA 
度 の 傾斜 は 対流 の 量 を 加減 する こと に よっ て 調節 する 。 
と の よう な 宰 気 の 対流 現象 は , ai 
も み ら れ る か ら , その 上 部 と 下部 と で 温度 の 異な る 
は し ば し ば 観察 され て いる (Dear, 1941), eae 
AND 対流 を 利用 し た も の も み ら れ る (福島 , 1953; 
ZWOLFER, 1932)。 

2. 実験 装置 の 周囲 を パイ プ で 巻い て その 中 に 熱 水 を 
WL, それ が 高温 部 か ら 低 温 部 に 流れ る に し た が っ て 自 
然 に 冷却 され て 室温 に 近づく よう に 考案 し , その 温度 の 
傾斜 に よっ て 装置 の 内 部 の 温度 に 傾斜 を も た す よ うに し 
た 装置 で , WirLrams の 装置 (DgAr,1941) に み ら れ る 
方 法 で ある 。 温度 傾斜 は その パイ ィ イプ の 巻き 方 の 粗 密 に よ 
っ て 調節 で きる と 思わ れる 。 

3. 装置 を 金属 板 ま た は 金属 と い Gi) CHD, その 
一 端 を 熱し , Laie その 間 の 温度 分 布 は も っ ぱ 
ら 金 属 板 の 熱 伝導 に こと の 方 法 に よる 装置 
が 一 番 普 通 に 用 い られ て いる (DrAar,1941; Granam, 
1958; GUNN, 1934; inten. 1958; Omori, 1941), 

と の 場合 その 装置 の 温度 傾斜 は 第 1 図 A・B お よび 第 
2 図 C に 示す よう な 曲線 状 と な っ て いる 。 すなわち tn 
熱 あ る い は 冷却 し た 部 位 に 近い 部 分 の 温度 領 斜 は 急 で , 
室温 と 近い 温度 の 部 分 は 傾斜 が ゆる や か で ある 。 こ れ は 
と れ ら の 装置 が 金属 板 の 熱 の 伝導 の み を 利用 し た も の で 
あぁ ある 以上 は 避け を な い 。 し か し 実験 結果 を 整理 する に 
は この 温度 傾斜 は な る べく 単純 な 形 を と る こと が 好ま し 
く , 直線 的 な 変化 が 一 番 望ま し い 。 こ と ここ で 難 源 と 冷却 源 
と の 間隔 を せ ば め て ゆく と , 第 2 図 D・E の よう な 温度 傾 
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y= 29(0.62)* 


y= 29(0.62)*=16(0.62) 


温 
度 
a | 
-10 0 温 3 | 
0 5 10 15 20 RE BS y= 29(0.62)"16(0.62) | 
f& き ets | eee 1 
MIM Boewd 47 (8 1.6cm, Ba 0.1 oo 
cm, #S 90cm) の 一 端 を 熱し た 場合 (A), GC 
ある い は 冷却 し た 場合 (B) の 温度 傾斜 =" 
AGH SBA RA 6 DEBBE 2 ANT (1 単位 =4.5 


te e = x 5-x 
cm), B の 場合 は 20 が 冷 点 。 趣 縦 軸 は 3 室 y = 29(0.62) —16(0.62) 


la (点線 ) と の 温度 差 を 示す 。 
倖 を 示す よう に な る 。 これ ら の 温度 傾斜 の 形 は 第 1 図 
A・B の 実験 條 に よっ て 求め られ た 実験 式 を 合成 する こ 


と に よっ て 得 ら れ た 曲線 と よく 一 致す る こと が わか る = 

Bic E Case 曲線 は か な り 直 線 に 近い 形 と な っ て い mS J 
て , 目的 と する 温度 傾斜 に 近い も の と な っ て いる 。 こ と の SN ER Se ee 
と き 第 1 図 A・B の 温度 傾斜 を 非常 に ある や か な も の に EE で weenie. 
・ す る な ら ば , 熱源 と 冷却 源 と の 間隔 を せ ば め な く て も 全 oO ce ck (BE). sinpe eae 
体 の 温度 傾斜 が 直線 に 近い も の に な る こと と が 推定 され 図 A お よび BB に 示し た 実験 を 合成 し て 計算 
る gg し た が っ て 比較 的 体 の 大 きい こん 皿 や , 行動 能力 の SO 
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大 きい こん 虫 を 用 いる に 足る だ け は 
の 大 きい 装置 を 作る に は , CO 
BAR 2 DS < SSK IRAE 
議 じ な けれ ば な ら な い 。 こ の 要求 
は 鷹 の 伝導 体 と し て 用 いる 金属 板 
こ 熱 伝導 係数 の 大 きい も の を 選ぶ 
CE, 金属 板 の 断 面積 を 大 きく 
する ご と に よっ て ある 程度 解決 さ 第 4 図 Rf OR HK 


れる 。 すなわち 銅 (Gunn, 1934) 左 図 は 長期 観察 の 場合 に 大 き な 氷 塊 を 用 いる た め 了 氷室 を 付加 し た も の を 示す 。 


や 真 ち ゅ う (Dear, 1941) や アル ミニ ウム (GramaAm, 中 に 更に ボー ル 紙 の 箱 を 入れ た 。』 ま た 装置 全体 を 保温 用 
1958) の 厚い 板 を 用 いた 装置 が み ら れ る 。 し か し あま うり テッ クス を 用 いて 易 


義 置 が 大 きく な いと き に は 十分 な 結果 を うる と と が で き 3. こん 虫 を 入れ る 容器 内 の 温度 の ふれ を 少な くす る 

る が , 大 きい 装置 を 要する と き に は 重量 や 価格 の 点 で 難 た め ! 

REDS q が 望ま し い の で で 説明 し た パイ プ 内 
これら の 方 法 に よ — は 外界 の 温度 の 変化 に よ に 水 を 満た す よ うに 設計 する こと に よっ て その 効果 を 利 

ラ て 内 部 の 温度 が 影響 を 受け や すい の で , MACHER 用 し た 。 

を 包ん で 外界 の 影響 を 受け な いよ うな 工夫 が な され て い 

る (Dear, 1941; ae 1934) 。 更 に 注意 すべ きこ と と 4 

VE, 装置 の 各部 位 に FSO RECS SID bt 


で 囲む こと 


= 1 


> 


くす る こと れ が あま り メ i, 上 述 の よう な 改良 案 に よっ て 設計 し (第 3 図 ), 試作 し 
る こと で ある 。 こ の ふれ が あま り 大 きい と , BBO yee da oa iw eae BAe ae 
Ski NR SIO 381 (第 4 図 ) の 温度 分 布 と その 温度 の ぁ れ の 状態 を 


FRE O {E の “ta AED SIviT Ee ; " oH, wee 
aie OB AD & O iid Pay ok Siena: 第 5 図 に 示し た 。 こ と これら の 値 は 約 20 分 間隔 応 行 な っ た 
ee Oe OS SOMERS 

は 特に 注意 を 要 <3 iz (Be CH AD, あま VE & Z la, aS rab 


が な いい よう で ある 。 


10 回 の ; pice mane? うい て いる 。 た だ し この 測定 は F 
FIT RAY EV BEAR 


が 得 ら れる よう に な る —_ 回 に わた っ て ニク ロム 線 の 


3 配分 を 調節 し た の ち に 行なっ た 。 得 られ た 測定 結果 は , 
目的 と する 直線 状 の 温度 傾斜 と , 比較 的 少な い 温 度 の ふ を 
4 


Pees 
Z 


れ を 示し , 一 応 の 目的 は 達せ られ た 。 し か し 高温 部 の 温 


で 試作 し た 装置 の 主要 な 点 は , 1. 前 述 の 2 OF 
RE SRPIELE TECHS, FE 
ね わ ち こん 忠 を 収容 Se の 銅板 に 接し て 真 ち ゅ 
ラ パ イ プ を 低温 部 か ら 高 温 部 に 通し , 氷室 に 入れ た 水 が 
深 解 し で 生じ た 冷水 が 徐々 た その パイ プ を 通っ て 高温 部 
流 われ て 行く まう に し じ し た (第 3 図 )。 こ の 装置 で は 水流 は 
高温 部 で 終わ ちっ て いる が , 高温 部 に 達し た 水 (この 時 に 
は すでに 温水 と な っ て いる ) を 更に 別 の パイ プ で 低温 部 
RL, そこ で 排水 すれ ば 一 番 良 いと 思わ れる 。 こ の 装 
EN 
EOP RABE CS SE , Saw CORE BSA 
@PSZCMPICL Ko 

2. ele 容器 の 底面 お よび 側面 だ け で な 
次 その 空間 全体 を 望む 温度 に 保つ た め に は , 金属 板 の 
a cen: POL NEAR 5 FAA OMREROMTE DH 


(dS) Bt 


お よび 対流 を 利用 し た 。 その 理由 は 前 進 の よう うに 装置 の it 20 分 ど と に 行なっ た 10 ORES 
容 属 板 に 接する 部 位 と その 上 の 空間 と で , 温度 に 大 き な 均 値 を 示し , それ に 付け らち れ た 縦 線 は 測定 


a Ge es SE 4 7 EE SF 3 > 
差 が み ら れ る か ら で あ る 。 し た が っ て , em Oe BO Jee es IR (EE OAR AN 
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PERILS SIC MIMO MMM BIC Ko CHRIS 
る と と も に ニク ロム 線 の 配分 を 調節 する 必要 が ある と 中 
われ る 。 し か し 低温 部 より 高温 部 へ 達し た 水 を 再び 低温 
部 へ 向け は て 循環 する よう に 設計 する な ら ば , 前 述 の 理由 
に よっ て この 調節 は 簡 単 に な る も の と 思わ れる 。 

と ん 虫 の 行動 力 の 少な いも の に つい て 実験 する 【 

こと ん 虫 を 収容 する ボー ル 箱 の 長 さ を 短く し て 装置 内 の 適 
当 の 場所 に 置け ば よい 。 ま た その ボー ル 箱 の 中 を 適当 に 
くぎ っ て 用 いれ ば Zworrer の いわ ゆる 橋 型 恒温 器 と し 
て 利用 する こと も 可能 で あろ う 。 


要 約 


と ん 忠 の 温度 選好 の 実験 装置 を 改良 試作 し た 。 義 置 は 
水流 循環 法 に よっ て , 低温 部 か ら 高温 部 へ か け て の 温度 
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傾斜 の 直線 性 と , 装置 内 の 各部 位 の 温度 の を れ を ご どく 少 
ER OO 
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Summary 


An Apparatus for Testing the Thermopreference of Insect 


By Fumiki Taxauasu1, Keimei Fujimoto, Akisato Macuipa, Sachio KAWAHARA, 


Hiromitsu Kariya, Nobuhiko H6xy6 and Eiji Kuno 


Entomological Laboratory, College of Agriculture, Kyoto University, Kyoto 


Constructions of the apparatus used in some 
studies were reviewed and an improved apparatus 
-was constructed for testing the thermopreference 
of insect which has comparatively large body 
size and high ability of movement (Figs. 3 and 
4). 

The apparatus has a large box of insect con- 
tainer (Fig. 3A) which contacts with some brass 
pipes (B); one end of it is heated by electric 
coils (C) with bimetal thermostat (D), 


another end is cooled with iced water (E). 


while 
The 
water melted from ice in the ice box (E) runs 
in the pipes (B) from cooled end towards the 


hot end and then drains out (F). By setting up 


a watertank (G) with a ventilation pipe (H), the 
brass pipes (B) are filled up with water which 
is effective to stabilize the temperature in the 
insect container. Better result should be obtainable 
when water stream came round from cool end 
to hot end and then returned back. Instead of 
making returned stream, some parts of the coils 
for heating (C) were stretched at the middle 
portion of the apparatus. 

As shown in Fig. 5, the temperature gradient 
in this apparatus was nearly linear and the 
temperature at each point was maintained nearly 


constant for a long time. 


イネ カラ バエ に お ける 地方 的 系 統 に 関す る 研究 (1! 


田村 市 太郎 ・ 岩 田 俊一 ・ 


Fe BF BE — 


WPA AG Be We Se RS a EES Se 


一 般 に イネ カラ バエ は 東北 地方 以 北 で は 年 2 回, それ 
以 南 で は 年 3 回 発生 する 。 し か し また , 岡本 (1956) る 
報告 し て で いる よう に 同じ.3 化 地 帯 に お いて も 南 へ 行く 
ほど 第 2 化 期 の 産卵 時 期 が 遅れ る 傾向 が あぁ る ほか , 2 化 
季 帯 内 で る 北海 道 に お いて は 夏 世 代 の 幼虫 期間 が 秋田 県 
大 曲 地方 に だ ける より 短い 。 

COLI, イネ カラ バエ の 発生 時 期 は 地方 に よっ て 
か な り の BRE 示す が , この 原因 に つい て は 最近 まで 
明確 な 考察 が 行 な あ れ て いな か っ た 。 わずか に 平尾 ら 
(1955) ASA HED 2 化 地帯 と 3 化 地帯 の 境界 を 論じ た な か 
で , 平均 気温 や ゃ 雨 温 図 な ど だ け で は 境界 線 を 明確 に 説明 
する こと こと が で き な い の で , 本 種 の 発育 と 温度 と の 関係 に 
つい て の 究明 が 必要 で あぁ る と し て いる だ け で あっ た 。 

筆者 ら は 1956 年 秋 よ り 翌 年 春 に か け て , 産地 の 異な 

© イネ カラ バエ に つい て 予備 実験 を 行ない ;, 三 , 三 の 興 
ある 事実 を 知る と と が で きた 。 すなわち , 大曲 産 お よ 
が 高田 産 越冬 幼虫 を 寄主 植物 と と も に 加 温 する と , 前 者 
の 発育 は 後者 より 著しく お そく , また 寄主 植物 の 異な る 
以外 は すべ て 同一 環境 条件 下 に お いた 両 地産 の 第 1 化 期 
成虫 羽化 時 期 も , 前 者 は 後者 より 著しく 遅れ た 。 そ の 他 
越冬 世代 虫 の よう CD 期間 は 高田 産 の ほう が 大 曲 産 よ 
りゃ も 短い こと や , 大 曲 産 の 第 1 化 期 幼 虫 は 高田 で 飼育 し 
も 7 寄主 船 の 幼穂 を 摂 食 し た の ち 9 月 に な っ て 初め て 
Wks Sie EOMKEMY AK, 

TCM 1957 年 秋 に は 2 化 地 帯 , 3 化 地帯 お よび 2- 
3 化 混 発 地帯 の うち か ら 数 地点 を 選び , その 地 の 越 冬 幼 
下 を 寄主 植物 と と も に 高田 へ 移し , 本 種 の 発育 に 関す る 
講 実 験 を 行なっ た 。 そ の 結果 , 産地 を 異 た に する イネ カラ 
RIO bic, 発育 に 関す る 著しい 相 異 を 示し , た が 
ひい に 別個 の 生態 的 系 統 と みな すべ きも の の ある こと を 確 
認 し た 。 こ れ は 本 種 の 発生 時 期 の 地方 的 変異 を 支配 する 
店 要 な 要因 で ある と 信ずる 。 

と こと ろ が , 平尾 も 本 種 の 2 化 地 帯 で ある 大 曲 に お いて 
筆者 ら と 同様 な 研究 を 行なっ た (平尾 ,1959) FORK 
は 大 網 に お いて は 筆者 あら の も の と 同様 で ある が , 筆者 ら 


の ほう が 多少 手 広 い 実験 を 行なっ た し , 3 化 地帯 で 行 な 
っ た と いう 特徴 も あり , また 両者 の 結果 が 一 致す れ ば , 
その 結 諭 は さら に 確 固 た る も の に な る と 考え , 1958 年 ま 
で に 得 ら れ た 成績 を ここ に 報告 する 。 

供 試 し た 各地 産 越冬 幼虫 の 送付 な ら び に 現地 に お ける 
材料 採取 に あたっ て は , 東北 農 試 湖山 利 篤 博士 お よび 平 
尾 重 太郎 ・ 堀 口 治夫 両 技官 , な ら び に 新潟 県 農 試 上 田 勇 
五 技師 , 新潟 県 病害 虫 観察 員 中 臣 康 範 , 山口 隆次 両 技師 
か ら 一 方 な ら ぬ で ど 援 助 を 受け た 。 こ の 機会 と 特記 し て 邦 
く お 礼 申し 上 げ る 。 


| 供 試 下 の 産地 お よび その 越冬 寄主 植物 


PAPO PENIS, 秋田 県 大 曲 市 , 新潟 県 村上 市 , 同 東 
蒲原 郡 鹿 瀬 町 , 同 東 頸城 郡 松代 町 , 同 高 田 市 お よび 神奈 
川 県 秦野 市 で ある 。 

こと これら の うち , 大 曲 は 2 化 地 帯 , BH, 高田 は 3 化 地 
帯 に 属す る が , HLELOBMSHBRRABICH IT 
山形 県 お よび 福島 県 に 近く , 2,3 化 両 地帯 の 境界 地帯 , 
いね お ゆる 2, 3 化 混 発 地帯 に 属す る 。 ま た 松代 は 平尾 ら 
(1955) に よれ ば 3 化 地 帯 に は いっ て いる が , 高田 市 の 
東方 約 30 km の 低 山 間 地 に あっ て 人 冬季 の 積雪 多く , イ 
ネ カ ラ バエ の 発生 時 期 は まだ 明確 に され て いな い 地 点 で 
ある 。 

fim BORAT MIs, BPEL ARALS TF ORVBE 
CARAS HARES, BBHMAZALIFVRIVBLOS 
RAK, COPOEWOADIITNAT RAR CH KS 

と これら の うち 高田 以外 は 1957 年 11 月 に その 越冬 植 
物 ご と 所 り 取 っ て 高田 へ 運び , それ を 鉢植 また は 野外 に 
直接 に 移植 し , 高田 産 の も の も 同様 11 月 に 鉢 に 移植 し 
て お き , 人 冬期 間 の 実験 に は これ ら を 適宜 積雪 下 か ら 掘 り 
出し て 供 試し , その 他 の 寄主 植物 は 翌 春 成虫 羽化 まで そ を 
の まま に 保っ た 。 


I wi FR 
1. 各地 産 越冬 虫 の 春季 に お ける 発育 の 比較 4 月 11 


ヤオ イネ カラ バエ デ の 発生 に 関す る 生態 学 的 研究 BAR 本 報 の 要旨 は 昭和 34 年 度 応 動 尾 大 会 に お いて 報告 し た 。 


(1959 年 9 月 2 日 受領 ) 
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BH, 28, 5 月 1 目 お よび 12 日 に , 前 記 各 地産 越冬 植 


物 を 切り 開い て イネ カラ バエ の 発育 状況 を 調 


の 結果 は 第 1 表 の と お り で ある 。 


RR 


第 1 表 各地 産 越冬 虫 の 春季 に お ける 発育 比較 


Buy 


も すみ や か で , 秦野 産 が これ に つぎ, 松代 産 の 中 に は 一 

部 早い 個体 も 含ま れ て いる よう に 思わ れる が , 全体 どじ 
て は 松代 , ALE, KS 地産 の 幼虫 発育 は は る か に お そ ぞ 

いこ と . と が わか る 。 

2. 第 1 化 期 成虫 羽化 時 期 の 比較 次 に 各 産 地 の 越 冬 


FE Bm mrt WE HE 3-H Hop BOB 1 化 期 成虫 羽化 状況 を 図示 すれ ば 第 1 
I 図 の と お り に な り , また 羽化 個体 数 が 50% を 越し た 調 
4 月 11 日 a 3 a 査 日 を 示す と 第 2 表 の と お り で ある 。 
a 
Saale ee 41 0 第 2 表 各地 産 策 1 化 期 成虫 の 羽化 数 が 50% を 
A Seti 704 S4GRE 越し た 日 (2 BAAD) 
| 
4 月 25 日 2 eee) 1 4 9 2 | ] | 
Sb > | Sot comm WY Zh 50% 羽 化 終了 日 H Hh 50% 羽 化 終了 日 
a ig & 0 14 1 0 0 
: 4 | 2 | «e)] 68 34 
SAlgl | 4% 5 # | 5 & 30 Fe gO ep a7 eae 
Siva 24 43 鹿 瀬 Sayles aloes as 6 Sahil 
sHiza| 3, & | 12 34 これ ら の 結果 か ら も わか る よう に , 高田 産 の 羽化 時 期 
RS | IEHLORMWO LOL NBL BY, CHICO CORRE 
な あちら これ よれ ば 4 月 11 目 に は 高 国産 の る の 産 で , eu, 松代 , AER, WEEE LEV ICES << RSE 
C, AHH NE 


は 大 部 分 が すでに 3 令 と な っ て いる の に 対し て 
で , 3 令 虫 は な られ な い 。 


ei 


また 4 月 25 日 に は 高田 産 の も の に は か な り の さなぎ が 
な られ た けれ と 秦野 産 幼 忠 の 発育 は これ より も 遅れ 


松代 前 村 正 大曲 産 の 発育 な 更に と 遅れ て いる 


So 5 月 1 目 と 12 日 の 結果 る も 上記 の こと と を 強 


すぎ な い 。 


第 1 図 各 産 地 第 1 化 期 成虫 の 高田 に お ける 


Hit, 秦野 お よび 高田 産 の も の は 短期 間 に 斉 一 な 羽化 
を と げ る が , 松代 , HB, 村上 産 の 羽化 は 長い 期間 に ね わ 
た っ て だ ら だ ら と 続 ぐ こと が 特徴 の まう で ある 6。 

3. 越冬 幼虫 を 稲 で 飼育 し た 場合 の 発育 の 差 AMO 
は 寄主 植物 の 種類 お よび その 状態 に よっ て も 異な る 
と が わか っ て いる 。 し た が っ て , MAWBORBAICH 
る 地方 前 差異 が 寄主 植物 の 相 異 に 影響 きれ で いる か どき 
か を 知る た め に , 産地 を 異 に する 越冬 幼虫 を 若 稲 で 偏 
LUE VILMES TELE. ThhHb, LAME 


= 


ら 13 朋 に わた っ て , BH, 秦野 , AL, 大曲 春 地産 
1 令 越 冬 幼虫 を 寄主 植物 か ら 取 り 出 し , Chbe 12 F 
23 日 に 種まき し , 温室 内 で 栽培 し た 上 農林 16 号 に 接種 
し , 引き 続き 温室 内 で 飼育 し た 8。 

温室 と は いえ , 実験 期間 中 の 温度 は 水 稀 の 生育 に は な 
お 十分 で な く 二葉 の 展 開き 平均 2 週間 近 き を 要 上 方 の 
で , TARO? 18D RE 
FEO BUR SN ic k AMORE L lhtr7e 0 Bre SHA 
BULK 

各地 産 と も 約 20 頭 の 幼虫 を 供 試 し た が , 接種 操作 で 
欠陥 が あっ た た めか , 歩 止 まり の 悪い も の が あり , Hie 
村上 産 の も の は よう GH) 化 直 前 の 幼 忠 採取 時 に そ 札 を 
傷つけ 死亡 きせ て し まっ た た め ぬ 2 頭 の 羽化 成 目 を 得 だ な だ 
に すぎ な か っ た 。 幼虫 接種 後 成虫 羽化 まで に 要 し た 旧 数 
は 第 2 図 の と お り で , 高田 産 の 成虫 羽化 は 最も 早く か うろ 
斉一 で , 秦野 産 が それ に つぎ , 大 曲 , 村上 両 地産 は 羽化 
まで に 最も 長い 目 数 を 要 し た @ と が ね わか る 8 


eal il ie eile 


© le et ee ee Jae ee 


1959 "年 12 月 


eR (LR CO A BK 


第 2 図 SPS hee eR CMT US 
の 羽化 まで の 日 数 


この 事実 と によって, 同一 品種 の 水稲 を 寄主 植物 と し て 


HEL CS, 越冬 幼虫 の 発育 未 度 は 前 項 の 第 1 化 期 成 中 


x 


a 
5 
4 


+ 
“ 
z 
“ 
= 
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羽化 時 期 の 早晩 と 同 順 で ある と と が わか る 。 し た が っ て 


有人 各地 産 イ ネ カ ラ バエ 第 1 化 期 成 虫 羽化 時 期 の 早晩 を 起こ 


す 和 主因 は 寄主 植物 の 相 異 で は な いこ と こと が わか る 。 

4. 各地 産 越冬 世代 さなぎ の よう 期間 の 差 以上 
放 き よっ て 幼虫 の 発育 速度 に は 地方 的 差異 の あぁ る こと と が ゎ わ 
か っ た が , HRRLMUVSHE CIES CHADD, F 
有 借 実 険 で は 高田 産 と 大 曲 産 の 越冬 さなぎ の 聞 で よう 期間 
謀 に 差 が み ら れ た が , 更に 地点 数 を 増し て 実験 を 行なっ 
ko すなわち らち, AH, BE, 鹿 瀬 』 NL, 大 曲 産 越冬 幼 


EA) 


ZEvDIL, 
SMB Eo CTNS 25°C の 定 温 器 


と これ ら を シャ ー レ に 移し て 室内 に 置き , 毎日 
に 入れ , 個 


有価 別 に よう 化 日 より 羽化 日 まで の 日 数 すなわち よう 期間 
RRL io TOG RII 3 表 の と お り で ある 。 


きれ に よれ ば , 雌雄 間 で は よう 期間 の 差 は ほとん ど な 
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12~12.5 日 で あっ て , 第 1 化 期 成虫 羽化 時 期 の 早晩 と 
平行 的 な 順序 を 示し て いる こと と が 注目 され る 。 た だ し , 
Haiti, 村上 両 地 産 の も の は 2, 3 化 境界 地帯 に 属す + る た 
め , 老 熟 幼虫 の 採集 時 期 に よっ て よう 期間 を 多少 異 に す 
る 個体 も 含ま れる とこ と が 考え られ る の で , と これ ら に つい 
て は 更 た 検討 の 余地 が 残さ れ て いる 。 

5. 各地 産 第 1 化 期 幼虫 期間 の 差 第 2 項 に 記し た 各 
地産 イネ カラ バエ の 第 1 化 期 成虫 を 交尾 させ , TOM 
Pah (1957) の 方 法 で ふ化 させ , これ ら の ふ化 幼虫 を 
6 月 3 日 より 約 10 日 間 に わ た っ て 鉢植 に し た 4~5 薬 
期 の 水稲 農林 8 号 の 若 稲 に 接種 し た 。 接 種 の 終わ っ た 稲 
は ガラ ス 室 内 に 収容 し , 野外 の イネ カラ パ エ に よろ る 自然 
産卵 を 防い だ 。 し た が っ て 実験 期間 中 の 温度 は 個体 に よ 
り 多 少 の 差異 は あり, また その 間 い くら か 高温 と 過ぎ る 
期間 も あっ た 。 

よう 化 個体 の 調査 は 若干 の 例外 を 除け ば 毎日 行ない , 

葉 輌 裏側 を 綿密 に 調べ て さなぎ を と り 出 し , 各 幼 虫 の 幼 
虫 期間 を 記録 し た 。 こ れ ら の 幼虫 期間 を 3 日 ご と の 階級 
に 分 け て 表示 すれ ば 第 4 表 の と お り 

これら に よる と 高田 産 の 幼虫 期間 が 最も 短く ), し か も 
JER ICA, ゃ 化 後 30 日 まで に 全 個 体 が ょ う 化 し て 
いる 。 ま た 被害 葉 の 調査 と よれ ば , WEL HHI 2 ~ 
4 枚 で あっ た 。 し か し 同じ 3 化 地帯 に 属す る 秦野 産 の 幼 
虫 期間 は それ より は る か に 変動 が 大 きく , 20 日 か ら 50 
日 に わた り , 出現 し た 傷 葉 数 も 3 ~6 枚 で あぁ っ た 。 

大 曲 産 の も の に は 初期 に 出現 する 4~5 枚 の 被害 葉 の 
食 こ ん は 非常 に 小さ く , 秦野 や 高田 産 ら の も の と 著しく 
趣 を 異 た し , 50 日 後 ま で に よう 化し た 個体 は 1 頭 も み 


a 
CIE Do 


られ な か っ た 。 8 月 1 日 (を 化 後 約 50 日 ) に は 7 枚 目 の 
傷 葉 が 展開 し て いる も の が 多かっ た が な が, それ ら の うち 4 


茎 を 切開 し て 幼虫 の 発育 を 観察 し た と ころ , いずれ る 2 


WEKICH SAD, 産地 別に みる と 高田 産 の よう 期間 は 約 令 で あっ た 。 また それ ら の うち 1 茎 は 7 枚 目 の 傷 葉 が 不 
208, RRASW1L A, 大 曲 , 村上 お よび 鹿 瀬 産 が 約 完全 と は いえ , 3 化 地 帯 の 1 化 期 に み ら れ る よう な 並列 
BSH 越冬 世代 さなぎ の よう 期間 に お ける 地方 的 差異 (25°C) 
産地 x a oo 瀬 ist ib 大 曲 
2 8 Bil rvs at Seda eens! og Vg ear Sirorl lies ght gay Rae 

8 ga 1 | 
ae irae oc eee is | 
bie | 10. | 5 2 PAPA iie a sida 4 428 | 
ers 3 8 2 2 4 | 1 3 4 
as 42 hi G1) 8 a Se ane ee ee ee eee 
mo) 13 | 2 2 7 a ae eg 3 5 2 8 10 
BO} 14 | 1 | 1 1 1 1 
| | | 
_ #% (日 ) | 11.2 11.0 11.2/10.0 9.8 9.9/12.8 12.6 12.7|12.5 12.6 12.6| 12.1 12.3 12.2 
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第 4 表 BHA 1 Oe 
(ft 高田 ? メ x 大 曲 8 OMe tie Res O Bh os MTA) 


— EE Hl 高田 ? 
3 秦野 高田 松代 鹿 瀬 大 曲 x 
期間 (日 ) ーー Ath 8 
Peo 0 27 6 0 
feo ids ea LES 0 
21~23 5 pee: 2 
24~ 26 8 1 
27~29 ee site ae 2 
Soe oe at 2 
33035, | 5 ee 2 
36~38 1 ‘ean 2 
39~41 1 14-60 0 
4a~44 | 3 2 0 2 
a | 2 oO 0 
48-50 | 1 iv pd 0 
51 以 上 0 mG GG Re 


BELT A GE) を 出現 させ て いた 。 次 に , 8 月 7 日 に 更 
に 8 茎 の 被害 茎 に つい て 調査 を 行なっ た と ころ , 6 EI 
は 幼虫 が 存在 せ ず , 1 茎 に は 死亡 し た 3 令 幼 虫 を み 残 
り の 1 茎 に は 3 令 初 期 の 幼虫 が 発見 され た 。 そ を の 後に お 
ける 被害 茎 の 観察 で は , 第 12~14 葉 目 あたり で 食 こ ん 
DX, 細 下 の 死亡 し た こと を 示 じ て いる も の が か が 多く; 
ょ うぅ う 化 で きた も の は わずか に 7 頭 に すぎ な か っ た 。 こ ね れ 
ら の うち 2 頭 は 前 記 8 月 1 日 に 取り 出し た 2 令 幼 虫 を 分 
すっ &) 茸 に 再 接 種 し た も の が 葉 だ け を 食べ て よう 化 
し た も の で あり , 他 の 1 頭 は 止め 葉 よ り 下 へ 数 えて 第 3 
工 ま で を 食害 し て よう 化し , 他 は 幼穂 を 食べ て よう 化し 
た 。 葉 だ け を 食べ て よう 化し た 個体 は 合計 9~10 LOG 
華 を 出現 させ た が ,』 こと これ ら の 食 と こん は 下位 葉 か ら 上 方 に 
順次 大 きく な り , 最後 の 1~2 枚 に は 並列 裂孔 こん を 出 
現さ きせ た 8 

松代 と 鹿 瀬 産 の も の は 最も 早い も の は 高田 産 と 同 程度 
ぞ で 特に 松代 産 で は 高田 産 も 見 られ な い ほ ど 早 く よ う 
化し た 個体 も あっ た が , 両者 と も よう 化 は 非常 に 不 斉 一 
で 50 日 た っ て も まだ よう 化 じ な いも の も 多かっ た 。 
な お , 幼虫 期間 の 短い 個体 の 傷 工 の 様相 は 高田 産 の も の 
と 全く 同様 で あっ た が , 幼虫 期間 の 長い も の の 中 に は 大 
曲 産 の も の と 全く 同じ 様相 を 呈 する も の も あっ た 。 B 
に , 幼虫 期間 が 両者 の 中 間 に ぁ る も の は 傷 葉 の 様相 も ま 
た 種々 な 中 間 程 度 を 時 し , 6 ~7 枚 の 傷 葉 を 出現 し た 攻 
で も 最後 の 1~ 2 枚 に は 並列 烈 孔 こん が 出現 し て いた 。 
以上 の よう に , 第 1 化 期 幼 忠 期 間 に も 産地 に よっ て 著 
し い 差 が あぁ っ て , その 序列 の 傾向 は 前 記 越 冬 世 代 虫 の 発 
育 と 同 傾 向 を た どる こと が うか が われ る 。 

6. 高田 へ 移し て か ら 3 年 目 の 大 曲 産 越冬 虫 の 発育 
次 に 以上 の よう な 発育 に 関す る 地方 的 差異 は 環境 を 変え 
る こと に よっ て で 容易 に 動か し レ う る も の で ある な か, それ と 
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も 導 伝 的 に か な り 安 定 し た も の で ある か と いう とこ と が 問 
題 と な る ろう 。 と の 点 に 関す る 判定 資料 を 与え る も の と し 
て , 1956 年 秋 に 高田 へ 移し , 翌年 夏 を 高田 で 過ごし た 大 
曲 産 イ ネ カ ラ バエ の 1958 年 第 1 化 期 成虫 (すなわち 場 
AREA TCI 代目 ) の 羽化 時 期 を 示す と 第 1 図 に 付加 し 
た と お り で ある 。 

と れ に よる と 大 曲 産 3 年 目 の 虫 の 羽化 消長 は 同 地 産 初 
代目 の それ と よく 似 て お り , 高田 産 の 羽化 時 期 と は 明 ら 
か に 異な る と こと が わか る 。 こ の 事実 を 基礎 に し て 考察 す 
れ ば , 発育 の 地方 釣 な 差異 は この 程度 の 短期 間 で は 環境 
に 影 頃 され な いこ と と が わか り , 遺伝 的 に も か な り 安 定 し レ 
た も の の よう に 考え られ る 。 

7. 高田 産 と 大 曲 産 の 交雑 幼虫 の 発育 どの ぷよ うに に 産 
地 に よる 発育 の 差 が 遺伝 骸 に 安定 し た も の で ある と すね れ 
ば ば, 産地 の 異な る イネ カラ バエ を 交配 きせ た 場合 次 世 
代 幼 下 の 発育 は どう な る で あろ うか ee こと この こと に つい で 
は 別に 改 る て 詳細 な 実験 を 行なわ ね ば な ら な い が , 高田 
疹 の 見 と 大 曲 産 の 雄 と の 変 配 に よる 次 世代 幼虫 の 幼虫 期 
間 を 示す と 第 4 表 最終 列 の と お り で ある 。 これ に よる 
と , 幼 下 期間 の 比較 的 短い 個体 か ら 51 日 以 上 を 妥 し た 
個体 まで , その 座 異 は 非常 に た 大 きい と こと が わか る 。 し か 
も それ は 松代 や 鹿 瀬 産 第 1 化 期 幼 忠 期間 の 変異 に 似 て い 
ZL5 CHS. Leo 2 16,3 (cmH AA 7S 
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EF, 以上 の 実験 結果 か ら 明 ら か に 知り うる こと は 。, 
産地 を 異 と に する イネ カラ バエ は その 越冬 世代 な ら び に 第 
1 化 期 幼虫 期 に お いて , 発育 速度 や ょ う 期 間 が 相 街 する 
も の の ある こと と で ある 。 すなわち , 幼虫 発育 速度 お よび 
よう 期間 と も に 3 化 地帯 の 北限 に 近い 高田 産 は eb 
く , それ より 南方 の 秦野 産 は や や お そい 。 ま た, 2 化 地 
葵 に 属す る 大 曲 産 は 発育 速度 が 最も お そく , 前 2 者 と は 
著しい 差 が ある 。 更 に 2 化 ・3 化 の 境界 地帯 に 属す る 村 
上 産 や 鹿 瀬 産 は 変異 が 非常 に 大 きく , 松代 産 も 同様 で , 
特に BO 発育 か ら す る と , FE, 松代 産 と も 
に , 高田 産 に 近い も の か ら 大 曲 産 に 近い も の まで が み ら 
So 

高田 , BS, 大 曲 3 地産 を 比較 する と , 前 二 者 は 比較 
的 近似 し て いる が , 大 曲 産 は 幼虫 発育 の ほか , HORE: 
様式 に お いて も 前 二 者 と 落し い 相 異 か が ある 。 そ し て この 
幼虫 発育 の 相 異 は 寄主 植物 を 同一 に し て も な お 変化 を 
+, し か も, 大 曲 産 は 高田 に お いて 3 世代 を 経過 させ で 


議 


ap 
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や な お 高田 産 と は 羽化 時 期 に 明らか な 相 異 を み , また , 
| 下 者 の 交配 に よる Fr の 幼虫 期間 は 特異 な 変動 を 示し 
| た 。 こ れ ら の 事実 を 根拠 と すれ ば , 高田 産 と 大 曲 産 の 相 

異 は 遺伝 的 な も の と 結論 し て さしつかえ な か ろう 。 平尾 

(1959) 計 も ざさ の こと と を 見いだし , イネ カラ バエ に は 2 っ 

の 生態 的 系 統 が ある の で は な か ろ る うか と いっ て いる が , 

こと れ と 筆者 ら の 成績 を あぁ わせ て 考察 する と , 3 化 地帯 の 

イネ カラ バエ と 2 化 地帯 の それ と は た が い に 異 な っ た 生 

態 的 系 統 (生態 型 で も ょ よい) に 属す る と 想定 で きる 。 し 

た が っ て , 平尾 の 報告 に よる 鳥取 産 , 筆者 あ に よ る 秦 野 

HE, 高田 産 ら の よう に 3 化 地帯 産 の も の で , 原産 地 の 自 
| PRERSE EC 3 世代 を 繰り 返す も の を か り に 3 化 性 系 統 , 
大 曲 産 に よっ て 代表 され る 2 化 地帯 産 の も の を か り に 2 

化 性 系 統 と 呼ぶ こと に する 。 

従来 , 2 化 地帯 に お ける イネ カラ バエ 幼虫 は , Mow 
放 穂 を 摂 食し な けれ ば よう 化 で き な い の で は な いか と 考え 
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5, 2, 3 化 混 発 現地 で は 2, 3 化 両 系 統 の ARAM IC 
由来 する 集団 が 生息 し て いる も の と 考え られ る 。 

この イネ カラ パ バエ に み ら れ る 2 系 統 の 関係 は BArB5Ek 
(1925) や ArBuTHNoT (1944) の 報告 し た 米国 に お け 
る アワ ノメイガ の 年 間 発 生 回 数 の 地理 的 変化 と 類似 し て 
いる が , この 例 の 化 性 の 相 異 は 休眠 性 の 相 異 で あり , ま 
た 深谷 (1948, 1949) の 見 い だ し た = ニカ メイ チュ ウ に お 
ける 2 系統 も 休眠 の 深 浅 度 が 大 き な 相 異 点 で ある 点 で イ 
ネ カ ラ パ エ と 異な る 。 

次 に , 高 田 産 と 秦野 産 に お ける 幼虫 や ょ う 期 間 の 相 異 , 
あぁ あるいは 2,3 化 移行 地帯 に 接触 する 3 化 地帯 の 五泉 産 第 
1 化 期 幼 虫 期間 が 高田 産 と 同じ で ある (田村 ら , 1959a) 
な どの 点 か ら 考 える と , 同じ 3 化 地帯 に お いて る 場所 に 
よっ て 発育 速度 に いく ら か の 遅 速 が ある よう で , 新潟 県 
で 3 化す る 地点 の も の は 南部 の も の より る 発育 が 早い の 


で は な か ろう か 。 こ と これ に 類する こと は ニカ メイ チュ ウ に 
お いて も み ら れ る と ころ で , SHS (1958) は 同じ く 西 
国 系 統 に 属す る も の で も 埼玉 産 と 福岡 産 と で は 後 休眠 勘 
間 や ゃ 発育 堆 点 に いく ら か の 相 異 が み ら れ , 前 者 の ほう が 
発育 が 早い と いう 。 

以上 の 所 論 に よっ て , イネ カラ バエ で 2 化 地帯 と 3 化 
地帯 が 存在 する の は , 本 躍 に 普通 状態 下 で 葉 を 食べ て い 
る 間 の 発育 速度 が お そく , よう 期間 も 長い 2 化 性 の 系 続 


有 られ て いた 。 し か し 本 実験 の 結果 , 大 曲 産 越冬 幼虫 は 東 
北 地方 の 栽培 品種 農林 16 号 に お いて 50 日 以上 を 要 し 
た と は いえ , 業 だ け の 摂 食 で 羽化 で きた し , また 夏 世代 
中 も 幼穂 を 食べ る こと な く 3 令 まで 発育 を と げ , 更に 一 
講 部 は 幼穂 を 食べ な いで よう 化し て いる 。 平尾 (1959) る 
| 大曲 産 幼虫 が 若 征 で よう 化 で きる 中 間 世 代 を 発見 し て い 
SDC, 両 系 統 の 本 質 的 な 相 異 は 化 性 の 相 異 で は な く , 
また よう 化 の た め に 幼穂 を 摂 食す る と こと が 必要 条件 か い 


詳 な か と いう こと で も な い 。』 その 注目 すべ き 場 面 は , 2 化 
| 性 の 系 統 の 夏 世 代 虫 は 食 藤 期 間 中 の 発育 速度 が きわ め て 
お いと いう こと で ある 0 また 一 方 その 後 の 実験 で よっ 
て , 筆者 ら は 外国 稲 の 中 に は 2 化 性 系 統 の 夏 世 代 虫 が 葉 
放 だ け の 摂 食 で よう 化 で きる 品種 も 存在 する こと を みみ てい 
る の で , 両 系 統 の 相 異 は 主として 栄養 生理 の 相 異 に 基 づ 
くく と 老 そ られ る 。 

RA (1948) は ニカ メイ チュ ウ に お いて 北日本 に 分 布 
計る 庄内 型 と 西南 日 本 に 分 布 す る 西国 型 と いう 2 つの 地 
理 的 系 統 を 区 別 し た が , 両者 の 間 に は 中 間 型 と 呼ば れる 
も ゃ の が 存在 し , 若干 の 中 間 的 段階 の も の が み ら れ る と い 
950 と ころ が イネ カラ バエ に お いて は 両 系 統 の 間 に は = 
カメ イチ ュ ウ に お ける よう な 広い 中 間 段 階 は 存在 し な い 
で ¥ES (1955) や 田村 ら (1959) の いう よう に , 
両 者 は 水平 的 に は 比較 的 幅 の 狭い 2, 3 化 混 発 地 帯 に よ 
っ て 接続 し て お り , その 地帯 の うち に は 2 化 , 3 化 両 個 
WEBLO 比率 の 整然 と し た 移行 の み ら れ る と ころ が ある 
MHS, 1959) 。 そ れ ら の 地域 で は , 本 実 険 に お ける 村 
詞 ゃ 鹿 瀬 産 の 発育 に み ら れ る よう に 変異 の 大 きい 幼虫 発 
ACTER AL, 高田 産 と 大 曲 産 の 交配 Fi の 幼虫 


と , BMC EV RACKS, か つよ う 期 間 の 短い 3 化 
性 の 系 統 が 存在 する た めで あっ て , 両 系 統 の 生息 地域 を 
分 ける 要因 が か り に 気象 条件 で あっ て も , 両者 の 発育 と 
温度 の 関係 は 異な る も の で ある た め に , 有効 積算 温度 な 
どか ら は 両 地域 の 境界 を 決定 する こと は で き な い わけ で 
ある 。 

な お , 本 種 夏 世 代 虫 の 発育 が 寄主 般 の 生育 段階 と 密接 
な 関係 を 持つ と こと と は すでに 岩田 (1959) SHEL, FB 
(1959) も 触れ る と ころ が あっ た が , この 現象 は 本 種 の 
発生 経過 の 地方 的 変動 と も 密接 な 関係 を も っ て いる 。 し 
か し これ に つい て は 他 晶 報告 する こと に し た い 。 


Vf B 

Ad, 村上 , Bi, 松代 お よび 秦野 産 イ ネ カ ラ バエ の 
越冬 幼虫 を 高田 に 移し て 飼育 し , それ ら の 幼虫 よび さ 
な ぎの 発育 を 高田 産 の 1 イネ カラ バエ と 比較 し た 結果 , KK 
の こと が わか っ た 。 

1) 春季 発育 開始 後に お ける 幼虫 発育 は 高田 産 の も の 
が 最も 早く , 秦野 産 が これ に つぎ , 大 曲 , AL, 松代 産 
は は る か に お そ か っ た 。 
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2) 第 1 化 期 成虫 羽化 時 期 も 高田 産 が 最も 早く , 秦野 
道 が それ に つい だ が , 半数 羽化 日 で は 高田 産ま より 約 10 
日 お そ か っ た 。 他 地点 の も の は 更に 遅れ た が , 松代 , 村 

正 ) 鹿 瀬 産 の も の は 羽化 期間 が 長く か つろ 不調 で あっ た 。 

3) 越冬 幼虫 を 温室 に 置い て HOME C 飼育 し た 結 
果 』 高田 産 が 最も 早く 羽化 し 』 秦野 産 が これ に つぎ , 村 
産 は 最も 遅れ た 。 

4) 越冬 世代 虫 の よう 期間 も 高田 産 は 約 10 日 , 秦野 
産 は 約 11 8, 大 曲 産 は 約 12 日 , AE, 鹿 瀬 産 は 約 
12.5 ACSoKo 

5) 第 1 化 期 幼 虫 期間 も 高田 産 は 30 日 以 下 で 最も 短 
4, 秦野 産 が それ に つぎ き 靖 大 曲 産 は 最も お そく て , TX 
で 51 日 以上 を 要 し た 。 松 代 , 鹿 瀬 産 は 高田 産 に 近い も 
の か ら 大 曲 産 に 近い もの まで , 変 嘩 が 非常 に 大 きか っ た 。 

6) 1956 年 秋 大 曲 産 越冬 幼虫 を 高田 に 移し , 以後 同 地 
で 3 世代 を 経過 させ た 1958 年 春の 第 1 (be 
期 は , 1957 年 秋 高 田 へ 移し た 大 曲 産 の 成虫 羽化 時 期 と 
大 差 な か っ た 。 

7 以下 の 諸 実 験 か ちら, イネ カラ バエ の 発育 に 関し て 
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ice tar 2, 3 化 混 発 地帯 に お いて は , 両 系 統 の 
自然 変 雑 に 由来 する 集団 が 生息 し て いる も の と 老 そ られ 
Do 
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Summary 


Geographical Races in the Rice Stem Maggot, 
Chlorops oryzae Matsumura (1) 


By Ichitaro Tamura, Toshikazu Iwata, and Ken-ichi Kisyino 
Hokuriku National Agricultural Experiment Station, Takada, Niigata Pref. 


The rice stem maggot, Chlorops oryzae Matsu- 
MURA, has two generations a year in northern 
Japan and has three in the south. There seems 
to be local variation in the period of fly emergence 
both in the two and in the three generation 
districts. The authors conducted some experi- 
ments on growth of larvae and pupal duration, 


and were able to attain some contributions to 


,various places. 


the geographical variations in the occurrence of 
this insect. 

The winter hosts of the rice stem maggot 
with parasitic larvae were sent to Takada from 
These places are Omagari ; 
belonging to the two generation districts, Mura- 
kami and Kanose located in border zone of the 


two and the three generation districts, Matsudai 


1959 年 12 月 


located in mountainuos area of the southern 
parts of Niigata Prefecture, and Hatano belonging 
The period of 
the first fly emergence, the duration of larva 


to the three generation districts. 


and the duration of pupa of these materials 


were compared to those of the Takada’s 
population. 

The results obtained are as follows: 

1. The larvae of Takada grew most speedy 
in spring, those of Hatano were secondary speedy, 
and the growth of larvae of Omagari, Murakami 
and Matudai was greatly delayed. 

2. The period of emergence of the first 
generation fly of Takada was earliest, and that 
of Hatano was secondary though delayed about 
10 days from the former. In other places that 
period was more delayed, and in the Matsudai, 
Murakami and Kanose populations the period from 
the first to last emergence of the fly was long. 

3. The wintering larvae from some places 
into young rice plants and 


It was found that the 


were inoculated 
reared in a greenhouse. 
emergence of the fly from Takada was earliest, 
| that from Hatano was secondary, and that from 
Murakami and Omagari was most delayed. 

4. The pupal duration of winter generation 
of Takada was about 10 days, those of Hatano and 
Omagari were respectively about 11 and 12 days, 
and those of Murakami and Kanose were both 
about 12.5 days. 

5. The larval duration of the first brood of 
Takada was less than thirty days, being shortest 
in all places examined. It was secondary in 


Hatano, and longest in Omagari where all the 
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individuals needed more than fifty days to pupate. 

The larval durations of Matsudai and Kanose 
had great variances; some larvae needed only 
less than twenty days to pupate, but there were 
the larvae which needed more than fifty days. 

6. The larvae of winter generation of Omagari 
were brought to Takada in autumn of 1956 and 
reared there throughout 1957. The period of fly 
emergence of the first brood in 1958 of that 
population was similar to that of the population 
brought to Takada in autumn of 1957. 

7. It can be stated from these results that 
there are remarkable geographical variations in 
The difference 


between the population of Omagari and those of 


growth of the rice stem maggot. 
Takada and Hatano is very significant. It may 
be concluded that there are two races in the 
rice stem maggot, the one has three generations 
in a year and distributes in southern parts of 
Japan, the other has only two and distributes in 
the north. But there also seems to be considera- 
ble local variations in some provinces of three 
generation districts. 

8. Female flies of the first generation of 
Takada and male flies of the same generation 
from Omagari were crossed. The larval durations 
of the next generation were greatly variable and 
their variability was similar to that of the Kanose 
and Matsudai populations. 

It is considered from this fact that in the 
border zone of the two and three generation 
districts, there are populations which derive 
from the natural hybridization between the two 


races. 


,eyg ae HORER CHT 4a 
Tl. PRAYED 99. WER % PRI IZ Add RPE CLC et th 


a R 明 
京都 大 学 農 学部 慣 虫 学研 究 室 


は 生き 


KILI VA ADHOLAD HO HRVEM BO AL 
次 に 依存 し て 現われ る 場合 と , 温度 に 依存 し て 現われ る 
YAObSTLE MELE Gt, 1958a, 1959), す な 
bb, °C の スト ッ ク は 20°C fT CHIR O25, 
それ らら を 309C に 戻せ は ばす ぐさ な ぎ に な る 。 また 30°C 
Ch BBE CHA TIE 休眠 個体 が 現われ る が , 30°C 
で あぁ ある た めす ぐ よ う GH (ETS. その よう な 個体 を 
20°C た と すぐ 移 二 ば ょ よう 化 が 阻害 され る か ら 休眠 個体 で 
ある こと が わか る が , 体形 お よび 行動 に よっ て も ほぼ 判 
別 で きる 。 

— fj, 30°C スト ドック を 20°C で 飼育 じ て 休 眠 じ な い 
Ahoy FRVMEVMTFTEBCES (,1958b), 27% 
コク が ガ の 休眠 性 が どの よう な 場合 に 弱まる か は まだ 明 ら 
か で な いし か し この 休眠 性 の 弱い スト ッ ク は , さき に 
報告 し た 80°C の スト ッ ク と は 全く 反対 に , 20°C の 恒 
温 で 初め か ら 人 飼育 し て も ほとん と 休眠 し な い 。 

と の スト ッ ク に 及ぼ す 温 度 の 影響 を 調べ た 結果 , 発育 
の 初期 に 高温 に 会 わせ て 終 令 の 休眠 を 起こ きせ る こと こと が 
で きた 。 本論 で は , この 休眠 性 の 弱い スト ッ ク の 休眠 生 
起 に 及ぼ す 高 温 の 影 紅 を 明らか に し て お きた い 。 

ABE SITS REDS, OORT FE5RAN 
FARRAH ICE < BALL EWS. ERWAW4ATEY 
と さぞ 批判 を 賜 わ っ た 河野 達郎 助教 授 な ら び に 研究 室 の 皆 
さま に も ゃ お礼 を 申し 上 げた い 。 


材料 お よび 含 育 条件 
供 試 材料 の 休眠 性 の 弱い スト ッ ク は 次 の よう に し て 得 
Ko すなわち , 309C の スト ッ ク か ら 採 卵 し , 30°C で 4 
5 令 以 上 経過 させ た の や ち 20°C に 移し た 。 こ と こう する と 
休眠 せ ず に さなぎ に な り 羽 化す る か ら Gr, 1958a), こ 
の 成虫 を 40g の 米 上 ぬか の は いっ た 大 型 シ ャ ー レ に HEL 
PATO (な る べく 交尾 中 の も の , ある い は 1 帳 あたり 2 
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へ ~3 HO 雄 を 配 し た も の ) BAN, # 20°C CHINS 
ak, 次 世代 Fi を その まま 経過 させ た と ころ , 羽化 が 早 
く 休 眠 し な か っ た と 思わ れる も の が 少数 現われ た 。 Lo 
て 羽化 し た 成虫 を 上 記 と 同様 に 1 雌 ザ ラシャ ー レ に 分 離 
し , その 後 累代 飼育 し た と ころ , 数 世代 で ほとん と ど 休 眠 
し な く な っ た の で こと れ を 実験 に 供し た (現在 で は , 初 
めか ら 20°C に 放置 し た も の か らら も 休眠 し な い ス トッ ク 
が で きる こと こと が わか っ て いる が 本 論 の 実 険 に は 用 いて い 
な い 。 まな た 常に 休眠 する まう な ドック も 炎 手 2 で い 
る 。 上 記 の 場合 も 含め て 別に 報告 し た い )。 

と の シャ ー レ 内 で 羽化 し て くる 成 息 を 集め て 別 の 採 列 
徐 に 入れ , 1~4 昌 産 下 させ た 卵 を 用 いた 実験 と , 羽化 
後 † す >~3 上 昌 の 雌 成 虫 を 直接 投入 し た 実験 CEOWAK 
見 は 約 20°C で 初め の 5 ~6 AC 大 部 分 の 産卵 を 終わ 
り , 寿命 は 10 へ ~ 十 数 日 し か な い ) と が あり , これ は を 
の た びに 記し て ある 。 日 付 は 卵 ・ 成 虫 ど も に 投信 し た 目 
を 0 日 と し て 以後 の 経過 目 数 を 記入 し た 。 WHMKELT 
は 30°C の スト ッ ク の 卵 や 成虫 を 適宜 用 いた 。 

容器 は 前 報 と 同じ ご く , 試験 管 , 大 型 シ ャ ー レ お よび 小 
型 シ ャ ー レ で ある 。 人 飼料 も 同じ 米 上 中 か を 用 いた 。 

容器 は B040.5°C お よび 約 209C の 恒温 室 , 19~20°C 
の 恒温 器 に WALT ARRAS 調節 し な か っ た 。 湿度 は 
45~80% R.H. で あっ た 。 


実験 お よび 結果 


1. 両 ス トッ ク の 20°C で の 羽化 の 相違 

30°C の スト ッ ク か ら 採卵 (30°C, 24 時 間 ) LIP 
100 個 を 30g の 米ぬか の は いっ た 大 型 シ ャ ー レ に 大 れ むれ, 
と の よう な る の 4 個 を 19~21°C で 飼育 し て 毎日 の 羽化 
mee, 4 目 ご と に 集計 し て 示し た の が 第 1 図 人 A で 
So 羽化 は 80 日 目 か ら 始 まり , 150 日 近く で 終了 し 
て いる 。 供 試 卵 数 400 個 に 対し て 羽化 数 は 276 頭 で 羽 
化 率 は 69.0% で あっ た 。 前 報 の よう に 羽化 まで 200 A 
あま り の 例 も あっ た が , それ は 小型 の 恒温 器 を 使っ て 冬 


= = 
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BIW *SYAAGHO2ZVDA bY ION 20°C 
(CAs PEDO RR the 

A: 19~21°C Cfiisizc 30°C Ay, B: 18~ 

20°C で 飼っ た 休眠 性 の 弱い スト ッ ク , @: HE, 

O: Sit 


Be Maan hae Te る も 考え られ る 。 
一 方 , 休眠 性 の 弱い ほう の 20°C スト ッ ク Fo PHA 
た 成虫 を 18~20°C に お いて 24 時 間 産 卵 さ せ , COIN 
100 個 を 上 記 同 様 に 取り 扱い 18~20°C で 飼育 羽化 させ 
請 た 。 そ の 結果 は 第 1 図 B に 示さ れる と お り で ある が が, 図 
か ら 明 ら か な よう に , 70~84 日 で 大 部 分 の 羽化 が 終わ 
っ て いる 。 卵 100 個 に 対し て 76 頭 羽化 し , 休眠 する 個 
体 は な か っ た 。 な お ぉ お 約 20°C で は , この スト ッ ク の 羽化 
Wi <, 60~72 HiCAMaes 羽化 し で し まう 。 EK 
| は 雌 よ り 羽 化 が 早い の が 普通 で ある 。 

2. 発育 初期 に 30°C に 処理 し た 場合 

休眠 性 の 弱い スト ッ ク の 経過 の うち , ふ化 後 初 め の 4, 
8, 12 日 の 各 期 間 を 30°C で 経過 させ , 19~20°C に 戻 
す 実 険 を 行なっ た 。 Fs から 3 日 間 採 卵 し て 米ぬか 10g 
入り の 小型 シャ ー レ に 30 卵 を 投入 し た 。 対 照 区 の 30°C 
0 日 区 を 含め て 4 区 と る も 4 個 ず つの シャ ー レ を 用 いた 
か ら , 各 区 と も 120 卵 ず つ 使 用 し た こと に な る 。 各 区 の 
羽化 の 状態 を 合計 し て 示す と 第 2 図 の と お り で ある 。 
対照 区 は 60~72 日 に 急速 に 羽化 し た が , それ か ら 108 
財 ま で の 羽化 は 徐々 に 行なわ れ た 。 108 日 現在 の シャ ー 
レ 内 を 調べ る と , 6.5% の さなぎ と 9.1% の 休眠 幼虫 が 
認 あ られ た 。 こ れ は Fs が まだ 十分 に 休眠 性 を 失っ て い 


な い 個 体 を 含ん も で いる と と を 示し て いる よう で ある 。 
一 方 , 4 へ ~12 日 区 は 全部 シャ ー レ 内 に 吐 玄 し な が ら 歩 


き 回 る 休眠 虫 と な り , 羽化 は 休眠 虫 特有 の 形 と な っ て 非 
常に 遅れ て いる 。 そ の 遅れ 方 は 30°C の 処理 期間 が 長い 
ほど 少な く な る 。 

以上 の 場合 の 卵 数 に 対す る 羽化 虫 数 (対照 区 で は 108 
ABUED 生存 虫 数 を 含む ) の 割合 は , OAK 64.1%, 
4 日 区 60.8%, 8 日 区 50.0%, 12 日 区 53.3% で あっ 
た 。 こ と の 差 が 有意 な も の か どう か は わか ら な い 。 
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経過 日 数 
第 2 図 休眠 性 の 弱い スト ッ ゥ ッ ク を ふ化 後 30°C で 一 
定期 間 経 過 さ せ , 19~20° C に 戻し た 場合 


の 羽化 の 累積 曲線 
数 字 は 30°C で 経過 させ た 日 数 を 示す 。 
3. 種々 の 発育 時 期 に 種々 の 期間 30°C に 処理 し た 場 
a 
上 述 と 同じ 方 法 で , 次 に 発育 
20°C で ある 期間 発育 させ て か ら 30°C に 移し , 種々 の 
期間 過 ど ご させ た の ち , 再び 19~20°C に 戻す 実験 を 行 な 
と これ に は Fe, Fo, Fis か ら 得 た 卵 を 使用 し て 各 
1 回 , 計 3 回 の 実験 を 繰り 返し た 。 い ずれ る も 対照 区 は 休 
眠 個 体 が 現われ な か っ た 。 そ こ で 前 記 の 実 険 を も 含め て 
それ ら の 結果 を 第 3 図 に 示し た 。 
"30°C に 処理 する 前 に 19~20°C で 経過 し た 日 数 


初期 ば か り で な く , 19~ 


ーー 
ET 


第 3 図 休眠 性 の 弱い スト ッ ク の 種々 の 発育 時 期 の 
& の を 種々 の 期間 30°C 高温 に 処理 し た 場 


合 の 休眠 生起 
LOY» -VRB1MOMCRT 
@: 2H KE, O: 一 部 休眠 O: 全部 休眠 すず に 


すず 
よう 化 羽 化 , O: 全部 休眠 し な か っ つた も る の の うち 
30°C 経過 中 に すでに 一 部 が 羽化 し た る の , ©: & 
部 羽化 し て し まっ た る も の 
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結果 を みる と , どの 了 時期 の も の で も 1 日 だ け 30°C に 
処理 し た 場合 は 休眠 きせ る こと こと が で き な か っ た 。 一 方 
発育 初期 に 数 日 間 30°C に 処理 する と 休眠 きせ る こと が 
きき た と ころ が 24 ADLE 19~20°C で 経過 じ た も の 
(3~44) VE 30°C 処理 で 全く 休眠 させ る と こと が で き 
pots これ は この 時 期 に は 30°C に 対す る 感受 性 が 
iota TW STERRMULTV G0 また どの 時 期 の を の 
Ch 30°C 処理 が 長 す ぎる 場合 は や は り 休 眠 し な い 。 こ 
れ は 4~5 令 以 上 に 発育 が 進ん で し まう た め GE, 1958a) 
と , よう 化 か ら 羽 化 ま で が 30°C 処理 中 に 起こ っ て し ま 
うか ら で あ る 。 

4. 親 世 代 に 及ぼ す 高 温 の 影響 

休眠 性 の 弱い スト ッ ク Fo の 産ん だ 卵 を 30°C で ぬか 
0.5g 入り の 試験 管内 で 成虫 に な る まで 個体 飼育 し , 1 
化 後 3 目 以 内 に 18~20°C に 移し , 雌雄 1 対 ず つ 試 験 管 
CAN 交尾 させ を せ た の ち , ! そ の まま 1 対 ず つね ぬか 40g A 
』 の 大 型 シ ャ ー レ に 投入 し た 。 こ と の よう な も の を 10 区 
設 害し 次 世代 の 羽化 を 調べ た 。 日 付 は 成虫 を 試験 管 に 
れ た 日 を 0 と し た (交尾 は ほとん ど が その 昌 の うち に 行 
TEIDIVIE) o 

結果 は 各 シ ャ ー レ ご と の 全 生 存 虫 に 対す る 羽化 虫 の パ 
滞 ャ ント で 示し た 。 平均 値 お よび その 時 の 最高 値 と 最低 
値 の 範囲 を 示す と 第 4 図 の と お り で ある 。 AH (実際 
は 全部 成虫 ) の 実数 は 2~132 GAC, 平均 77 頭 で あ っ 
た 。 増 殖 実 数 の 変化 に つい て は 別途 に 調査 中 で ある 。 

結果 を なると, 対照 区 (大型 シ ャ ー レ , 米ぬか 30g, 


72 96 
経過 目 数 


第 4 図 


休眠 性 の 弱い スト ッ ク を ゃ 30°C で 含 育 後 次 
世代 を 18 へ ~20°C CHT LBA OBR 
積 曲線 (る ⑧) と 対照 区 ( 〇 ) 


第 3 巻 第 4 号 


卵 100 個 ) の 非 休眠 経過 と ほとん ど 差 が な か っ た 。 この 
傾向 は 30°C で 大 型 シ ャ ー レ 内 の 多数 飼育 (1 シャ ー ヤ レ 
100 卵 , 米ぬか 30g) で 羽化 後 24 LN Ose 
約 20°C に 移し た 他 の 2 回 の 繰り 返し (いずれ る も 数 区 ず 
つ ) で も 同様 で あっ た 。 

更に 念 の た め に 上 記 の 羽化 虫 の 子供 すなわち 高温 で 
THEL MR ORICY SLO 18~20°C Chl AL tO 
経過 を 調べ た が , や は り そ れ ら は 非 休眠 で あっ た 。 
WIC, 親 の 全 世 代 を 30°C で 経過 させ る 代わ り に , 』 究 
期 20 日 間 を 18~20°C で 経過 させ , 後半 30°C に 移し 
羽化 させ た 場合 (前 半 30°C で 経過 させ れ ば , SSM 
べた よう に その 個体 が 終 令 で 休眠 に は いる か ら ) DRO 
世代 の 羽化 を 調べ た 。 結 果 は 前 と 同様 非 休眠 の 経過 で あ 
SS 

5. 親 世 代 が 休眠 を 経た 場合 の 次 世代 の 経過 

と の 休眠 性 の 弱い スト ッ ク も , 発育 の 初期 に 数 日 間 
30°C で 経過 させ れ ば 後 は 20°C で 休眠 と は いる ここ と は 
すでに わか っ た 。 そ こと で と の よう に し て 休 眠 きせ た 個体 
を その まま 放置 し て 羽化 させ (も ちろ ん 休眠 虫 と て の 
羽化 曲線 を 示す , 第 2 図 )) COMORES OEE 
LE IO 大型 シ ャ ー レ Gar 40g) に 投入 放置 し て 
次 世代 の 経過 を 調べ た 。 3 MOMs LOL OF RAL) 
に つい て の 結果 は 第 5 図 の と お り で , 非 休眠 の 羽化 曲線 
で あっ た 。 こ の 場合 の 羽化 虫 数 は 3 区 お の お の 82,178, 
185 58, 5148.3 Gi CHoke. COTE, EKO 
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繰り 返し 実験 (1 IEOA CH 37D) CHAE TH 9 Ko 
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第 5 図 休眠 性 の 弱い スト ッ ク を 発育 初期 の 高温 怒 


" 理 で 休眠 きせ , 次 世代 を 19~21°C Che 
し た 場合 の 羽化 の 累積 曲線 (3 HEC OW 
の 結果 と その 平均 @) 


yf 


Ws 


1959 年 12 月 xk: 


考 aE 


休眠 性 の 弱い スト ッ ク は , 約 20°C の ほぼ 一 定 の 温度 
下 で は よう 化 が 阻害 され ず に 60 へ へ 80 日 で 世代 を 繰り 返 
すこ と こと が で きる (第 1 図 B)。 こ れ は 今 ま で の 30°C の ス 
トッ ク を 約 20°C で 経過 させ た 場合 (第 1 図 A) と は 全 
く 異 な っ た 経過 で , 終 令 期 に 休眠 を 示さ な いも る の で ある 。 
CRIBS? 休眠 の 強 さ に 関し て 差異 を 示す 品種 また 
は 系統 と いわ れる も の に 関す る 報告 は いく つか ある が 
(Less, 1955), それ ら の 説明 は お お むね 伝 子 の 相 異 に 
求め られ て いる 。 し か し 上 述 の ノシ メ コ ク ガ が ガ の 場合 は 。, 
と の 点 に つい て は まだ 明らか で な い 。 

この スト ッ ク の 非 休眠 の 傾向 は 約 20°C の 恒温 で は 保 
た れ て いる が , 発育 初期 に 数 日 間 高 温 に 会 わせ る と ;,; そ の 
影響 が の ち に 終 令 の 休 眠 と な っ て 現われ る (第 2,3 図 )。 
WaLrorr(1949) は 元 来 どの よう な 条件 下 で も 休眠 し て 


| し まう いわ ゆる obligatory diapause を も つ Ephestia 


elutella » ら 24~25°C で 休眠 し な い ス トッ ク を 得 た 
が , その 非 休眠 性 を 保つ 温度 や 食物 の 限界 は 狭く わ ず 
> 3°C Kv» 21°C ChAT STC LICK aT 92.1% O 
休眠 を 再生 起 さ せ て いる 。 

Warorr の 場合 は , 初め か ら ゃ や 低い 温度 で 飼育 し 
ROT, 休眠 が 特定 の 発育 段階 に 与え られ た ある 条件 に 
対す る 反応 とじ て 現われ た も の か どう か 不明 で ある 。 
WhaArorr の 実 険 は , ノシ メ コ ゴク ガ の 30°C スト ッ ク を 


計 20°C で 飼育 し た 場合 と 現象 的 に 似 て いる (Ht, 1958a) 。 


筆者 が 行なっ た ノシ メ コ ク ガ が ガ の 休眠 性 の 弱い スト ッ ク 


OW TORR CE, 20°C より 低い 温度 で 飼育 する こと 


a 


は 生 な わな めった E02G DAkyZ7 Clk 15°C CON 
が ふ化 せ ず 死亡 する )。 CORD DIT, 休眠 が 現われ る 
発育 段階 より は る か 以前 の 発育 初期 を 高温 で 経過 する こ 


Pek, その 休眠 が 起こ る とこ と を 示し て いる 点 が 


Watorr の Ephestia elutella の 場合 と は 異な る 。 

と の よう に 生活 環 の 早い 時 期 に 受け た 環境 の 影響 が の 
ち に な っ て か ら 現 われ る 事実 は , 害虫 の 生態 学 的 な 研究 
で 重視 せ ね ば な ら な いこ と と 思わ れる 。 こ の よう な 休眠 
現象 は 特に facultative diapause と いわ れる 生起 型式 
の 中 で は すむ しろ 普通 で ある よう に 老 え られ る 。 

以上 の よう に , と この スト ッ ク は 発育 の 初期 を 一 時 的 に 
高温 で 経過 する こと こと に よっ て 休眠 が 生ずる が , 一 方 少な 
く と ゃ 親 の 時 代 の 一 部 また は 羽化 まで の 全 世 代 が 30°C 
の 高温 で 経過 し て る ゃ も 次 世代 に 休眠 が 生ずる こと は な いよ 
う で ある (第 4 図 )。 これ は 30°C の スト ッ ク か ら 得 ら 
れ た 次 世代 の も の は , 卵 か ら 20°C で 経過 させ て る も 休眠 


ノシ ジ シメ コ ク ガ の 休眠 
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こ は い る (IMA) の と 全く 対照 的 で ある 。 

この 休眠 性 の 弱い スト ッ ク る も, 30°C で ATER fat 
し た の ち に , ある 世代 の 卵 か ら 20°C で 飼育 し た 場合 休 
眠 に は いる か どう か まだ 不明 で ある 。 

FEF A RIT PU IC A. SET PRR ICE Bae 
RYE, その 影響 が その 次 の 世代 に 現われ て 休眠 する とこ 
と は な いよ う で ある (第 5 図 )。 

し だ が っ て , この スト ッ ク で は 発育 の 初期 が 当世 代 の 
休眠 生起 に 関し 臨界 的 な 時 期 で ある と 考え られ る 。 

実際 の 休眠 個体 の 出現 に は 発育 前 期 の 高温 と 同様 に , 
発育 後期 の 約 20°C の 中 間 的 な 温度 を 必要 と する 。 こ と これ 
は 秋 か ら : 冬 に か け て の 低い 温度 に 対し て 休眠 個体 の 性 質 
その も の が きわ め て 適応 的 で ある (kt, 1958a) と こと と 
考え 合わ せる と 興味 が あぁ る 。 


摘 Be 


一 般 に , 7 YX IDA 20°C ChAtSLKAaM 
虫 で 休眠 に は いり 羽化 は お くれ る 。 一 方 羽化 の 早い も の 
を 選ん で 飼育 を 続け る と , 休 有 眠 せ も ず に よう 化 羽化 し で く 
る 休眠 性 の 弱い スト ッ ク を うる こと こと が で きる 。 こ の スト 
ッ ク に 及ぼ す 高 温 の 影響 を 調べ た 。 

発育 初期 ( 卵 ~1・2 令 幼 虫 ) を あぁ る 期間 (少な く と も 
2 上 日 以上 ) 30°C で 飼育 し て か ら 20°C icRI ERT 
る 。 あ まり 長く 30°C で 飼育 する と 4~5 令 (KG) ま 
た は それ 以上 に 発育 し て 休眠 し な く な る 。 

卵 か ら 成 虫 に な る まで , また は その うち の 後半 の み を 
30°C で 経過 させ , . そ の 羽化 虫 を すぐ 20°C に 移し て j』 
卵 さ せる と を ふ化 幼虫 は 休眠 と は いら ず 成 虫 と な る 。 ま た 
次 の 世代 で も 休眠 に は いら な い 。 す な ね わ ち 当世 代 の 発育 
初期 の 高温 は 休眠 を 起こ させ る が , 前 世代 以前 の 時 代 の 
高温 は ほとん ど 効 果 が な いよ うに 思わ れる 。 し か し 林 世 
代 も 高温 で 経過 させ た 場合 の 結果 は まだ 明らか で な い 。 

発育 初期 に 30°C に 触れ させ て 休 有 眠 に は いら せ た も の 
を その まま 放置 し て 羽化 させ , そ の 次 世 代 を 20°C CH 
させ た が 休眠 個体 は 生じ な か っ た 。 す な ね わ もち 休眠 し た こ 
と 自体 が 次 世代 に 影響 する こと は ほとん ど な い らし い 。 

と の スト ッ ク は 以上 の よう な 休 上 眠 上 の 性 質 を 持っ て い 
BD, この よう な スト ッ ク の 生成 が どの よう な 機構 で 起 
と る か は まだ 明らか で な い 。 
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Summary 


Studies on the Diapause of the Indian-Meal Moth, 
Plodia interpunctella HUBNER 
Ill. The Influence of High Temperature on the Inception of 
Diapause in the 20°C Non-Diapause Stock 


By Hideakira Tsu 
Entomological Laboratory, Kyoto University, Kyoto 


When the normal stock of Indian-meal moth, 
Plodia interpunctella HUBNER, is reared at about 
20°C, all the larvae enter diapause at the fully 
grown stage and their pupation is interrupted 
for a long period of time. The diapaused larvae, 
however, pupate at last and emerge into adults. 

On the other hand, by repeated breeding from 
the moths which emerged relatively early at a 
temperature of 20°C at which diapause is induced, 
a new stock is evolved that pupates without any 
interruption even under this temperature con- 
dition. 

The present paper is devoted primarily to a 
study of the effect of high temperature on the 
incidence of diapause in this non-diapause stock. 


In this stock, diapause was induced in fully 


grown larvae reared at about 20°C when they 
had been exposed to 30°C for some time (2~8 
or 12 days) in the early stages (egg~2nd instar), 
but the diapaused larvae pupated at last and 
emerged into adults like in the normal stock. 
In this case, however, the larvae of the next 
generation did not enter diapause so far as they 
were under the temperature condition of 20°C 
throughout their developmental stages. 

The exposure of individuals to 30°C during one 
generation (from the egg to the adult stage) 
had no effect on the induction of diapause in 
the larvae of the next generation reared at about 
20°C, whereas the effect of exposure to 30°C 


throughout two or more generations remains 


& 


unknown. 


数 種 え ズミ 類 に お ける せき つい 骨 数 の 変異 お よび 


種 間 の 差し に つい て (予報 ) 


ef Fe MA HE - IER OBB - i HK 


信州 大 学 医学 部 第 二 解 宮 学 教室 SUE LAK AS BRIAR ERR - SBP BAGG BM ERR 


iN = 


せき つい CHE) 骨 数 に 
Darwin が すでに 指摘 し 


変異 が 生じ ゃ すい こと は , 
“ 種 で も 変種 で も , その ある 


部 分 また は ある 器官 が 同一 の 個体 の な か で いく つる 反復 
され る と き は (へ ビ の せき つい , また は 多 雄 ずい GE) 


花 の 雄しべ の よう に ) その 数 が 変異 し ゃ や すい” と , [hh 
| の 起源 」 の 中 で 述べ て いる 。 せ きつ い 動 物 に あっ て は , 


OWE 
= 25 T, そそ に 


SN 


まま の 最も 基本 的 な 設計 の ーー つ で ある 。 し た 
生ずる 変異 は , 動物 の 種 の 分 化 や 進化 と 


いう 現象 に 大 き な 意 味 を も つ に 幸い な い 。 環境 条 件 や 生 


調 活 様式 の 変化 な ど に よっ て 変わ りや すい 形質 で あぁ あり, し 


NR 


か も それ が 生物 の 形態 の 基本 的 な 特長 と な る 形質 で あれ 
ば ある ほど , CORRS SHAMIM 
と の よう な 観点 か ら , 著者 あ は ネ ズミ 類 の せき つい 崩 


有数 の 変異 に 着目 し , その 個体 変異 , YEAR, 地理 的 変異 , 
0 = な ど を 検討 し て いる 。 ま だ 採集 地 も 限ら れ て お 


り , 個体 数 も 少な いかが, 


と し て せき つい 骨 数 の 種 間 の 差 に つい て 予報 と し て 報告 


する 。 近 い 持 来 た に 上述 の 点 に 関し て 更に 完全 な 本 報 を 発 


PELEVLER TVS 


Mm B- 7 UR 
本 報 で 取り 扱っ た ネズ ミ 類 は , ネズ ミ 科 (Muridae) 
BELO RTARA 2 FI (Cricetidae) た に 属す る 次 の 8 fe 
で あぁ り , すべて 長野 県 内 に て 採集 され た も の で ある 。 た 
だ し ハツ カネ ズミ の み は , 市 販 の 白色 変種 で ある 。 採 集 


され た ネズ ミ 類 は 軟部 組織 を と り 除 いて 骨格 標本 と し , 


EOWA BEL Ko 
ネズ ミミ 科 Muridae 
1) NOYES ee 表 

6 (56 6, 

Be PT RA & 
6° ?) 


Mus musculus var. albinus, 
ie) 
Rattus norvegicus, 20 (1445 4, 


1 分 類 お よび 学名 は 今泉 te (1949): 
(1959 年 9 月 12 日 受領 ) 


今 ま で に 得 ら れ た 材料 か ら , 主 _ 


日 本 哨 乳 動物 図説 (洋々 


3. クタ マネ ズミ | Ratius rattus, 31 (115 3, 
202 2) 


4. ホン ドア カネ ズミ Apodemus speciosus 


spectosus, 22°(108 6, 122 9) 

5. ホン ド ヒ メ ネ ズ ミ Apodemus argenteus 
argenteus, 16 (788, 92 2) 

キヌ ゲ ネ ズ ミ 科 Cricetidae 

6. トウ ホク ヤ ャ チ ネ ズミ Clethrionomys 
rufocanus andersoni, 11 (34 $8, 
829) 

7. スミ スネ ズミ Eothenomys smithii,, 6 
(AG Oa) 2929)) 

8. ハタ ネズ ミ Microtus montebelli, 16(48 3, 
829, 7ASHA4) 
結 果 ・ 論 議 


8 種 の ネズ ミ の せき つい 胃 数 の 平均 値 そ の 他 の 統計 量 
WBIRICRT TL <M CHS, EXKBIMCiseFOW 
BAO Vis LOZORRAFHORRIRA (危険 率 
1%) を 種 名 と と も に 示し た 。 

1. 表 お よび 図 に 明らか な よう に , せき つい 胃 数 は 種 
に よっ て か な り 異 な る 。 せ きつ い 骨 数 の 最も 少な い 種 は 
スミ スネ ズミ で 平均 47.50, 最も 多い 種 は クマ ネズ ミ さそ で 
平均 63.22 で ある 。 

8 種 の ネス の つら 5 ち カス ドス 
Qi sae sie |e a a eA el Rep Lt ae Our 
VERA SENGE GG, NV VR AS る 
ハタ ネズ ミ の 3 種 は キヌ ゲ ネ ズ ミ 科 に 属す る 。 せ きつ い 
演 数 は ネズ ミ 科 に 属す る 種 で は る か に 多く , 5 竹 の 平 均 
値 は 61.08 で あり , これ に 対し て キヌ ゲ ネ ズ ミ 科 の 3 HB 
の 平均 値 は 48.63 で 両者 の 差 は 12.45 
な わ ち この 両 科 は せき つい 骨 
され る 。 

せき つい 崩 数 の 変異 は お も に 尾 つ い 骨 の 数 の 変 


に も 達する 。 す 
TARO _ 上 か ら も 明 と ら ys 区 分 


RICE 


書房 ) に よる 。 
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256 日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 
m1 BROW EROBRKROKRUT SE 
2 7 ; 母 集団 平均 信頼 限界 
科 名 種 名 個体 数 平均 値 最大 値 最小 値 標準 偏差 (危険 率 1%) 
3 ハツ カネ ズミ Mus musculus albinus 6 57.66 59 57 — — 
| ドブネズミ Rattus norvegicus | 20 58.40 60 56 2.89 56.56~60.24 
ズ | クマネズミ Rattus rattus | SP 59 1.90 62.29~64.15 
= an 7 IS I, PEA A | Ca 
Se Apodemus speciosus speciosus 2 60.22 64 58 1.82 59.13~61.31 
Ae ae bee 
科 | Apodemus argenteus ees 16 62.75 66 59 1.85 61.39~64.11 
= トウ ホク ャ チ ネ ズミ Clethrionomys | 
ah Fufocanus anderson | ilih 50.00 53 49 1.47 48.60~51.40 
a スミ スネ ズミ Eothenomys smithi | 6 47.50 49 46 — — 
科 | ハタ ネズ ミ Microtus montebelli | 16 48.12 50 46 1.26 47 .19~49 .05 


ハツ カネ ズミ Mus musculus albinus 


ドブ フネ ズミ Rattus norvegicus 


TA rattus 


hye Apodemus speciosus 


speciosus 


アカ ネズ ミ 


ホン ド ヒ メ ネ ズ ミ A. argenteus argenteus 


トウ ホク ヤ ャ チ ネ ズミ Clethrionomys 
rufocanus andersont 


スミ スネ ズミ Eothenomys smithii 


ハタ ネズ ミ Microtus montebelli 


45 


っ 生 吾 る が 記 の 2 つの 科 の ネス は その 尾藤 記 攻 し 
ee TRPRRINORA? CHEWBL <8 


o し た が っ て , 尾長 の 差 は 尾 つ い 骨 の 数 の 差 に よっ て 
LOGE Ste と が 明らか で で ある 
2. 次 に 各 科 内 の 近 縁 の 種 間 に お ける 差 を 検討 す 


ネズ ミ き 科 の 5 種 に つい て は , ハツ カネ ズミ 「 で せき つろ 
VARS 最も 少な く (57.66), クマ ネズ ミ で 最も 多い 


(63.22) 。 し か し , 各種 の 母 集団 平均 の 信頼 限界 が 重 な 
りあ うた め , この 科 の 5 種 を せき つい 骨 数 に よっ て 格別 
OS できない 0 

塵 の うら ドブ ネズ ミレ と クマ ネス ズミ は いずれ 4 Ratts 
ICES SERVED ALEC, 外形 お よび 生活 様式 る 
に 非常 に よく 似 て いる が , クマ ネズ ミ は ドブ ネズ ミ に 比 
べ て 尾 が 長い の が 一 つっ の 特長 で ある 。 せ きつ い 骨 数 に は 


LP 
詳細 は 後 報 に ひ ず る 。 


50 85 60 65 
tea eR 
第 1 図 せき つい 骨 数 の 平均 値 (中 央 短 縦 線 ) お よび 母 集団 平均 の 信頼 限界 (危険 率 1%) 


両者 で 明らか に 差 が み ら れ , 必 の 短い ドブ ネズ さ で 少な 
く (58.40), 尾 の 長い クマ ネズ ミ で 多い (63.22)。 両者 
の 母 集団 平均 の 信頼 限界 は 重なり 合わ ず , 差 は 有意 で み 
る と いえ そる 。 こ の 場合 も BORSOBVABO FO 
数 の 違い に 起因 し じ で いる 。| この よう な 違い は ドブ ネス 

が 下水 , 床下 に 住み , PAR EBARORHBVE 
家 と する と いう 生活 場所 の 違い と 関係 が ある か も し じ れ な 


\ 


2% 


次 に , WYP AA = es een, Zee alae 
Apodemus 属 に 属し , i 
So 両者 は , 前 者 が 体形 大 , 尾 が 短い な どの 特長 に よ 
区 分 され る 。 

せき つい 骨 数 は 尾 の 短い アカ ネズ で 少な く (60122)5 
尾 の 長い ヒメ ネズ ミ で 多く (62.75), 両者 の 差 は 有意 で 


1959 年 12 月 


ある 。 

キヌ ゲ ネ ズ ミ 科 の 3 Mls, いずれ も る ゃ も 属 を 異 に する 。 せ 
きつ い 骨 数 は スミ スネ ズミ で 最も 少な く (47.50), トウ 
ホク ヤ チ ネズ ミミ パ で 最も 多い (50.00)。 し か し 3 種 の 母 集 
団 平均 の 信頼 限界 が 互 に 重なり 合う た め , と れ ら の 差 は 
有意 と は いえ な い 。 尾長 は トウ ホク ヤ ャ チ ネ ズミ が 他 の 2 
種 よ りや や 長い 。 

3. ネズ ミ 類 の 分類 の 規準 と し て 尾 の 長 さ が 重視 さ 
れ , また 尾 の 長 さ は 体 の 平衡 保持 お よび 体温 調節 の 機能 
に 直接 影響 し , ネズ ミ の 生活 に 重要 な 意味 を も っ て い 
る 。 と ころ で 上 述 の よう に , せき つい 骨 数 は 科 お よび 同 
じ 属 の 種 の 間 で も 差 が み ら れ , し か も せき つい 骨 数 の 差 
は 主として 尾 つ い 胃 数 の 変異 に よる 。 せ きつ い 骨 は せき 
つい 動物 の 最も 基本 的 な 形態 上 の 特長 を な す 形質 で あ 
り , AAR OAL AOR SDA MRE LOD CH 
tit, 尾 の 長く および それ を 決定 する せき つい 崩 数 の 変 
異 は , ネズ ミ 類 の 分 類 に あたっ て 大 き な 意 味 を も ゃ つ 。 

BARBEHENN & New(1957) Vt, アメ リカ の 森林 に 住 
も ネズミ Peromyscus leucopus と , 草原 に 住む 同じ 属 
の P. maniculatus OFC, 尾 つ い 骨 の 数 お よび 長 さ に 
有意 の 差 が み ら れ る こと と を 報告 し て いる 。 

#72 Bairey GGoSLINEg (1955) は 北ア デメ リカ の 
Percidae 科 の 魚の せき つい 骨 数 を 調査 し , BH, 亜 属 
間 , 更に は 種 間 に お いて も せき つい 骨 数 の 平均 値 に 差 が 
Ab, この 差 に よる 群 別 が 他 の 観点 か ら の 系 統 分 類 と 
よく 一 致す る とこ と を 見 い だ し て いる 。 更 に 彼ら は 飼育 実 
RICKY, せき つい 骨 数 は 遺 伝 的 要因 お よび 環境 要因 の 
双方 に 支配 され る が , 特に 卵 期 の 水温 が 変異 の 主因 と な 
る こと を 確か あて いる 。 

せき つい 胃 数 が 生息 地 の 環 境 条 件 と 対応 し た 変異 を 示 
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FUL, 種々 の 魚類 に つい て 知ら れ て いる 。 さ き に 米 
べた よう に , 環境 の 条件 や 生活 の 変化 な ど に よっ て 変化 
し ゃ すい 形質 で あり , それ が 生物 の 形態 の 基本 的 な 形質 
で , その 種 の 生活 と 密接 な 関係 を も つも の で あれ ば ある 
ほど , その 変異 は 重視 され る 必要 が ある と 考え られ る 。 
と の 点 ) ネズ ミ 類 の せき つい 骨 数 の 変異 は 非常 に 興味 あ 
る 問題 を 含ん で いる 。 

稿 を 終え る に あたり , 日 ご ろ ど 指導 いた だ いて いる 信 
州 大 学 鈴木 誠 ・ 清 水 三雄 両 教授 に 厚く お 礼 申 し あげ る 。 


摘 要 


ネズ ミ 科 お よび キヌ ゲ ネ ズ ミ 科 に 属す る 8 種 の ネズ ミ 
DES OAM BEL Ro MRI 1 表 お よび 第 1 図 
に 示す と お り で ある 。 

せき つい FRIAR? 科 に 属す る 種 で 多く (平均 
61.08), キヌ ゲ ネ ズ ミ 科 に 属す る 種 で 少な い (平均 
48.63), COMPS SOWRRKICE 5 CLM SD ITH 
別 さ れる 。 

Rattus 属 の ドブ ネズ さそ と クマ ネズ ささ で は 7 前 者 で せ 
きつ い 骨 数 が 少な く , 差 は 有意 で ある 。 また Apodemus 
属 の ホン ドア カネ ズ さ ミ さと ホン ド ヒ メ ネ ズ ミ の 両者 に も せ 
きつ い 胃 数 に 有意 の 差 が み ら れ , 前 者 で 少な い 。 
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Summary 


Variation and Systematic Significance in Vertebral 


Counts in Some Rats of Muridae and Cricetidae 


(Preliminary Note) 


By Takeo Miyao, Tetsuro Kitazawa and Motomi Morozumi 
Department of Anatomy, Shinshu University School of Medicine, Matsumoto City, 
Nagano Pref., Nobushina Primary School, Kamiminochi Dist., Nagano Rrefs 


and Tomikusa Primary School, Shimoina Dist., Nagano Pref. 


The 


vertabrae of 128 specimens of rats of Muridae 


and Cricetidae. 


authors investigated the numbers of 


Mean values of vertebral counts 
in each species are as follows: 

Mus musculus: 57.66 

Rattus norvegicus: 58.40 

Rattus rattus: 63.22 


Apodemus speciosus speciosus: 60.22 
Apodemus argenteus argenteus: 62.75 


' Muridae 


Crethrionomys rufocanus 
andersont: 50.00 


Cricetidae Eothenomys smithii: 47.50 
Microtus montebelli: 48.12 


Numbers of vertebrae provided a complete sepa- 
ration of Muridae and Cricetidae groups and 
gave statistically significant separations of Rattus 
norvegicus and R. rattus, and Apodemus speciosus 


speciosus and A. argenteus argenteus. 


wy 


テン トウ ムシ か ら の が れ よ うと する アブ ラム シ の 反応 

Dixon, A. F. G. (1958) The escape responses 
shown by certain aphids to the presence of 
the Coccinellid Adalia decempunctata (L.). Trans. 
R. ent. Soc. Lond. 110 (11): 319~334. 


テン トウ ムシ の 一 種 Adalia decempunctata の 攻撃 
に , イラ クサ に つく アブ ラム シム の 一種 Microlophium 
evansi (THEOBALD) が どう 反応 する か を 実験 室 で 観 穴 
し た 。 こ と この テン トウ ムシ の 幼虫 は , 食物 に 頭 あ る い は 前 
あし が 触れ て 初め て , それ が 食物 で ある と と を 知る の で 
DO FTIFKRVYOWUI, 2 I < 
る に 2 し レ ろ あぁ じじ を け 上 上 げ で 撃退 し り た りん (mM) を 
植物 か ら ひ き 抜 いて 歩き 去る か , 植物 上 か ら こ と ろ げ 落ち 
る か し て , 難 を の が れる 。 テ ント ウム シ に つか まれ る て と, 
は 2 る の し a で の っ 払い の りり 
放っ うか まれ た 脚 々 ひき 抜 で で うと し た りす る が Eng 


録 “ 


だ め な 場合 は , ろう GR) 状 の 物質 を 角 状 管 か ら 分 滋 し 
[Gy ee pe SOME Ne, EC se 7 IS 7 NY 
の 動作 が 一 時 お さえ られ た すき に 逃げ の びる の で ある 8 
Sl, アブ ラム シ と テン トウ ムシ と の 今期 る N2000S 
組み な 合わせ で 行なわ れ で いる が COMARDHT, 7 
FIAYVPBECUTHWOSHMODR, 777A UV DSU 
げ 切 れず に 食わ れ て し まう 割合 な ど が いろ いろ と 異な っ 
ER 

最後 に 筆者 は , 天 英 と の 関係 で アマ ブラ ムシ の 進化 に 2 
つの 圭 要 な 方 向 が ある と 述べ て いる 。 す な ね わ ち つっ は 
結び が つき: の る や か な コロ ニー を つく る 活動 的 な アブ ラ 
AUC, HOW < HRB AEN SF b> 5 ARRAN IT BE 
げ 去 る タイ プ , も う 1 つ は 不 活 発 で 天敵 か ら 逃 げ 去 る 動 
作 は に ぶ い が , アリ を 寄せ つけ て と の アリ が 天 英 彰 撃 退 
し た り , 警戒 色 ゃ 分 滋 物 で お お われ で て いて 天敵 の ほう で 
敬遠 し た りす る タイ プ で ある 。 (島根 農 大 大 竹 昭 郎 ) 


The Relation between Chemical Structure 
and Toxicity in Rotenone Derivatives 


By Jun-ichi FUKAMI, Tsutomu NAKATSUGAWA and Toshio NARAHASHI 


Division of Entomology, National institute of Agricultural Sciences, 
Nishigahara, Tokyo, and Laboratory of Applied Entomology, 
Faculty of Agriculture, University of Tokyo, Tokyo 


The relationship between chemical 
structures of insecticides and their toxi- 
cities has been a subject of inquiry since 
development of synthetic insecticides such 
as DDT and parathion. Although some 
attempts have been made on this problem, 
no convincing conclusion was as yet 
obtained with any type of insecticide. 
Most of the attempts focused attention 
only to screening tests of insecticide 
derivatives for their insecticidal activities. 
However, since a number of processes are 
involved in the course of an insecticidal 
action, it seems likely that the insecticidal 
activity does not necessarily correlate 
with any particular radical or group in a 
molecule. In order to provide sufficient 
information concerning the relation 
between chemical structures and insecti- 
cidal activities, it is desirable to compare 
the effectiveness of derivatives at various 
steps in the course of an _ insecticidal 
action, e. g., penetration through the 
cuticle, detoxication in insect body, toxic 
effect at the site of action, and inhibition 
of enzymes. 


Scuraper (1947) and Mercatr & Marcu: 


(1949) reported that insecticidal action of 
parathion and its derivatives closely corre- 
lated with the degree of cholinesterase 
inhibition. It has also been reported that 
DDT and its derivatives inhibit the 
cytochrome c oxidase activity (ANDERsoN et 
al., 1954). In this case, however, since 
parallelism between insecticidal activities 
and the cytochrome c oxidase inhibition 
was not found, the inhibition of this 
enzyme could not be regarded as a primary 


(Received for publication, June 18, 1959) 


action of DDT. 

Rotenone, which has a definite lethal 
action on insects and shows a low 
mammalian toxicity, has been demon- 
strated to inhibit L-glutamic dehydro- 
genase activity very effectively (Fuxami, 
& Tomizawa, 1956). The inhibition of this 
enzyme was considered to be responsible 
for block of nerve function which is a 
major cause of paralysis of insect after 
treatment with rotenone (Fukami, 1956; 
Fuxamt & Tomizawa, 1956; Yamasaki & 
NAaRAHASHI, 1957). It was further demon- 
strated with rotenone and its four deriva- 
tives that a close correlation exists between 
insecticidal action and the degree of L- 
glutamic dehydrogenase from insect muscle 
(Fuxami & Tomizawa, 1958). 

For the purpose of providing sufficient 
information on the relation between 
chemical structures of rotenoides and 
insecticidal activities, rotenone and thirty- 
four derivatives were compared in the 
present study. For the reasons mentioned 
above, the effectiveness of derivatives in 
depressing L-glutamic dehydrogenase ac- 
tivity, in blocking nerve conduction, and 
in killing insects was examined. 

The authors are indebted to Dr. H. 
IsHikurRA, National Institute of Agricultural 
Sciences, for his ardent guidance, to Prof. 
T. Yamasaki, University of Tokyo, and to 
Mr. C. Tomizawa, National Institute of 
Agricultural Sciences, for their valuable 
suggestions and criticisms. Thanks are 
also due to Prof. M. Marsui and Dr. M. 
Miyano, University of Tokyo, who kindly 


provided the rotenoides used in this 
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experiment. 
MATERIALS AND METHODS 


Thirty-five rotenoides tested in this 
experiment were prepared by Prof. M. 
Martsur and Dr. M. Miyano, Laboratory of 
Organic Chemistry, Faculty of Agriculture, 
University of Tokyo. Among the com- 
pounds listed in Table 1, those numbered 
Tee coblOs. 17, 1830195, 20,2250 c0n- 21 LY OU, OL; 
32, 33, 34, and 35 are new compounds 
(Miyano & Marsur, 1958a~g). All the 
compounds were used after purification 
and identification. 

The azuki bean weevils, Callosburchus 
chinensis L., used for study were reared 
on the azuki bean at a constant tempera- 
ture of 30°C. The horned beetles, Xylotrupes 
dichotomus L., were collected in fields 
from July to August. They were fed on 
sucrose solution in the laboratory and 
used within 10 days after collection. 

Insecticidal activities were evaluated as 
follows using the male adults of the azuki 
bean weevil within 24 hours after 
emergence. 1m/ of acetone solution con- 
taining 207/cm’ of a test compound was 
spread uniformly on the bottom of a petri 
dish, 9cm in diameter and 2cm in height. 
After the solvent evaporated, 25 weevils 
were put into the petri dish and were 
kept in contact with the deposit of the 
test compound for 48 hours. They were 
then transferred on to a filter paper in 
another petri dish to determine the 
mortality. The experiments were carried 
out at a constant temperature of 28°C. 

The inhibition of L-glutamic dehydrogen- 
ase was measured manometrically with the 
mitochondrial fraction of muscles of the 
horned beetle. The mitochondrial fraction 
was prepared from the thoracic muscles 
of equal number of the male and female 
horned beetles by a slight modification of 
of the technique already reported (Fukami 
& Tomizawa, 1956). 0.2m/ of 10 per cent 
aqueous acetone solution containing a test 
compound was mixed in a Warburg vessel 
with 1.8 m/ of the mitochondrial suspension 
containing L-glutamate as substrate. The 


Vol. 3, No. 4 


final concentration of test compounds was 
10-°>M and that of L-glutamate 10-’M. 
After pre-incubation for 10 minutes, 
oxygen uptake was measured at 30°C. 
Rotenone at 10-°M inhibited L-glutamic 
dehydrogenase by 50 to 70 per cent, and 
the degrees of inhibition by other com- 
pounds were expressed in percentages of 
the inhibitory degree of rotenone. Isolated 
abdominal nerve cords of the American 
cockroach, Periplaneta americana L., were 
used for examining the effects of rotenoids 
on conduction. A single electrical stimulus 
was applied to the end of the nerve cord 
through a pair of silver electrodes, while 
action potentials were recorded from the 
other end by another pair of silver 
electrodes. The action potentials recorded 
were observed by a C.R. amplifier and 
oscilloscope. Drug-acetone solution was 
suspended in Ringer’s solution, and was 
applied to some 1mm stretch of the 
central region of the nerve cord. The 
time necessary for the complete block 
of nerve conduction after treatment was 
taken as a measure of effectiveness of the 
test compound on nerve. The Ringer’s 
solution used contained 214mM Natr, 3.1 
mM K*, 1.8mM Catt, and its pH was 
kept at 7.2~7.4 by phosphate buffer. 


™ 
RESULTS AND DISCUSSION 


Examples of the changes in action 
potential of the nerve cord after treatment 
with test compounds are illustrated by 
Figs. 1 and 2. The chemical structures 
of rotenone and its derivatives tested are 


‘shown in Fig. 3. Summarized results are 


shown in Table 1. It will be seen that 
there is, as a whole, a close correlation 
between the three articles examined; any 
particular derivative which effectively 
inhibits the activity of L-glutamic dehydro- 
genase, blocks the nerve conduction quickly 
and possesses a high insecticidal activity. 
However, a few exceptions exist and will 
be discussed later. 

It has been reported that the effective- 
ness of rotenone was due to the presence 
of chromano-chromanone ring in the 


Height of action potential(%) 
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Fig.2. Changes in the height of the action potential of 
the cockroach nerve after treatment 
rotenone and its derivatives. 

--[ ]---: Control, —@®—: 10-4M rotenone, ---A--- 
dihydro-rotenone, —Aa—: 10-4M rotenol, 
---Q---: 10-4M iso-rotenone, —x—: 10-4M derrisic acid. 


5 


mV 


min 


Effect of 10-4M rotenone on the action 
potential of the cockroach nerve cord. 
Top record: Before treatment with 
rotenone. The other records: After 
treatment. 
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molecule (Dann & Vatz, 1954). The 
present experiments revealed, however, 


that acetyl-rotenone, rotenol and dihydro- 
rotenol that have no chromano-chromanone 
ring had insecticidal activity. Rotenol 
stood to dihydro-rotenol as rotenone did 
to dihydro-rotenone both in structure and 
in toxicological behaviour. Considering 
the toxicities of rotenols, chromano- 
chromanol ring seems as important as 
chromano-chromanone ring in rendering 
rotenoides toxic. 

Taker (1958) and Martin (1946) reported 
that the asymmetric carbon atom at the 
position of 20 in the E ring (dihydro-furan 
ring) and two asymmetric carbon atoms 
at the position 7 and 8 in the central ring 
were very important to toxicity. Though 
dihydro-rotenone and rotenone-hydrochlo- 
ride, having all three asymmetric carbons, 
showed both enzymic and nervous toxi- 
cities, the latter was not insecticidally 
effective. It seems probable that rotenone- 
hydrochloride either could not penetrate 
the insect cuticle or was detoxified before 
reaching the site of action. 

Iso-rotenone, degueline and tetrahydro- 
rotenone, in all of which dihydro-furan 
ring of rotenone was altered, had either 
low or no toxicity probably due to the 
absence of asymmetric carbon atom at 
the position 20. 

Rotenolone-I, II and dehydro-rotenone 
gave evidence on the significance of 
hydrogen atoms on asymmetric 
carbons at the position 7 and 8. 
Both rotenolone-I and I, which 


were produced by oxidation of 
either one of the asymmetric 
carbons of rotenone, had lower 


insecticidal activities. In addition, 
dehydro-rotenone which had 
neither of these two asymmetric 
carbons had no toxicity at all. 

It had been assumed that the 
difference of structure between 


60 


with +otenolone-I and II was that of 
に position of H and OH, and 
Martin (1946) suggested that 


hydrogen atoms at the position 
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Fig. 3. Chemical structures of rotenone and its derivatives used 
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Table 1. 
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: Rotenone 


and insecticidal action by rotenone derivatives 


Inhibition of L-glutamic dehydrogenase, block of nerve conduction 


Chemical structure 
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Time for a naam “Asymmetric carbon. 
Per cent block of atom (s) in 
Me. Compount Insecticidal inhibition of codaction ーー 
oxicity glutamic (min) Chromano- Z Dihydro-pyron- 
ehydrogenase (No. of chromanone Pe a pyran ring 
Preparation) rc A EE Position Position 
8 
1. Rotenone 100 95~100 17(15) + - + + 
2. Dihydro-rotenone 75 92~100 18(6) 4° i + + 
3. Iso-rotenone 0 21.5~22.5 40(2), >80(4) ~ - 3 Sc 
4. Rotenone-hydrochloride 20 89~100 23(5), >60(1) + + + si) 
5. Degueline 60 68~73 45(6) + = = っ 
6. Tetrahydro-rotenone 0 0 ~ = + + 
7. Rotenol (N) 50 75~84.5 26(6) - + + + 
8. Dihydro-rotenol (N) 20~35 68~85 47(5), >80(1) aE + 13 
9. Acetyl-rotenone 50 70~74 25(6) - + + + 
10. Rotenone-oxim 0 15.5 - + + + 
11. Rotenolone-I 20~30 45~56 16(6) + = + + 
12. Rotenolone-II 0 0~9.0 33(3), >60(6) + + + + 
13. Dehydro-rotenone 0 3.5 >60(6) - + = = 
14. Deguelinol-I 0 0 + - + + 
15. Deguelinol-II 0 0 上 - + + 
16. Dehydro-rotenol (N) 0 8.0 = + Ea = 
17. Rotenolol-Ila (N) 0 0 = + + + 
18. Rotenolol-IIg (N) 0 0 - + + + 
19. Rotenolol-Ia (N) 0 0 - “tr + as 
20. Rotenolol-Ip (N) 0 0 - + + + 
21. Dihydrodehydro- 0 0 = = = = 
rotenone 
22. Desoxy-dehydro- 0 2.5 - + ー ここ 
rotenone (N) 
23. Dihydro-desoxy-dehydro- 0 13.0 = 2 — 5 
rotenone (N) 
24. Derrisic acid 0 0 >60(6) - + = = 
25. Dihydro-derrisic acid 0 0 >60(6) - > = = 
26. Toxicaric acid 0 7.5~10.5 >60(6) - - = — 
zi. (N) 0 ’ 0 = 2 = = 
28. Tubaic acid 0 0 ご a = = 
29. (N) 0 0 = 3 > = 
30. (N) 0 0 < = a i: 
Si - GN) 0 0 = ‘a 3 
32. (N) 0 0 = = ae = 
Soe CN) 0 4.5 
34. C23H220¢ (N) 0 0 = = ai Be 
(Isomer of rotenone) 
35. (N) 0 0 = = = = 


N: New compound. 


of 7 and 8 were important in determining 
the toxicity of rotenoides. 

According to recent studies, however, 
the difference lies in stereoconfiguration of 
the two rotenolones, rotenolone-I having 
trans- and rotenolone-II cis-configurations 
(Miyano & Marsui, 1958f). The present 
results on the two compounds showed that 
trans-configuration at the position of 7 
and 8 was more important than cis- 


configuration there. 

Compound 32, a derivative of chro- 
manone, had no toxicity, although Dann & 
Vaiz(1954) reported some toxic chromanone 
derivatives. 

It is concluded that in the case of 
rotenoides, a close correlation exists 
between the inhibition of L-glutamic de- 
hydrogenase, the block of nerve conduc- 
tion, and the insecticidal activity. In no 
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case is there high insecticidal activity in 
the absence of enzyme inhibition. These 
results confirm the previous conclusion 
that the inhibition of L-glutamic dehydro- 
genase plays a major part in killing 
insects. 


SUMMARY 


Rotenone and its thirty-four derivatives 
including seventeen new compounds have 
been examined for their insecticidal 
toxicities, enzymic inhibition and nervous 
toxicities, using the azuki bean weevil, 
the thoracic muscle mitochondria of the 
horned beetle and the nerve cord of the 
American cockroach, respectively. 

A close correlation existed between in 
vitro inhibition of glutamic dehydrogenase 
system, block of nerve conduction and 
insecticidal activity. 

The relation of the chemical structures 
of rotenone derivatives to their toxicities 
was discussed. Though it has been 
reported that the effectiveness of rotenoides 
is due to the presence of chromano- 
chromanone ring in the molecule, the 
present results show that chromano- 
chromanol ring is also as important. 

Trans-configuration at the position 7 and 
8 was more toxic than cis-configuration 
there. 
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ョ テ ノ ン 誘導 体 の 化学 構造 と 薬理 作用 


= 


ve 見 


中 津 ) 


te i we 


FESTA TEESE BZN OT AL TT PE BR + AE Pe a Se rE 


ョ テ ノ ン は 戦後 現われ た 有 擬 合成 殺虫 剤 と 違っ て 人 者 
に 対し 低 毒 性 で , また 植物 に 対す る 薬害 も 少な い 優 秀 な 
天然 殺虫 剤 の 一 つ で ある 。 す で に K 筆 者 あら は コテ ノン は 
こん 貝 体内 で 神経 お よび 筋肉 の 細胞 呼吸 を 抑制 し , 死に 


‘BLL め ゐる が , その 細胞 呼吸 抑制 の 一 部 は L- ゲ グル タ R 
ン 酸 脱水 素 酵 素 系 の 抑制 に よる も の で ある と 結論 Let 
(深見 ・ 富 沢 。1956) 。 き て 今回 は ロ テ ノ ン の 化学 構造 | 
MBH EO 関係 を 知る た め に , TAHA し L- グ ル タ ぎ | 
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ン 酸 腕 水 素 酵 素 阻 害 力 , FEI LOC AO RE 
伝導 抑制 力 を , ロ テ ノ ン お よび 34 種 の ロ テ ノ ン 誘 導体 
に つい て 比較 検討 し た 。 

と ん 虫 エ L- ゲ ケル タ ミ ン 酸 脱水 素 酵素 と て は , カブ トム 
シ 筋 肉 の ミト コン ドリ ア を 材料 と し て , Fuse? VAR 
因 時 の 酸素 吸収 量 を 測定 し た 。 殺 躍 試験 と し て は アズ キ 
ヅダ ウム シ を 使用 し , 常 法 に よっ て 実験 を 行なっ た 。 ま た 
と ん 貝 神経 の 興奮 伝導 は , ワウ モン ゴキ ブリ 腹部 神経 索 の 
単 一 刺激 に よる 活動 電位 を 。 オシ ログ ラフ を 用 いて 測定 
し た 。 使用 し た ロ テ ノ ン 誘 導体 は 東大 農学 部 有機 化学 教 
芯 よ り 供与 され た も の で ある 。 そ の うち 17 は すでに 化 
学 構造 が 明らか に され て いた が , 残り 17 は 新しく 作ら 
5 だ も の で ある 。 
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CHHCOW CHRAS A, 興奮 伝導 抑制 力 お よび 殺 
虫 力 の 間 に 明 ら か な 平行 関係 が み ら れ た 。 殺虫 力 と 酵素 
阻害 力 と の 関係 に つい て は , MercaLr & Marcu (1949) 
が 有機 リン 殺虫 剤 の コリ ン ェ ステ ラー ぞ ゼ 阻 害 力 と 殺 躍 力 
と の 間 の 平行 関係 を 見 い だ し て 以来 , 他 の 殺虫 剤 で は 初 
め て で ある 。 また 化学 構造 と 殺虫 力 と の 関係 に つい て 
は , 従来 密接 な 関係 が あぁ る と いわ れ て いた 
chromanone 核 は 必ず し ゃ 必須 条件 で は な く , 
さら に 11 位 が ア 
セチル 化 さ れ た アセ チル ロ テ ノ ン る も 殺虫 性 が あっ た 。 PB 
テ ノ ン の 殺虫 性 に お いて は , また 7 位 お よび 8 位 に お け 
る トラ ンス 構造 の ほう が シス 構造 より も 重要 で あっ た 。 


chromano- 
chro- 
mano-chromanol 核 も 有望 で ある 。 


wy 


カミ キリ ムシ 幼虫 の 栄養 生理 I 

RAsMUSSEN, S. (1956) Nutritional preference ex- 

periments with larvae of house longhorn beetle, 
Hylotrupes bajulus. Oikos (Acta Oecologica Scan- 
dinavica) 7: 82~97. 
: カミ キリ ムシ の 一 種 Aylotrupes bajulus \X#ARM 7% & 
ASH, その 表層 に 近い 部 分 だ どけ を せん HF) FL, 心 
MICRA EV. CORBO-OLUT, 本 種 が 材 中 
の ペ プ ト ン 含 量 の 相違 を 選択 で きる か 否 か を , 特殊 な 人 
LH CHS ic, 

ATES MRO AA Cis 7 12 GA E 71k 5 GA) MT, 
CHICHMXOWE CO, 1, 2, 4,8%) の ペ プ ト ン 水深 液 
BLATHER, その 何 枚 か を 2 枚 の ガラ ス 板 の 間 に は さき 
AC [ARM] と し た も の で ある 。 合板 は 選択 実験 の 場合 
CERT RY ORMVAOMSBO SON LIMITA DY, 
FPR DOM (H SAMI S DO CKHESVTRELETO 
Hie Ani. Kit, 実験 の 半分 は イー スト の 水 押 出 物 
RMA Io CORB 89% R. H., 27°C に 保存 し , 3 
DAB HOT 幼虫 の 成長 状態 お よび 栄養 選択 を 調べ 
io MHOKMIZ, 木材 の 場合 も ろ紙 の 場合 も , ペ プ ト 
玉 の 多い 区 ほど 重く , 特に 木材 に イー スト を 加え た 区 で 
譜 ペ プ ト ン の 添加 に よっ て 著しい 増加 が み ら れ た 。 栄 

選択 の 実 険 で は , ろ紙 の 場合 も 木材 の 場合 も , (1) 
| 部 分 の 幼虫 は ペ マ プ ト ン 量 の 多い 層 に と 食 入 し て いた こと 

» (2) ペ プ ト ン 量 の 多い 層 に 食 入 し た 個体 の ほう が 

きか っ た こと と が わか っ た (UPL, CORMTIA IA 

後 が ペ マ プ ト ン の 少な い ほ う へ 食 入 し て いる 。 も ちろ ん 

種 時 の 幼虫 の 頭 部 は 半分 は ペ マ プ ト ン の 少な い ほ う へ , 


BK 


他 の 半分 は 多い ほう へ 向け て お いた )。 死亡 率 は 木材 で 
約 6%, ろ紙 で 約 25% で あぁ っ て , ペ プ ト ン 濃 度 と は 無 
関係 で あっ た 。 かく て , 本 種 の 幼虫 は , せん 和 孔 中 に ペ プ 
トン 濃度 の 異な っ た 材 を 選好 し , また こと の 行動 は 栄養 的 
役割 を 果たし て いる 。 Chat 伊藤 嘉昭 ) 


カミ キリ ムシ の 栄養 生理 II 

RAsMUSSEN, S. (1956) On the significance of cho- 
lesterol and yeast extract in the diet of larvae 
of house longhorn beetle (Hylotrupes bajulus). 
Oikos (Acta Oecologica Scandinavica) 7 : 243~ 
250. 

前 報 で 述べ た ろ紙 合板 法 に よっ て ヵ カミ キリ ムシ の 一 種 
Hylotrupes bajulus の 栄養 要求 を 調べ た 。 ろ 紙 に ,。 ペ 
プ ト ン と イー スト の 水 抽出 物 を 加え て 本 種 の 幼虫 を 飼育 
する と , その 成長 は マ プ ト ン が 多い ほど 良く , また イー 
スト 抽出 物 が は いっ て いる ほう が 良い が , 最良 の 場合 で 
% 完全 に 成 鷲 せ ず , 木材 の 場合 より 小さ い 発 育 段 階 で 正 
HS CHCALMA lg Hib 0.15mg OA VAT 
ョ ロー ル を 加え る と , EAORBERZORF ILE < 15430 
結局 , ペ プ ト ン は 幼虫 が どの くら い 大 きく な れる か と い 
うと と に 関係 し , イー スト か ら 抽 出さ れ た ビタ ミン と コ 
レス テロ ー ル と は , も る っ と 質 的 な 要因 と し て 働 ら いて い 
る よう で ある 。 イー スト を 加え な く て も あぁ る 程度 成長 す 
る と は WF ペ プ ト シン 中 選 信 まれ る Bi & Be (KF bY 
lg あぁ あたり B13.0gg, Bs 5.0 gg) に よる の で あろ うぅ 。 

(HE «FRR AA) 


Sulfhydryl Groups in the Blood of Metamorphosing 
Lepidopterous Insects’ 


By Masaru Kato and Katsuki MIURA 
Zoological Institute, College of Science, University of Kyoto, Kyoto 


It is well known that the substances 
involving SH group in their chemical 
configuration play important roles im vivo 
as catalysts in various metabolic reactions. 
It is interesting to see, therefore, change 
of SH content in the metamorphosing 
period of insects. But so far as we are 
aware, there is no investigation concerning 
SH groups in the blood at the time of 
pupation. It may be due mainly to the 
difficulty of determining SH groups in an 
intact state. Now thanks to the discovery 
of the reduction of -S-S- group by SH 
group revealed by Zima, Rirsert & Mo tz 
(1941) and Sauasut & Surpasaki (1951), we 
can estimate SH content in the blood of 
insects, using ‘‘allithiamine’’ (TAD) which 
contains -S-S- group in its chemical con- 
figuration. Using this method the present 
investigation was undertaken to measure 
SH groups of the blood of Bombyx mori 
and Philosamia cynthia ricini at the time 
of their pupation. 

The authors wish to express their 
sincere gratitude to Prof. Dr. M. Icuixawa 
for his kind assistance in the preparation 
of this manuscript. They are also greatly 
indebted to Dr. Z. Yosuipa for his valuable 
criticism and to Dr. M. Fuyiwara for his 


kind supply of allithiamine and _ its 
derivatives. 
EXPERIMENTAL 
Materials. — Three races of ‘J112x 
Cili5s”, “Daizo” and “Taihei”’ of the 


commercial silkworm Bombyx mori were 
employed together with the Eri-silkworm, 
Philosamia cynthia ricini. The larvae were 
reared with usual methods, and were 
incubated at the time of pupation at 23~ 
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25°C, except for the race of Taihei which 
was incubated at 18~20°C. The blood 
was collected from 6~10 individuals into 
a tube containing toluene, and was 
immediately used for microdetermination 
of SH groups. Allithiamine and its deriva- 
tives such as shown in Fig. 1 were syn- 
thesized by the courtesy of Dr. M. Fujiwara 
of the University of Kyoto in the Takepa 
Pharmaceutical Laboratory. 


に Cc -NH。 
N3C- C C -CH2-N S- S-CH2-CH=CH; 
N= CH NG C- CH,-CH2-OH 
CH, 
(i) 
N-C-NH2 /CHO 
HsC- ® C -CH-N S- S-CH2-CH2-CHs3 
N= CH Ne C- -CH2-CH2-OH 
CH, 
. (I) 
N- or NH, ,CHO 
H.C-C C-CH,- N  §-S-CH,-CH,-OH 
N= CH ‘C= C- CH2-CH2-OH 
CH, 
(Ml) 
Fig.1. Allithiamine derivatives (1); allithi- 
amine (TAD) (II); thiamine propyl- 
disulfide (TPD) (III); thiamine 


hydroxyethyldisulfide (TOED). 


Preparation of Experiment 1 

a) 0.6m/ of TAD (2504g per mi) 
aqueous solution (pH 5~6) was added to 
the mixture of 4m/ of phosphate buffer 
solution (pH 5.91) and 0.4m/ of cysteine 
(1000 vg per m/) aqueous solution. After 
five minutes, 5 m/ of the saturated aqueous 


‘ solution of p-mercuribenzoic acid (PCMB) 


was added to the mixture. Total volume 


This work was aided By a grant from the Ministry of Education of Japan. 
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became 10m/, and final concentration of 
each component was as follows: cysteine, 
3.3Mp.p.m.; TAD, 4.4Mp.p.m.; PCMB, 
5.0 M p.p.m. 

b) 5m/ PCMB was added to the mixture 
of 4m/ of phosphate buffer and 0.4mi/ of 
cysteine. After five minutes, 0.6m/ of 
TAD was added to the above mixture. 

c) As control, 0.6 m/ of TAD was added 
to the mixture of 9m/ of phosphate buffer 
and 0.4 m/ of cysteine. 

Preparation of Experiment 2 

a) lm/of TAD (10 vg per m/) aqueous 
solution or its derivative, thiamine propyl- 
disulfide (TPD) or thiamine hydroxyethy]l- 
disulfide(TOED), was added to the mixture 
of 8.5m/ of phosphate buffer and 0.5 m/ of 
blood. 

b) After addition of 0.5m/ of blood to 
the mixture of 7.5m/ of phosphate buffer 
and 1m/ of PCMB, 1m/ of TAD or one of 
its derivatives was also added to the above 
mixture. 

c) As control, 0.5 m/ of blood was mixed 
with 9.5 m/ of phosphate buffer. 

Reduction of Allithiamine and its deriva- 
tives. —_10m/ of the mixture prepared 
above was poured into a centrifugal tube. 
After adding 2~3 drops of toluene, the 
tube was incubated for one hour at 371°C. 
During incubation, recombination of di- 
sulfide form is expected to take place 
between the SH group of cysteine or 
proteins and the -S-S- group of TAD or 
its derivatives, as is shown in the following 
equation (Zima et al., 1941; Sanasur & 
SHIBASAKI, 1951; Honpa, 1956) : 


5-5 -(B,) + HB-(R)-—> 


TAD or its cysteine or 
derivatives proteins 
(R)-S-S-R’) + -S=(Bi) ........: (1) 
allyl thiamine 
disulfide 


Estimation of thiamine.— After incuba- 
tion, the tube was added with 4 m/ of 10% 
etaphosphoric acid and _ centrifuged. 
djusting the supernatant fraction to pH 
5, the volume was made up to 20 m/ with 
ater. Thiamine content of the solution 
Was then determined by means of an 
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usual fluorometric method of thiochrome 
using ion exchange resin (Fujrwara, 1955). 
It is clear from equation (1) that if thia- 
mine is contained much more in the test 
material than in control solution, it should 
be identical to the content of SH group in 
vivo, because the disulfide form such as 
allithiamine cannot act with ascorbic acid 
(Zima et al., 1941; Honpa, 1956). 


RESULT 


1. Reaction rate between SH group and 
PCMB or TAD.— As shown in Table 1, 
the yield of thiamine due to reaction 
between TAD and cysteine is prevented 
by Hgt+ ion. Therefore, it seems likely 
that the rate of complex formation between 
the SH group of cysteine and Hg** ion of 
PCMB is greater than that of reduction 
of the -S-S- group of TAD by the SH 
group of cysteine. 


Table 1. SH contents in vitro produced by 
reduction of allithiamine in the 
presence of cysteine 

fendi Sava ~ Content of SH group 
Sa ee nent produced by allithiamine 
(#8) 
Average 
Experiment 1, a)* 2.70~1.90 2.30 
Experiment 1, の * 0.14~0.30 0.22 
1a) es 9.40~8.60 9.00 


Experiment 


* Reaction between cysteine and TAD in 
the presence of Hg** ion of PCMB. 
** Reaction between cysteine and TAD alone. 


2. Reaction rate between SH group in the 
blood and TAD derivatives.—SH content 
produced by reduction of the -S-S- group 
of TAD derivatives in the presence of SH 
group of blood is indicated in Fig. 2. 
From the figure, it is clear that the rate 
of reduction of -S-S- group decreases as 
the following order: TAD (A line)>TPD 
(B line)> TOED (C line). 

3. Contents of SH group and thiamine in 
the blood of metamorphosing larvae of 
Bombyx. — SH content of the blood is 
different among the races of Bombyx mort 
as shown in Figs. 3 and 4. The hybrid 
J112xC115 is markedly less in SH content 
(A' line) throughout the metamorphosing 
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ee: 


i 


>) 


1k, te A 


day (metamorphosing) 


Reaction rates between SH group in 
the blood and TAD derivatives. A 
line indicates the degree of the reac- 
tion rate with TAD, B line the degree 
of the reaction rate with TPD, C line 
the degree of the reaction rate with 
TOED. M indicates the onset of 
metamorphosis, P the time of pupa- 
tion. Materials were incubated at 
23~25°C. 


Ege 2 


stage. Daizo shows an increase of SH 
content (B’ line) on the first and second 
days after the laval maturation and a 
decrease thereafter towards pupation. On 
the other hand, the content of thiamine 
(A and B lines in Fig. 3) in both races is 
always at higher level than that of SH, 
and increases gradually from maturation 
to the time of one day before pupation, 
when it reaches to the maximum but 
decreases again. In the case of Taihei 
the difference between SH content (A line) 
and thiamine content (B line) is not so 
conspicuous at least up to the third day 
after maturation. Maximal content of 


thiamine appears on the fifth day and is’ 


followed by a subsequent decrease. But, 
such increase of SH content can never be 


found in the later larval period as shown 
Do 


pg/ml 


Fig. 3. 


Fig. 4. 
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day (metamorphosing) 


Contents of SH group and thiamine 
say OS 
Bombyx mori. A: 
A': SH content in the race of J112~x 
C115, 
content 
indicates the onset of metamorphosis, 
P the time of pupation. 

were incubated at 23~25°C. 


metamorphosing blood of 
thiamine content, 


B: thiamine content, B': SH 
in the race of Daizo. M 


Materials. 


Q 91°52" EA NC 


day (metamorphosing) 


| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 


Contents of SH group and thiamine | 
in the metamorphosing blood of 
Bombyx mori. A: SH content, B: 
thiamine content in the race of Taihei. 
M indicates the onset of metamor-. 
phosis, P the time of pupation! | 
Materials were incubated at 18~20°C. | 


| 
| 
| 
| 
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_ 4. Content of SH group and thiamine in 
the blood of metamorphosing larva of 
Philosamia. — SH contents obtained from 


pg/ml 


Sie 


aloes ee 3 eat 


day (metamorphosing) _ 


Contents of SH group and thiamine 
in. the metamorphosing blood of 
Philosamia cynthia ricini. A: SH 
content, B: thiamine content. M 
indicates the onset of metamorphosis, 
P the time of pupation. Materials 
were incubated at 23~25°C. 


Fig. 5. 
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a) and c) and thiamine content obtained 
from c) in Expt. 2 are shown in Fig. 5 
and Table 2. It is found from these figure 
and table that there is a higher content 
of SH group and a lower content of thia- 
mine throughout the period. SH content 
fluctuates and attains a maximal peak on 
the first day after the larval maturation 
with a sharp decrease towards pupation. 
Comparison of Figs. 3, 4 and 5 indicates 
that there is a great difference in the 
fluctuation of SH and thiamine contents 
between Bombyx and Philosamia. From 
this, it is assumed that there is a species- 
specific correlation between the metabolism 
of SH compound and that of thiamine at 
least in the period of observation. 

5. Two types of SH compound in the blood 
of Philosamia.— The amount of SH group 
in the blood of metamorphosing Philosamia 
is shown in Table 2 and Fig. 6. B line in 
the figure represents the content of SH 
group obtained from the calculation of the 
following equation: 

EB, — (B2—Eg) = Eg nc. snsnscnsennser (2) 
Where, E; is introduced from a) and c) 
inv hxpte 2p bee trOm sb) sands), andes 
from c) respectively. Consequently, E, 
represents SH content which is to react 
with PCMB. It is also indicated that there 
is a comparatively large amount of SH 
compound at the time from the first to 
the second day after the larval maturation. 
A line in Fig. 6 is rewritten from E; in 
Table 2, which is obtained from the 


Table 2. Thiamine content (SH content) in the blood of metamorphosing 
Philosamia (vg per mi) 
| Eo** : 
| E\* Thiamine content Baas : yes 
Stage after | Thiamine content obtained by the Thiamine content Thiamine content 
maturation | obtained by the reaction with in the absence of calculated from 
reaction with TAD in the pre- TAD and PCMB equation (2) 
TAD sence of PCMB 
ay | 8.0 4.0 0.0 4.0 
0 | 9.4 9.2 0.0 0.2 
1 | 12.8 6.4 0.0 6-4 
の | 9.0 Wy Ong ‘(geal 
3 | 3.6 3.2 0.2 0.2 
4 2.9 1.8 0.3 0.8 
** A line in Fig. 6, *** B line in Fig. 5, **** B line in Fig. 6. 


* A line in Fig. 5, 


E;: a) minus c), Es: b) minus c), Es: ©) 


i Exp 


respectively. 
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pg/ml 


=, Pan ee Se 

Fig.6. Two types of SH compounds in the 
blood of Philosamia cynthia ricini. A 
indicates the amount of SH group in 
the case when the blood is reacted 
with TAD, B the amount of SH group 
in the case when the blood is reacted 
with PCMB. M indicates the onset 
of metamorphosis, P the time of 
pupation. Materials were incubated 
at 23~25°C. 


calculation of the following equation: 
E;— (E4—E3) 2 ee taale ale (3) 


Consequently, E, indicates the amount of 
SH group which reacts with TAD alone 
in the presence of PCMB. Its maximal 
value exists at the time of maturation with 
subsequent decrease towards pupation. 


DISCUSSION 


It may be interesting that the fluctua- 
tion patterns of both SH compound and 
thiamine in the blood of Philosamia is 
different from those of Bombyx. But, it is 
not clear why such a difference is brought 
about, because we lack completely the 
knowledge as to what metabolism is 
involved in this event. Only one point we 
may say is that there seems to be some 
relationship between SH compound and 
thiamine in the blood of metamorphosing 
insects. 

The data in Fig. 6 Suggest that there 
are two types of SH compounds which 
differ in the moiety ‘““R” of R-SH in the 
blood of metamorphosing Philosamia. If 


、 group in the blood. | 


R moieties of these SH compounds are the 
same with each other, SH content is to 
be inappreciable in any stage of the 
maturation period in the presence of 
PCMB, because the rate of complex forma- 
tion between the SH group of cysteine and 
Hgt+ ion of PCMB is larger than that of 
reduction of the -S-S- group of TAD by 
the SH group of cysteine as shown in 
Table 1. It seems likely that the increase 
of the amount of SH compound which 
reacts with PCMB should be brought about 
by the decrease of SH compound which 
reacts with TAD when TAD alone is 
present. It is, therefore, assumed from 
the above observation that the modification 
(configurational change) of R moiety of 
these SH compounds (R-SH) should occur 
in the metamorphosing blood. 

It is also of interest that the fluctuation 
of SH compound which reacts with PCMB 
is parallel with that of SH compound 
which inhibits the tyrosinase activity in 
the metamorphosing blood of Philosamia 
(Harapa & Karo, unpublished). It has 
already been found by Karo (1958) with 
Philosamia that TAD inhibits the melano- 
genesis in blood at the early maturation 
period. In addition, another experiment 
(Kato & HarApa,unpublished) has revealed 
that TPD and TOED are not only invalid | 
for the melanin formation but accelerative | 
for it under such conditions as examined | 
with TAD. The information on this | 
accelerating mechanism for melanogenesis | 
will be given in a separate paper. 


SUMMARY 


1. The estimation of SH group in the 
blood of metamorphosing  silkworms, 
Bombyx mori and Philosamia cynthia ricini, | 
was carried out with the usual fluorometric | 
method of thiamine. In this case, thiamine | 
is to be produced by the reduction of | 
allithiamine (disulfide compound) by SH 


2. There occurred difference in the}} 
amount of SH group and thiamine in the} 
blood not only between Philosamia andll 
Bombyx but also between the races of | 
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Bombyx. 

3. A probable existence of some re- 
lationship between the metabolisms of SH 
compound and thiamine is assumed in the 
blood of metamorphosing stage of these 
insects. 

4. It is suggested that there are at least 
two types of metabolic pattern of SH 
compounds in the blood of Philosamia. 


摘 
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要 


りん し 上 有 目 こ ん 虫 の 変態 時 の 体液 に み ら れ る SH 基 


加 藤 


a es | 


Sasa: as wl! 


京都 大 学 理学 部 動物 学 教 室 


-S-S- 型 で ある アリ チア ミン が SH KiCL5 CS 
eh, FF ey (ビタ ベン |B:) を 遊離 する 原理 を 応用 
L, AKITA 5S SH 基 を 定量 し た 。 し た が っ て 対 
双 区 と に み ら れ る 遊離 型 チ アミ ン 量 より も アリ チア ミン の 
添加 に ま よっ て 得 ら れ た 実験 区 の チア を ン 量 が 多い 場合 , 
CORRE b> CHMPO SH 基 の 量 と し た (チア ミン 
の 定量 は イオ ン 交 換 樹脂 を 用 いる チオ クロ ー ム 法 に よっ 
ご の の 3 人 低 つ で カイコ の 3 品種 と エリ ザン と 
の 変態 時 に お ける 体液 中 の 遊離 型 SH 化合 物 な ら び に タ 
シンパ ク 中 の SH 茶 の 消長 を 調べ た 。 


その 結果 , も と も と 体液 中 に 存在 し て いる 遊離 型 チ アァ 
ミン 量 は カイ コ に 多く , エリ サン に 少な く , SH 基 は カ 
有 コ に 少な く ,。 エリ サン に 多い こと こと が 判明 し た 。 COM 
因 に つい て は 不明 で ある が , 少な く と も 変態 期 の SH 共 
と チア ミン に 関し て は , 種 的 特異 性 が ある よう に 思わ れ 
る 。 ま た エリ サン で は , PCMB と 特異 的 に 反応 する SH 
基 と そう で な い SH 基 と が こと の 期 の 体液 に 存在 する と と 
が 判明 し た が , これ は R-SH の R 尺 部 分 の 立体 的 構造 の 


相違 に 基づい て いる も の と 推定 され る 。 


The Emergence of Winged Viviparous Female in Aphid 


VIL 


On the Rareness of the Production of the Winged Offsprings 


from the Mothers of the Same Form 


Ichiro NODA 
Biological Laboratory, Faculty of Education, Ehime University, Matsuyama, Ehime Pref. 


INTRODUCTION 


It has been frequently observed that, in 
many species of aphids, the winged nymphs 
are hardly produced from a parent of the 
same form, but commonly from that of 
the other form, i.e., the unwinged one. 
SuuiLl early demonstrated that the off- 
springs of winged parthenogenetic females 
show a very striking tendency to become 
wingless regardless of their environment 
(1918). His result was confirmed by 
Davipson (1921), Waptey (1923), TAKAHASHI 
(1923) and Ewine (1925). AckKERMAN (1926) 
supposed that there must be a factor or 
factors which determine the production of 
wingless offsprings from the winged 
mothers. Grecory(1917)could not succeed in 
obtaining the alate form from the mothers 
of the same form which had been starved 
for 48 hours. In the previous papers I 
also made the suggestion that the nymphs 
born from the winged mothers may 
probably preserve a potential not to become 
the same form, which is hardly disturbed 
by external factors such as starvation 
or overcrowding (Nopa, 1954, 1956). 
So, for some time I have concerned 
myself with a study to answer experi- 
mentally to this question. The result was 
such that the problem is not so simple 
but rather complicated in the aphids 
used. 

It is my gladness to express the ap- 
preciation to Prof. K. Korpsum1 of Shinshu 
pe oy for his valuable criticism and 


1 


respectively. 
(Received for publication, July 25, 1959) 


reading of the manuscript, and also to 
Prof. I. Ucurxkawa of Ehime University 
for his encouragement. 


MATERIALS AND METHOD 


Three species of aphids were used in 
the experiment. They were the apple 
grain aphid, Rhopalosiphum prunifoliae, the 
corn aphid, Aphis maidis and the English 
grain aphid, Macrosiphum granarium. Off- 
prings born from both forms of each 
species were reared in small vials under 
different conditions of overcrowding, 
starvation, stale leaf, etc. which were 
thought to be responsible for the wing 
development. In addition, the offsprings 
were also reared under various constant 
temperatures to confirm whether signifi- 
cant differenee could be found in the 
duration of development between the two 
family lines or not. Ecdysis was checked 
every two hours to estimate the time 
required for the completion of develop- 
ment in each instar. The check was not 
done during the night from 2 to $ a.m, 
but the approximate time was registered 
by the conjectures based on the observa- 
tions of sclerotization of several parts of | 
body such as appendages. The food leaves | 
were exchanged for new ones every day, 
except for the lot of stale leaf. | 


RESULT 


Experiment 1. The offsprings of Rho- 
palosiphum  prunifoliae 
unwinged females! were divided into six 


Offspring born from the unwinged and the winged females is called “‘O-UNW” and “O-W”’ 


(272 ) 


born from the |} 
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Table 1. Percentages of the winged forms produced by the wingless and the 
winged females in Rhopalosiphum prunifoliae 
; Winged 
Offspings Conditions Total Unwinged 
Number % 
Overcrowding at 20°C 220 57 163 74.1 
| Overcrowding at 25°C 211 63 148 70.1 
From the | Starvation (10 hr) 110 27 83 75.5 
unwinged | Light exposure (20 hr) 115 79 36 31.3 
Stale leaf 134 26 108 80.6 
Control 108 104 4 See 
Overcrowding at 20°C 56 56 0 0 
Overcrowding at 25°C 54 53 1 1.8 
From the Starvation (10 hr) 124 122 2 1.6 
winged Light exposure (20 hr) 111 111 0 0 
Stale leaf 165 161 4 25 
Control 66 66 0 0 
lots. In the first and the second lots, the Experiment 2. The newly born O-UNW’s 


larvae were reared under constant tem- 
peratures of 20°C and 25°C respectively 
at a rate of 60 individuals per 10cm? of 
leaf piece of Triticum vulgare. The third 
was starved for 10 hours after the larvae 
had fed on leaves for 15 hours immediately 
after the birth. The fourth was reared 
in darkness with normal food for 20 hours 
immediately after the birth, and then was 
subjected to light for 20 hours ranging 
from about 680 to 6700 luxes in intensity. 
The fifth was fed on the stale leaves used 
previously to rear the offsprings in the 
experiment of overcrowding. The sixth 
was a control lot and reared by normal 
method. Temperatures were always 
maintained at 25°C except in the first lot, 
and light was kept away throughout the 
experiment with the exception of the 
fourth lot. Population density was at 
a rate of 10 per 10cm? except for the 
first and the second lots. The offsprings 
born from the winged females were also 
treated with the similar methods under 
the similar conditions. 

Table 1 gives the result. 

Significant differences at 1% level can 
be seen between the corresponding lots 
except in the control where the result is 
the same each other. The rate of the 
winged form production is exceedingly 
higher in the O-UNW’s than in the O-W’s 
under every condition. 


and O-W’s were reared individually at each 
constant temperature of 10°, 15°, 20°, 25°, 
and 30°C, and the durations of develop- 


| $$$ yn 
Se een nets ee O-W" (average) 
"0O-UNW" 

"0O-UNW" ( average ) 


120 


Duration of development in hours 


TG 15 20 25 30 
Temperature (で ) 

Relation between temperature. and 

the length of the first instar in 

Rhopalosiphum — pruntfoliae. The 

longest and the shortest lengths are 

represented by the two identical-solid 


Fig. 1. 


lines. 
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"O-Wn 
RECS S SSS 0-W" (average) 
TN 

"O-UNW"( average ) 


Duration of development in hours 


Tempe rature(C) 


Fig.2. Relation between temperature and the 


length of the second instar in Rhopa- 
losiphum prunifoliae. The longest and 
the shortest lengths are represented 
by the two identical solid lines. 


mental period in each instar were esti- 
mated. There was no significant difference 
in the length of each instar with the ex- 
ception of the first instar. Figs. 1 and 2 
indicate the longest, the shortest and the 
average lengths of the first two instars in 
relation to temperature. 

The following facts may be easily derived 
from the figures: 

1) Both the longest and the shortest 
durations of development in the first and 
the second instars of O-UNW become 
longer with a fall of temperature. The 
curves for the first and the second instars 
run almost parallel, so that there is no 
Significant difference between them at 
each temperature. 

2) The longest duration of the first 
instar of O-W is unexpectedly greater as 
Ocmpared with that of O-UNW. It is 
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almost constant at temperatures between 
15°C and 30°C, but becomes remarkably 
longer abruptly when temperature falls 
to 10°C (significant at 1% level). 

3) The shortest duration of the first 
instar of O-W becomes longer gradually 
as temperature falls, keeping roughly a 
parallel pace with the longest of the first 
instar of O-UNW. No siginificant differ- 
ence can be seen between these two ex- 
tremities, the shortest of the former and 
the longest of the latter. 

4) In consequence of (2) and (3), vari- 
ance coefficients in the duration of develop- 
ment of the first instar at temperatures 
of 20~30°C become strikingly greater in 
the O-W than in the O-UNW, indicating 
significant differences at 1% level as seen 
in Table 2, but those at 10~15°C are not 
so great. 


Table 2. Variance coefficient in the duration 
of development of the first instar 
of two family lines in Rhopalosiphum 
prunifoliae 

Family Temperature (°C) 

ae 10 lise. 20juer 6 eee 
OLW YY ONS 20: Melee s0L8 MRSS steerer 
O-UNW | PRE ise: eb AWARE) 9.7 


5) Difference in average length in the 
first instar between the two family lines 
is also significant at a level of 5% when 
temperature is in the range of 15~30°C, but 
not at 10~15°C. 

6) The length of developmental period 
of the O-W is shortened abruptly in the 
second instar and becomes quite the same 
value as that of the O-UNW at each tem- 
perature. 

Experiment 3. The newly born O-W’s of 
Rhopalosiphum prunifoliae were reared at 
a rate of 60 individuals per 10cm’ of fooc 
leaf under a temperature of 25°C. 
ately after the average duration of develop- 
ment of the first instar, they were divided 
into two lots. One of them consisted of the 
larvae which had finished completely the 
first ecdysis within average duration 


Immedi- | 


| 
| 


| 


| 
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(rapid lot) and the other of those finished 
the ecdysis after the average duration 
was over (slow lot). Then all of them 
were reared until the wing buds became 
visible. The experiments were repeated 
eight times and the number of cases in 
which the winged forms appeared from 
each lot was estimated (Table 3). 


Table 3. Number of cases in which the winged 
forms emerge from the winged females 
of Rhopalosiphum prunifoliae 


| Number of Number of ? 
cases in cases in 
Lot | which the which no Total 
winged form winged forms 
_ emerges emerges 
Rapid lot 3 5 8 
Slow lot 0 8 8 


According to y’-test the difference in the 
number of cases in which the winged forms 
appear between rapid and slow lots is 
approximately significant at 5% level. 
This seems to suggest that the winged 
form is liable to emerge from the offsprings 
which finished the first instar within a 
relatively short period of time. 

Experiment 4. The O-W’s and O-UNW’s 
of Aphis maidis were fed separately on 
the leaves of Holcus Sorghum L. var. 
japonicus at a rate of 40 individuals per 
10cm’ under a constant temperature of 
25°C in dark condition, and the results 
quite similar to those in Rhopalosiphum 
prunifoliae were obtained (Table 4). 

Experiment 5. The similar rearing ex- 
periment as Experiment 2 in Rhopalosiphum 
prunifoliae was carried out in Aphis maidis 
with the following result (Fig. 3 and 4). 


Duration of development in hours 
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The results obtained in Aphis maidis 
are roughly in agreement with those in 
Rhopalosiphum prunifoliae. But there is a 
small difference; in the first instar of 
O-W, the difference of length between the 
longest and the shortest durations of 
development at temperatures of 15~30°C 
is not so great as in the latter species. 


120} 


“O-we 
"O-W" (average) 
"O-UNW" 

"O-UNW"( average) 


80} 

60} 

40} 

20 38% “ 

10 2:5. 20 25 30 
Tempe rature(‘c) 

Fig.3. Relation between the length of the 


first instar and temperature in Aphis 
maidis. The longest and the shortest 
lengths are represented by the two 
identical solid lines. 


Table 4. Percentages of the winged forms produced by the winged and the 
unwinged females in Aphis maidis 
Winged 
i diti | Total Unwinged = = 

Offsprings Condition Number % 
i 108 36 72 66.7 
From the unwinged eras 134 61 73 54.4 
i 107 107 0 0 
From the winged | ees 99 99 0 0 
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Fig. 4. Relation between the length of the 
second instar and temperature in 
Aphis maidis. The longest and the 
shortest lengths are represented by 
the two identical solid lines. 


Experiment 6. Both the O-W’s and the 
O-UNW’s of Macrosiphum granarium were 
reared separately by the normal method 
with the leaves of Hordeum vulgare at 
temperatures of 15°, 20° and 25°C under 


Table5. Percentages of the winged forms 
produced by the winged and the 
unwinged females in Macrosiphum 
granarium 
| Winged 

Offsprings | eee Total | hee e 
| wingec’ Number % 

ee eat ses 20 116 85.3 

unwinged | AN \ ee 16 111 87.4 
| PBS 174 32 142 81.6 

From the | 15 96 24 72. 75.0 

winged | 20 158 37 121 76.6 
| 25 166 25 141 tsosy Ib 
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the interception of light. In this case the 
food leaves were changed every two days. 
The rate of wing development in- each 
family line is shown in Table 5. 

According to y’-test, differences in the 
rate of wing development between the 
corresponding lots both at 15°C and at 
20°C are significant at a level of 5%, 
although difference at 25°C is not signi- 
ficant. This is likely to indicate that the 
tendency for the winged forms to be 
produced is slightly weaker in the winged 
females than in the unwinged ones. 

Experiment 7. The same rearing experi- 
ment as Experiments 2 and 5 was carried 
out in Macrosiphum granarium with the 
following result (Figs. 5 and 6). 


eee aN SU 


“OsuNW 
ーー “O=UNW" ( ave rage ) 


100F 


80r 


60} 
a ii 
40 
| 
20 . | 
10 15 20 25 ol | 
Temperature(’c} | 
Fig.5. Relation between temperature and the | 


length of the first instar in Macrosi- 
phum granarium. The longest and 
the shortest lengths are represented | 
by the two identical solid lines. - 


December, 1959 Nova: The Emergence of Winged Viviparous Female in Aphid 


140 


"O-yW" 
"O-W" (average ) 
"O-UNW" 


100 


80 


60} 


Duration of development in hours 


40; 


"O-UNW" (average) 


5 20 25 
Tempe rature(C ) 
Relation between temperature and 
the length of second instar in Macro- 
siphum granarium. The longest and 
the shortest lengths are represented 


by the two identical solid lines. 


The lengths of the duration of develop- 
“ment in the first instar of O-W are nearly 
equal to those of O-UNW at each tempera- 
ture. This is a point not in agreement 
with that of the other two _ species 
mentioned before. There is also no 
.recognizable difference between O-W and 
O-UNW in the length of the second instar. 


DISCUSSION 


Experiment 1 seems to indicate that, in 
Rhopalosiphum prunifoliae, the character 
responsible for the emergence of unwinged 
form in the O-W is exceedingly stable 
under various conditions such as over- 
crowding, starvation, deterioration of food 
leaves and so on, while the character in 


30 
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the O-UNW is unstable. In other words, 
physiological character or condition in the 
body of the former seems to be different 
from that of the latter. This suggestion 
is supported in part by the experiment of 
development velocity. In Experiment 2, 
the O-W’s of Rhopalosiphum prunifoliae 
require a strikingly long time to complete 
the first instar as compared with the O- 
UNW’s. Further, some individuals in the 
O-W’s grow slowly with almost the same 
speed under the temperatures ranging 
from 15°C to 30°C as if they are out of 
the effect of warming, although the other 
individuals develop rapidly as in the O- 
UNW’s. On the basis of these observations, 
it may be suggested that hormone or 
hormone-like substance, which restrains 
the development of the wing buds directly 
or by controlling indirectly the secretion 
of another hormone or hormone-like sub- 
stance necessary for metamorphosis, may 
be secreted in the body fluid of the O-W 
which hardly becomes the winged form, 
but may not present in the O-UNW which 
is liable to become the winged form. 
Furthermore it is likely that this restrain- 
ing substance varies in quantity individu- 
ally. Indeed, without such an assumption, 
it is difficult to explain the fact that there 
is a remarkable difference between the 
longest and the shortest lengths of the 
first instar of O-W (Fig. 1 and Table 2). 
So, the larvae will be prevented from the 
development not only of the wing buds but 
also of the rest part of body when the 
substance is secreted into blood ina large 
amount. Moreover, when this substance 
is accumulated beyond a certain quantity 
at temperatres higher than 15°C, it will 
act upon the development of body so 
vigorously as to cover the effect of high 
temperature. If temperature falls below 
15°C, the hormone-like substance does not 
seem to control the body growth so power- 
fully even if it is sufficient in quantity. 
But it never discards its original function 
of restraining the wing development, 
because the O-W’s hardly become the 
winged form even by starvation of several 
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hours or by overcrowding, when they are 
reared under such a low temperature 
condition. When the secretion of this 
substance is reduced in quantity to such 
an extent as to restrain the development of 
wing buds alone, the development of the 
rest part of body is influenced by tem- 
perature, so that the time necessary for 
the completion of the first instar becomes 
longer gradually with a fall of temperature 
just as in the O-UNW’s. So, the relation 
between temperature (X) and the average 
rate of development in the first instar of 
O-W (Y) can be shown by the following 
equation of regression line: 
Y=2.029+0.331(X —X) 
—0.151(X—X)?—0.005(X—X)? 

From this the value of developmental 
threshold is calculated as 6.5°C. This is 
nearly equal to the value of O-UNW which 
is 6.2°C as shown in the preceding article 
(Nopa, 1959). 

There is further the another evidence 
that the amount of the restraining hormone 
may vary with individuals. In Experi- 
ment 3, it is clearly shown that, when the 
hormone is in a small quantity, the winged 
forms seem to be produced from the 
nymphs which completed their first 
ecdysis within the average duration of the 
first instar, but not from those of slower 
growth. On the other hand, as seen in 
Fig. 2, both the length of the second instar 
and the developmental zero (6.2°C) of 
O-W is almost equal to those of O-UNW. 
This is probably due to the stopage or 
decrease of secretion of the restraining 
hormone, because the second instar is 
the end of the critical period of wing 
development in Rhopalosiphum pruifoliae as 
shown in the preceding article (Nopa, 
1958a). It need not be said that this 
hormone does not seem to be secreted 
during the third and the fourth instars. 
Accordingly, no difference can be seen in 
the length of these instars between O-W 
and O-UNW (Experiment 2). 

Experiments 4 and 5 show roughiy that 


the same is true of another aphid, Aphis 
maidis. 
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The result obtained with Macrosiphum 
granarium in Experiment 6 is quite different 
from that of Rhopalosiphum pruntfoliae and 
Aphis maidis. The winged forms are very 
readily produced from the winged females 
in contrast with the other two species. 
In this, the difference in the rate of winged 
form production between O-W and O-UNW 
cannot be seen either entirely (at 25°C) 
or is very small (at 15~20°C) if it occurs. 
It is therefore likely that, in Macrosiphum 
granarium, unlike Rhopalosiphum prunifoliae 
and Aphis maidis, physiological condition 
in the first instar of O-W may not be so 
different from that of O-UNW. If so, it 
may be expected that the vital processes 
prevailing in O-UNW are also seen in 
O-W. Experiment 7 verifies that this 
interpretation may not be incorrect. That 
is, the length of the first instar of O-W 
is nearly equal to that of O-UNW at all 
temperatures observed. From these, it 
may be said that, unlike the other two 
species mentioned before, the hormone 
preventing the development of wing buds 
is almost absent during the first instar of 
O-W in this species of aphid. 

If such an interpretation is not unrea- 
sonable, we may say that the secretion of 
hormone-likes substance only during the 
first instar of O-W seems to be advanta- 
geous for the racial prosperity of aphids 
such as Aphis maidis and Rhopalosiphum 
prunifoliae, which live only upon young or 
fresh leaves, and the fact that the O-W’s 
easily become the alate forms may be 
favorouble to aphids such as Macrosiphum 
granarium which live mainly upon lower 
leaves of plants. These things tell the 
fact that how delicately the life-cycle of. 
aphids is constructed. | 

ACKERMAN (1926) studied in detail on the | 
wing development of Rhopalosiphum pruni- | 
foliae 
brown 


and described that “— the} 
globules are wholly or almost | 


wholly absent in the adult winged aphid, 


although they are presented in large. 
quantity in the nymphs of both forms and | 
in the adult wingless aphid; —the brown | 
globules are readily disrupted by disturb-| 
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ing influence; —the bounding membrane 
(of brown globules) breaks and the glo- 
bules mix with the haemolymph; —it is 
believed that wing production may be 
dependent upon changes in the proportion 
or concentration of certain substances in 
the haemolymph as a result of the break- 
ing of the brown globules. —’’. It can be 
supposed from his article that nymphs do 
not receive the brown globules from the 
winged mothers but from the wingless 
ones. He supposed further that the O-W 
produces the brown globules of its own 
which may be disrupted, and thus the 
overcrowding of O-W causes a slight 
increase in production of the winged form. 
From these, AcKERMAN concluded that such 
a phenomenon described above is the cause 
of the fact that the winged form is 
hardly produced from the same form. 
But he did not entirely observed on the 
rate of development of each nymphal 
instar, so he failed to know the fact that 
the O-W required a longer time to finish 
the first instar. According to his argu- 
ment, therefore, the slower development 
of the first instar of O-W should be 
attributed to the absence of the brown 
globules, and conversely the faster 
development of O-UNW to the presence 
of them. Then, why does the alate form 
of the fourth instar develop slowly in 
spite of the presence of a large quantity 
of the brown globules as shown in the 
preceding article (Nopa, 1959)? If the 
disruption of the brown globules is the 
cause of the wing development, why does 
the starved O-UNW of the first instar of 
Rhopalosiphum prunifoliae, liable to be 
transformed into the alate form, preserves 
a large amount of the brown globules in 
the body ? According to my observation, 
the brown globules exist not only in the 
first instar of O-W but also in the embryo 
of Rhopalosiphum prunifoliae. Nevertheless 
the O-W can hardly transform into the 
alate form. Such globules are lacking in 
the other two species. Thus I cannot help 
to suppose that the brown globules seem 
to have nothing to do with the wing 


development at least in the species of 
aphids used in the present experiment. 


SUMMARY 


1. Both in the apple grain aphid, 
Rhopalosiphum prunifoliae, and in the corn 
aphid, Aphis maidis, the winged offsprings 
are commonly produced from the unwinged 
mothers (offsprings born from the un- 
winged are called ‘‘O-UNW’”’), but very 
rarely or hardly from the mothers of the 
same form (offsprings from the winged, 
“O-W ’’) even if the offspings are reared 
under the conditions of overcrowding, 
starvation, exposure to light and feeding 
on the stale leaves. On the other hand, 
in the English grain aphid, Macrosiphum 
granarium, the winged nymphs are born 
almost in the same percentage from 
females of the both forms by the treat- 
ments mentioned above. 

2. Velocity of development in each 
instar in relation to environmental tem- 
perature was examined in the nymphs 
derived from both forms of the three 
species with the assumption that there 
may be some difference in physiological 
conditions between the offsprings of both 
sources in the former two species but not 
in the last named one. The results are 
as follows: 

a) There is no recognizable difference 
in the temperature-development relations 
between O-W and O-UNW in each second, 
third and fourth instars. 

b) In the first instar of O-W of Rho- 
palosiphum prunifoliae and Aphis maidis, 
however, the length of the instar is ex- 
ceedingly greater than in O-UNW and 
varies strikingly with individuals. In addi 
tion, it is almost equal in some nymphs 
in all temperatures ranging from 15°C to 
30°C. These are never seen in O-UNW. 

c) In Macrosiphum granarium, the effect 
of temperature upon the first instar is 
little different between O-W and O-UNW. 

3. Some suggestions were presented to 
explain the phenomena mentioned above 
on the basis of humoral controls by 
hormone or hormone-like substance, which 
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is secreted only during the first instar of 
nymphs and inhibits the growth and 
differentiation of the wing buds. 
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ァ ブ ラム シ の 有 有 し 型 胎 生 雌 の 出現 に つい て 
Ws. 有 し 型 か ら 有 し 型 が 出現 し と くい と と に つい て の 一 知見 


野 yoo BP 
BILKZAS SB 
SED BUD a INAS ASO PURE! IY 2G SAN Y し い 個 体 差 が 見 られ た 。 


に お いて は 無し ( 贅 ) 型 か ら は 有 し ( 贅 ) 型 が 出現 し や すい 
が , 有 し 型 か ら 有 し 型 は 出現 し に くい 。 し か し ムギ ヒゲ 
ナガ アブ ラム シ に お いて は 有 し 型 か ら ゃ 有 し じ 型 が 容 押 に 
出現 する 。 し た が っ て 前 三 者 に お いて は 有 し 型 か ら の し 
(CF) (O-W) と 無し 型 か ら の し 虫 (O-UNW) と は 
それ ぞ れ 異な っ た 生理 的 性 質 を も っ て お り , 後者 で は 両 
し 忠 の 性 質 に ほとん ど 差 が な い の で は な いか と いう こと 
が 考 ぞ られ る そこ ご で と の こと と を 明らか に する た めで に, 
EPWAVARER PCH LBOASICHU 4ERRE 
を 調べ て みた 。 そ の 結果 は 次 の と お り で ある 。 

pe 前 三 者 で は O-W と O-UNW と の 間 に 2~4 

お ける 生育 期間 に ほとん ど 差 が 見 られ な か っ た 。 

ig 前 王者 の O-W に お ける 1 令 の 生育 期間 は O- 
UNW の それ に 比べ 一 般 に 著しく 長かっ た 。 特に 15~ 
30°C の 場合 0O-W の 中 に は 温度 の 高低 に 左右 きれ る こ 
と な く ほ と ん ど と ど 同じ 速度 で ゆっ くり と 成長 する も の も ゃ あ 
れ ば , O-UNW と 同じ よう に すみ や か に 成長 する も の 
も あっ た 。 すなわち O-W の 1 令 で は その 生育 期間 に 蓋 


3) (2) CUAKRL I RMBK, O-UNW O15 
CLR L CTR SNE 5 Ko 

4) 以上 の 事実 か ら 前 二 者 の O-W Cito 1 SW 
中 , あふ るい は お そく と も る も 型 決定 の 臨界 期 が 過ぎ 去る まで 
直接 また は 間接 に し ( 贅 ) 芽 の 発達 を 抑制 する ホル モン 
FoVE AR VE RS a 
Po, COMMA BNI S S-ERELBMZSLS 

Cyt UE noe oR i 
SELIITHSEOCIEVYPEBAZSNS, EREMO 
うに O-W の 1 令 の 生育 期間 に 著しい 個体 差 を 生ずる 
Dik, この も の の 量 的 な 差 に 基づく の で は な いか と 考 准 
ら れる 。 

5) し か し 後者 で は 1 令 か ら 4 令 まで O-W BES 
O-UNW 間 に 生 育 速 度 の 差 が 見 られ な か っ た 。 す な や ね 
ち ム ギ ヒ ゲ ナ ガ ア ブラ ムジ で は OWO1ISHHE CS 
し 芽 抑 制 物質 の 分 泌 は ほとん ど 行 な われ て いな いも の と 
BABS. 


Seasonal Fluctuation of the Number of the Flower- Visiting 
Rice Weevil, Sitophilus oryzae Ling: 


By Toshiharu Yosuma and Toshikazu TAKUMA’ 
Department of Biology, Miyazaki University, Miyazaki Pref. 


INTRODUCTION 


In the previous papers (Yosuipa et al., 
1956 ; Yosuipa & Takuma, 1956), the authors 
reported that the rice weevil, Sitophilus 
oryzae L., visits flowers and sucks nectar 
in spring at Miyazaki in the southern 
Kyushu. The rice weevils visit the flowers 
of various kinds of plants (fourteen 
species of plants visited by the weevils 
are recorded), and the weevils collected 
from flowers show greater reproductive 
rate than those collected in mills. At 
farm area, the farther it is from village 
the less weevils are found on flowers and 
the maximum distance at which the 
weevils are found on flowers is about 400 
meters from the nearest farm. It is known 
that the flower-visiting of weevils begins 
in early spring, reaching its climax during 
May, and ceases in early June. But the 
seasonal change in the number of the 
flower-visiting weevils is not clearly shown. 
The object of the present work is to 
obtain more definite information on the 
seasonal fluctuation of the number of the 
flower-visiting weevils. 

The authors wish to express their sincere 
gratitude to Professor S. Uripa, Kyoto 
University, for his encouragement and 
kindness of reading and correcting drafts. 
Weare also obliged to Professor S. Toyama, 
Miyazaki University, for his encourage- 
ment, 


METHODS 


In 1956, the number of the rice weevils 
on flowers was estimated from 3rd April 


' The ecological studies of the pests infesting stored grains. 


to 6th June at suburbs of Miyazaki city 
in the southern Kyushu. On 3lst May 
and 6th June, no weevil was found on 
flowers expected to be visited by the 
weevils, so the observation was not con- 
tinued further. The period of blooming 
of every plant observed was relatively 
short and any flower was not observed 
blooming throughout the whole period. 
Therefore, the observed flowers were 
changed unwillingly as season went by. 

The flowers selected for investigation 
were the following five species: Spiraea 
cantoniensis Lour., Viburnum japonicum 
Sprenc., Photinia glabra Maxim., Deutzia 
Sieboldiana Maxim. var. Dippeliana (Naka), 
and the marguerite, Chrysanthemum fru- 
tescens L. 

Observations were made in every five 
days as a rule. The method of observa- 
tion could not be kept uniformly through- 
out the period because of change in kind 
of observed flowers. But, on the flowers of 
any particular species the method was 
held as same as possible. Observations 
were made from ten o’clock to noon in 
every case. Two census methods were 
used. One was to count the numbers of 
weevils obtained by shaking the flowers 
of P. glabra and D. Sieboldiana var. Dip- 
peliana with a constant frequency, and 
the other was to record all weevils by 
direct observation in the other species of 
plants. The weevils observed or captured 
were all released after recording so as not 
to disturb the natural weevil population. 

The whole area was divided into four 
sections according to difference in kinds 
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of flowers and in localities where obser- 
vations were made. 

The first section was a bush beside 
the Department of Agriculture, Miyazaki 
University, and that in the precinct of 
Miyazaki Shrine. The former was formed 
by a solitary plant of S. cantoniensis and 
the latter by seven plants of V. japonicum. 
The number of weevils was recorded at 
every plant respectively. Observations 
were made from 3rd to 24th April. On 
24th April, the flowers of V. japonicum 
had fallen. 

The second section was bushes formed by 
several plants of D. Sieboldiana var. Dip- 
peliana at three places, i.e. in front of 
Miyazaki Shrine and Omiya Lower Secon- 
dary School and beside the way in Shimo- 
kita, and a bush formed by several plants 
of P. glabra spreading over about eight 
meters along the way in Shimokita. 
Observations were made from 28th April 
to 20th May. The number of weevils was 
estimated by catching them after shaking 
the flowers. The frequency of shaking of 
the flowers of D. Sieboldiana var. Dippeliana 
in front of Miyazaki Shrine and beside 
the way in Shimokita was three times, 
and ten times in front of Omiya Lower 
Secondary School. On the flowers of P. 
glabra the fifteen-time shakings were made 
in each observation. On 10th May the obser- 
vation was not carried out because of 
shower. On the subsequent observation 
day (20th May), all flowers fell entirely. 
The number of weevils for each kind of 
flowers was recorded separately on every 
place. 

The third section was three marguerite 
gardens in Jingu-machi covering an area 
of about 35, 41, and 19 square meters 
respectively. Observations were made 
from 18th April to 6th June. In the first 
garden the flowers were cut down on 23rd 
May. The flowers of the second garden 
were cut down on 26th May, too. The 
number of weevils was recorded on each 
garden, respectively. 

The fourth section was two marguerite 
gardens covering an area of about 14 and 


、 day, but no weevil was found. However, 
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11 square meters in the school-garden of 
Department of Agriculture. Observations 
were made from 20th to 3lst May. On 
3lst May, the flowers were cut down. The 
number of weevils was counted separately 
on every garden. 


RESULTS AND DISCUSSION 


The number of weevils found on each 
kind of flowers at every district is shown 
in Table 1. The dates and the localities 
of observations, and the weather of obser- 
vation days are presented, too. The 
trends of total weevil number in each 
section are shown in Fig. 1. 

On 8rd and 8th April, no weevil was found 
on any flowers though they were in bloom. 
For the first time, one weevil was found 
on the flower of S. cantoniensis on 13th 
April. Thereafter, the weevils were found 
continuously on various kinds of flowers 
until 26th May. 

Observations were not carried out before 
28th April at the second section. On 4th 
May, 303 weevils, that was the maximum 
number recorded, were found on the 
flowers of P. glabra with fifteen-time 
shakings at Shimokita. The flowers were 
in full bloom at this time. This enormous 
catches of the weevils on the flowers are 
not so surprising, because in Shimokita 
there are many farms storing grains, 
while the other districts has few farms. 
The authors had*once found more weevils 
on the flowers of the same species at 
Wachigawara where there were many 
farms as at Shimokita. 

On 26th May, although the marguerites 
were yet in full bloom at the fourth 
section, the number of weevils on the 
flowers decreased suddenly. The flower 
of carrot, Daucas Carota L. var. sativa DCH 
which had been shown to be visited by 
the weevils in the previous paper (Yosuipa 
et al., 1956), was examined on the same 


many other insects such as flies, honey; 
bees, ants and Dermestids were found, 
Since the marguerites in the school-garden 
were cut down on 3lst May, othen 
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Number of the rice weevils 
visiting flowers 


8 Wy 18 2 23 UV + 10 3) 2326 $1 


Fig.1. Seasonal trend of the number of rice 
weevils visiting flowers. 1, 2, 3 and 
4 show the name of locations. 


marguerites at the nearby flower-gardens 
were examined, but no weevil was found 
at all. The authors have recorded one 
weevil on the flower of marguerite at the 
same place on 10th June in 1955 (Yosuipa 
et al., 1956). Therefore, all flowers ex- 
pected to be visited by the weevils in the 
field were observed in detail on 3lst May 
and 6th June, but no weevil was found at 
all. 

From the results mentioned above, it is 
concluded that the flower-visiting of the 
rice weevils begins in early April after 
their long hibernation and ceases in late 
May or early June in the southern Kyushu. 

The number of flower-visiting weevils 
seems to be partly determined by the 
condition of flowers. The flowers are 
visited by many weevils when they are 
in best condition. After fading away the 
number of flower-visiting weevils decreases 
and the weevils seem to migrate from 
flower to flower seeking the flowers at 
their best condition. The weather also 
seems to regulate the number of weevils. 
The decrease in the number of weevils 
on Ist and 10th May is considered to be 
due to the rain. In general, on fine day 
the flowers seem to be visited by more 
weevils than on rainy day. The weevils 
are not sucking nectar for a long time 
under the direct sunshine, but often stop 
sucking and hide themselves behind 


.to make clear whether the weevils return 
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petal. The weevils soon crawl out and 
begin to suck nectar again. 

In the case that flowers are kept in good 
condition for a relatively long time as 
indicated in the third section, the number 
of weevils is kept almost constant (3 in 
Fig. 1). This fact suggests that, the 
mortality of weevils in this period may 
be relatively low. 

The number of weevils decreased 
suddenly after 20th May. The reason why 
the weevils stop visiting flowers at this 
period is not clear. The weather did not 
become severe for the flower-visiting after " 
that time. The flowers expected to be 
visited by the weevils were blooming 
throughout, and the condition of flower, 
too, seems not to become unfavourable 
for the visiting. Matsuzawa (1949) and 
Kirirant, Matsuzawa & Ararasi (1957) re- 
ported that the rice weevils infested the 
standing crops in field in May. Then, the 
authors examined the standing crops at the 
neighboring field on 20th, 23rd, 26th and 
3lst May, but no weevil was found there. 
Therefore, it cannot be considered that 
the weevils leave flowers and are attracted 
to the mature crops in field. 

Hinps & Turner (1911) described that 
the rice weevils attacked fruits to suck 
juice and were kept alive for more than 
six weeks on fruits. Corron(1920) reported 
that the rice weevils ate the ripe fruits 
and were alive indefinitely on wild berries. 
It seems therefore probable that the rice | 
weevils which suck nectar are longeval. | 
In the previous paper (Yosuipa et ai., | 
1956), it was reported that the weevils | 
which sucked nectar had a_ greater | 
reproductive rate. If the weevils having 
an elongate longevity and a great repro- 
ductive rate return to farms after the| 
harvest of crops, the flower-visiting habit | 
of the rice weevils is very important from 
economic standpoint. But, it is neccesary 


to farms after the flower-visiting or not. 
In Miyazaki, continuous flower-visitings 

of many weevils cannot be found except 

in spring. In other seasons, the weevil is} 
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found on rare occasion on flowers. On 
the contrary, the flower-visiting in spring 
is common and indispensable to complete 
a life cycle of the rice weevil living in 
the grains stored at farms in the southern 
Kyushu. The small rice weevil, Sitophilus 
sasakii Taxanasui, lacks the ability of 
flying as reported by Kirirani (1959), and 
does not visit flowers in any season. In 
this point, life cycles of these two species 
seem to be different remarkably. 

In the previous paper (Yosuipa et al., 
1956), the flower-visiting habit of the rice 
weevil was considered to be a residue of 
its ancestor’s habit which had been formed 
before adapting itself to the life in stored 
products, and the small rice weevil was 
considered: to have lost this habit. 
Therefore, it can be stated in this con- 
nection that the small rice weevil has 
more evolved than the rice weevil. 


SUMMARY 


The seasonal trend of the number of 
rice weevils visiting flowers was investi- 
gated in Miyazaki from 3rd April to 6th 
June in 1956. 

It is concluded that the rice weevils 
begin to visit flowers in early April and 
cease in late May or early June in the 
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southern Kyushu. The number of flower- 
visiting weevils seems to be determined 
both by the conditions of flowers and by 
weather. The surprisingly abundant 
individuals of weevil visit flowers in farm 
district. 

The rice weevils increase their repro- 
ductive rate and seem to elongate their 
longevity when suck nectar. If the 
weevils having greater reproductive rate 
and elongated longevity return to farms 
after the harvest of crops, the habit of 
flower-visiting becomes very important 
from practical standpoint of pest control. 

The flower-visiting of the rice weevils 
in spring is a common phenomenon and 
is important for a life cycle of the weevils 
in the southern Kyushu. 
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| 訪 花 コク ゾウ の 個体 数 が 季節 的 に どの よう に 変動 する 
訟 を 調査 し た 。 訪 花 は 4 月 初旬 に 始ま り , 5 月 末 ~6 月 
「 初 あと 終わ る 。 多 数 の コク ゾウ が 継続 的 に 訪 花 する の は 
| 一 年 を 通じ て この 時 期 だ は け で ある 。 日 日 の 訪 花 数 は 花 の 
RHE, お よび 天 侯 にょ っ て 左右 され る よう で ある 。 農家 
「 の 多い 地域 で は HEL 多数 の コク ゾウ が 訪 花 し て い 


る 。 春 の 訪 花 は , 南 九 州 で 農 宗 を 生活 の 本 拠 と し て いる 
コク ゾウ に と っ て は , その 生活 環 の 構成 に 欠く こと の で 
き な い も の で あり , コク ゾウ は 吸 密 に よっ て 増殖 率 を 増 
寿命 も 延長 され る と 思わ れる か ら , これ が ムギ の と 
り い れ に と も ゃ ない 農 察 に 帰る と する と, 


な 意義 を も っ で くる 。 


Studies on Nutrition and Metabolism of the Smaller Tea 
Tortrix, Adoxophyes orana (FISCHER VON ROSLERSTAMM) 


I. Aseptic Rearing of the Larva on Synthetic Diets 


By Yoshio TAMAKI 
The Tea Division, Tokai-Kinki Agricultural Experiment Station, Kanaya, Shizuoka Pref. 


It is reasonable to believe that aseptic 
rearing on a chemically defined medium is 
a prerequisite to the studies of insect 
nutrition and metabolism. In phyto- 
phagous insects, synthetic diets and aseptic 
techniques have been used successfully 
for some boring type species such as 
Pyrausta nubilalis Hin. (Beck et al., 1949), 
Chilo suppressalis WALKER (Isuu, 1952), 
Pectinophora gossypiella SAUND. (VANDERZANT 
& Reiser, 1956), and Hylemya antiqua Meic. 
(Frienp & Patron, 1956). On the other 
hand, none of acceptable diets for exposed 
leaf feeders have been succeeded. ELtiotr 
(1955) reared the southern armyworm, 
Prodenia eridania Cramer, which normally 
feeds on the exposed surface of its host 
plant leaves, with a synthetic diet. But 
the larval weight in the last two instars 
was less than that reared on natural food, 
and adults failed to emerge. It is con- 
sidered that the unsuccessful results in 
rearing the exposed leaf feeders are 
chiefly due to the difficulty in preparing 
synthetic media fitted to their feeding 
habits. 

WELLINGTON (1949) successfully reared 
some lepidopterous larvae belonging to 
the leaf rolling type on semi-synthetic 
diets. The diets used were composed of 
agar based suspension of powdered host 
plant leaves. The result suggests the 
possibility of rearing certain leaf rolling 
type insects by chemically defined diets 
in the future. 

The smaller tea tortrix, Adoxophyes 
orana (FiscHER von ROsLERSTAMM), is one 
of the serious pests of the tea plant in 


(Received for publication, September 16, 1959) 


again with alcohol. 


Japan. The author has far been en- 
deavoured to rear this insect larvae on 
synthetic food media under aseptic con- 
ditions. It was found recently that nearly 
satisfactory results are obtained by some 
modifications of rearing methods used by 
Isom (1952) for the rice stem borer larvae, 
Chilo suppressalis WALKER. In this paper, 
the author intends to report the results 
of feeding experiments with synthetic 
media’ containing tea leaf powder and 
dried yeast, of which 
systematically varied. 

The author wishes to express his 
sincere thanks to Mr. J. Minamrxawa of 
this Division for encouragement, and to 
Dr. S. Isum and Mr. C. Hirano of the 
National Institute of Agricultural Sciences 
for their kind advises during the course 
of the experiments. 


MATERIALS AND METHODS 


Moths collected by a light trap in this 
Tea Division were used to obtain eggs. 
These moths were placed in an oviposition 
cylinder (8x12cm), the inside wall of 
which was covered with a sheet of paraffin 
paper. Sugar solution absorbed in a 
small ball of absorbent cotton was provided 
as food. The egg mass containing 20 to 
50 eggs laid on a piece of paraffin paper 
was washed with 70 per cent ethyl alcohol, 
sterilized by 0.1 per cent mercuric chloride 
solution for about 4 minutes, and washed 
The sterilized egg 
mass was transferred into a flask contain- 
ing diet under aseptic condition. 


The composition of the basal diet is 


— 286 — 


contents are 


| 


: 
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shown in Table 1. The basal diet and 
additional substances were placed in 300 m/- 
ERLENMEYER flasks according to the design 
shown in Table 2, and then sterilized in 
a Kocn’s steam sterilizer for 30 minutes 
daily for three successive days. The 
preparation of tea leaf powder is as 
follows: Young leaves of tea plant were 
steamed at 0.8kgw/cm’ pressure for 20 to 
30 seconds, dried at 80°C for 2 hours, then 
ground and sifted through a 100 mesh 
sieve. 


Table 1. Composition of basal diet per aa 
- A Gt per Per cent OE 
Constituents ale dry diet 
Water (distilled) 40.0 ml — 
Agar 1.0¢g 8.5 
Cellulose 1) 11.0 
Glucose 3n0 25.4 
Casein (milk) Sal 26.2 
Cholesterol 0.1 0.9 
Choline chloride 0.025 0.2 
Wesson’s salts mixture 0.3 Bad 
Dried yeast plus tea leaf powder 
25.4 


(additions to basal diet) 3.0 


(Bables2. 


ts of the teripent 


Additions to the basal diet 


Diet | “Dried Jenne: Tea leaf powder 
NPC Per cent 
a Per of dry era pe i 
ge diet sed diet 

A 3.0 a — — 
B 2.9 24.5 Om 0.9 
Cc Dew 22.9 0.3 255 
D 255 Alay 0.5 4.2 
E 2.0 16.9 1.0 8.5 
F P.5 1 ff lea 1227, 
G 10) 8.5 2.0 16.9 
H (055 Ly) Zao Biltee 
I _- — Sat) 25.4 


For comparison, two Binds of aseptic 
‘culture with tea leaves as the principal 
‘ingredient were performed: One of them 


‘was on diet composed of tea leaf powder 


! 


suspended with agar-water (diet L. P. ©); 
jand the other was on sterilized tea leaves 
(diet S. L.). Both diets were steam- 
sterilized as in synthetic food media. 
The feeding experiments were carried 
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out at room temperature. The temperature 
was subjected to appreciable variation 
(27+3°C); but since all the rearing 
experiments were run simultaneously, the 
temperature variations did not so disturb 
the experimental results. 

After breeding for 15 days, the larvae 
were taken out from one or two flasks of 
each diets, counted survivals, and weighed 
individually. When all the larvae of the 
remaining flasks were pupated they were 
taken out from flasks and placed in a 
small glass tube, then moth emergences 
were recorded. 


RESULTS AND DISCUSSION 


The average weights of larvae, at the 
end of the breeding period of 15 days, are 
presented in Table 3 and Fig. 1. Generally 
the number of survivals and the body 
weight of larvae became poor when the 
amount of yeast powder decreased and 
that of leaf powder increased. The 
superior growth of larvae was found on 
the diets B and C. On the diets D, E, 
and F, the larvae were also able to grow 
well. The average weights of larvae on 
diets B, C, D, E, and F are significantly 
heavier than that on the diet A. 

The tea leaf powder has a growth 
promoting activity on the larvae when 0.1 
to 15g (0.9 to 12.7 per cent of dry diet) 


Effect of changing dietary levels 
of dried yeast and tea leaf powder 
on the growth of the smaller tea 
tortrix larvae 


Table 3. 


| Number of Number of 1, Ban ie 
Diet larvae larvae at 15th day 
hatched survived (mg) 

A 35 18 7.6 土 0.9* 
B | 25 19(3)** 17.7 土 1.4 
rea 27 19 17.741.4 
pa ? 27 14°24-1-7 
E 69 44 10.2+1.0 
F 24 9 13.9+2.6 
G 51 27 7.62121 
H 35 7 8.642.5 
ior 45 i 4.0m 
S. L. #**| 50 43 5.3 上 0.3 


| 


* Standard error. 
** Three pupae were found. 
*** Sterilized tea leaves. 


=onff-0 


100 


Normal adults 
emerged (%) 


7 
6-6-6-6--=— 1 __t__.__j__j___ 
ABCD E F G H I 


0 
S.L. L.PO. 


Average larval weight (mg) 


<— Diet = 

Increasing dried yeast Increasing tea leaf powder 

Fig.1. Effect of changing dietary levels of 
tea leaf powder and dried yeast on 
the larval growth and adult emergence 
of the smailer” tea” tortrix. ihe 
solid circles show the average larval 
weights at 15th day, and the hollow 
circles percentage of emergence of 
the normal adults. 


of the powder is supplied into the medium. 
Further increase of the tea leaf powder 
is accompanied with a decrease of yeast, 
hence the effect of variation of the leaf 
powder on larval growth may be offset 
by the relative yeast content. In the 
cases of diets H and I, many larvae died 
during the rearing period, and average 
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weights of the survived larvae were 
comparatively less. On all the diets 
except for H and I, the first pupation 
occurred at the period of 17 to 21 days 
after hatching. 

It is noticeable that the average weight 
of larvae on the diet A (leaf powder free) 
is somewhat heavier than that on the diet 
S.L. (sterilized leaves). Sarro (1952) has 
reported that there was little difference 
in growth between the larvae reared on 
the sterilized tea leaves and those on 
natural ones. 

The effects of diet on pupation and moth 
emergence are shown in Table 4 and Fig. 
1. The omission of the tea leaf powder 
from the diet (diet A) resulted in a 
failure of the moths to emerge from their 
pupal skin, and most of the pupae died in 
the pupal stage. The pupal skin of only 
two pupae was cracked and adults emerged 
partially, but died in this condition. The 
addition of 0.1 to 0.5g of the tea leaf powder 
(diets B, C and D) resulted in the similar 
sequence of events as mentioned above, 
i.e., most of the pupae died in the pupal 
stage and a few of them emerged partially. 


Table 4. Effect of changing dietary levels of tea leaf powder and dried yeast on the 
pupation and adult emergence of the smaller stea tortrix 


Observations on the adult emergence 


| Number 
| Number of larvae Number 
Diet Pee of larvae reached of pupae Number ee me Number 
| hatched prepupal obtained of pupae Le ea BS o of normal 
rane Aiea partially abnormal adult 
emerged adults pa 
A 2 49 32 30 28 2) 0 0 
B 2 65 38 35 33 0 AC ieee 
Cc 2 ? 18 16 14 2 0 
D 1 20 15) 15 12 3 0 0 
E 1 23 9 9 3 2 ce 4) 1(@) 
F 1 24 20 19 2 3 (2 3) a( s 
G 3 106 23 21 5 0 5( 3 (2 a 
H Contaminated with microorganisms 
I | ee 24 1 1 0 1(2) 
L.P.0.*| 2 56 23 23° 0 21( 3 10) 
eels? 2 27 19 19 0 0 0 19( 2 be 


* Leaf powder suspended with agar. 


** Sterilized tea leaves. 
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Table 5. Effect of changing dietary levels of tea leaf powder on the 
adult emergence of the smaller tea tortrix 
The amounts of dried yeast were not changed. 
| Observations on the adult emergence 
D | Number ae ca N a N : be 
iet | of 1 ‘oe is sie aroha I 
nag a cir individuals i of adults of Bein 
pupated Hie partially abnormal dults 
emerged adults ge 
Basal diet+1.5g dried | 
* “yeast | 47 17 17 0 0 0 
Basal diet+1.5g dried | ars . 
yeast+1.5g tea leaf | ZG 20 5 1 5{ * a ofS a 
powder | Od ve 


The addition of 1.0 to 2.0g (8.5 to 16.9 per 
cent of dry diet) of the leaf powder 
resulted in a normal emergence of adult 
moths, but some of them were found to 
be abnormal in wing expansion. Because 
of accompanying decrease of dried yeast 
and of its offset effect on larval growth, 
the optimum dietary level of the tea leaf 
powder for normal moth emergence has 
not been determined. It is apparent from 
the result, however, that the optimum 
level of the leaf powder is more than 10 
per cent of dry diet. 

On the diets of leaf powder suspension 
with agar and of sterilized tea leaves, 
almost all matured individuals developed 
into normal adults. 

From the experimental results, the rate 
of adult emergence from pupae is 
apparently correlated with the contents of 
the tea leaf powder and dried yeast in 
the diet. It is, however, not clear whether 
the adult emergence is improved by the 
increase of the leaf powder or by the 
decrease of dried yeast. Although further 
studies are called for, the experiment 


. presented in Table 5 is an important clue 
for solution of this problem. 


It may be 
concluded that the tea leaf powder contains 
some unknown factor(s) essential for adult 
emergence. 
SUMMARY 
The samller tea tortrix larvae, a leaf 


feeding Lepidoptera, were reared almost 
successfully under aseptic conditions on 
synthetic food media which were slightly 
modified from the media for the rice stem 
borer larvae. 

The effects of changing dietary levels 
of the tea leaf powder and dried yeast on 
larval growth and adult emergence were 
investigated. Addition of 0.lg (0.9 per 
cent of dry diet) of the leaf powder 
showed apparently a promoting effect on 
the larval growth. The growth of larvae 
was gradually suppressed by the decreasing 
amounts of the dried yeast in the media. 


The tea leaf powder contains some 
factor(s) which is considered to be 
essential for adult emergence. The 


optimum dietary level of the leaf powder 
may be more than 10 per cent of dry diet. 
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コカ クモ ン ハ マキ の 栄養 と 代謝 に 関す る 研究 
1. 合成 飼料 に と よる 幼 下 の 無菌 的 飼育 


el 


(Soe 


BRAATHENS 


こん 虫 の 栄養 要求 , SVVL—HRB ERE FEF S 
に あたっ て , その こと ん 忠 の 合成 飼料 に よる 無菌 的 飼育 法 
の 確立 は , 一 つの 必要 な 課題 で ある と 考え られ る 。 し か 
し 食 植 性 の とこ ん 虫 に つい て は , 現在 まで の と と ころ わずか 
な 種類 で 成功 じ て い る に すぎ な い 。 

筆者 は 茶樹 害虫 の 一 種 で ある コカ クモ ン ハ マキ に つい 
て 合成 飼料 を 使用 し た 無菌 飼育 に 成功 し , Bice FoR 
味 あ る 結果 を 得 た の で 報告 する 。 
基礎 飼料 は 策 1 表 に 示し た と お り で ある 。 ee 第 2 
ROMP LEAS > CHIR, ds k ORR 
INARA LI. THEO AAV ICAL L TINDER 
し , る 化 幼 虫 の 生育 な ら び に 成虫 の 羽化 に 及ぼ す 影 絡 を 
調べ た 。 


基礎 飼料 に 乾燥 酵母 の なみ を 25.4% 添加 し た 場合 , 幼 
BOAR VEXHA (殺菌 茶 菜 ) に 比べ て 同等 また は 若手 
すぐ れ て いた が , HEBER 25.4% の うち 019 の 12.7 の 2 
を 茶葉 粉末 で お きか える と 幼虫 の 生育 は 更に 著しく 促進 
され た 。 東 燥 酵母 含量 が 4.2% 以下 で は 生育 は 蓋 し く 少 
っ て いた (第 3 表 お よび 第 1 図 )。 

成虫 の 羽化 に つい て みる と , BASH 21.2% DE, 
茶葉 粉末 4.2% 以下 で は ほとん どの さなぎ が が 羽化 不能 で 
あり , 茶葉 粉末 8.5% 以上 で 正常 な 羽化 が 行なわ れ だ 
(第 4 表 お よび 第 1 図 )。 第 5 表 に み ら れ る と お り , この 
羽化 促進 効果 は 茶 工 粉末 に 起因 する も の で あり , LOR 
HARE ZW HO 10% 以上 で ある と 考え られ る 。 


iy 


T#7 ) HIRANO BRIS SHB YAO Tt 

ン 化 の 影響 

O’Brign, R. D. (1959) Effect of ionization upon 
penetration of organophosphates to the nerve 
cord of the cockroach. Jee cons) Data? (5) § 
812~816. 

In vitro で は コリ ン ェ ステ 7 — (ChE) 阻害 を 示す 
が 殺虫 効 果 が な い 薬 剤 が い くつ か 知ら れ て いる 。 と れ は 
それ ら 薬 剤 が 神経 を 包ん で い る 神経 筐 を 浸透 し な いた め 
こも 考え られ て いる 。 こ と の 問題 を 完 明 する た め に 。 ゴキ 
7 DREAD EHO, 摘出 神経 索 。 お よび 摘出 し な い 
Intact APRICOT, 2, SOAR LRM ChE 
阻害 作用 を 比較 ce 

TEPP i pH に 無関係 に つね に ィ Av dg SF, 摘出 
神経 お よび intact な 神経 の ChE & (ewe cise 


は 後者 に お ね いて 高い 。 ゆ え に 化 合 物 の イオ ォ ン 化 は ほ乳 動 


pa 


(PASTS. WAICMMMEICL  BETZLOL #25 
れる 。 Tetram は 通常 酸性 下 で は イオ ォ ン 化し , アル アカ 
り で は イオ イオン化 し な く な る 。 ChE 阻害 度 か ら み て 摘出 
神経 に は pH に 無関係 に よく WUT SDs, intact tH 
REICILT VAY MCE. BBL, 酸 側 で は 浸透 に < 
い 。4 価 の N を 持っ た Tetram は つね に イィ イ ォ ン 人 化し て い 
る が , PH に 無関係 に 摘出 神経 に は よく 浸 矢 し , intact 
な 神経 に は 浸透 し に くい 。 と の よう な 結果 か intact 
TSE ITIL 4 AY OBE SD COMMS SS BOL BAG 
14, Ki Tetram : 404 ォ ン 化 Tetram oF 
性 を 比較 する と , 殺虫 力 は 前 者 が すぐ れ , SIL yw 


物 毒 性 ゃ 増加 させ る 働き を も っ て いる 。 
(東大 農 橋 橋 敏夫 ) 


短 報 

コブ オオ ニ ジ ュ ウ ヤ ホシ テン トウ の 温度 反応 
a, a i 
三重 大 学 濃 学部 

コブ オオ ニ ジ 。』 ウ ヤ ャ ホシ テン トウ の 活動 性 に 関す る 研 


究 は 全く な い 。 私 は 種々 の 温度 に 応ずる 行動 に つい て 調 


査 す る 機会 を 得 た の で と と に 報 告 す る 。 

ABE SIS ERB, 研究 上 非常 な 便宜 を 与え ら 
れ た 本 学 の 山下 和英 平助 教授 に 感謝 の 意 を 表す る 。 

| 実験 材料 お よび 方 法 | 

1954 465 A 27 8 (Si4, 6 5) BECK T A WA 
(2 3,3 3), BEB IRAUITE OIA < CEE LIcBARO 
成虫 を それ ぞ れ 採集 の 翌日 , 三重 大 学 農 学部 で 実 険 に 供 
Lo 比較 の た め 同 年 7 月 28- 日 に 長 果 県 伊那 市 で 採集 
LEAF HAYS IVRVFY bY OMAEBO RH (9 5, 


8 5) の 温度 反応 も 調べ た 。 


実験 方 法 は ニ = ジウ ヤ ホ シテ ント ウ の 場合 (池本 。, 

1955) WCHEUC ZED, 0.5°9C- ま で 下げ た 点 が 違っ て いる 。 
実験 結果 な ら び に 考察 

温度 上 昇 に 伴う 行動 の 指標 と し て 光 に 述べ る 6 段階 を 
BAR いずれ も 95% の 信頼 度 で 母 集団 平均 値 の 含ま 
れる 範囲 を 推定 し た 。 

pS) (2 1.3~7.8°C, 8 3.7~8.3°C) AIL IKABIZ 
あっ た 成虫 は この 温度 に な る と 触角 ゃ や 脚 な どの 部 分 的 運 


) 動 を 始め る 。 


歩行 開始 (? 7.3~14.8°C, 3 9.5~13.2°C) 前 段 
階 の 部 分 的 運動 は 全身 的 と な り , つい に ゆる や か な 歩行 
が 始ま る 。 

興 励 (? 25.5~30.2°C, 9 20.4~29.6°C) こと の 温 
度 な る と 頭 部 を 伸ばし て 活発 と 運動 する 。 こ の と き 触 
角 ゃ 下 し ん ひげ の 振動 は 激しい 。 

42% 2, (2 32.2~35.1°C, 8 30.9~32.8°C) 活動 
(まま すま す 活 発 と な り , その うち 転げ な が ら 歩 行 し , と 
きき は ね を 仏 ば た めす る 。 

歩行 不能 (? 40.2~42.4°C, 9 40.2~42.3°C) 苦 
も ん が 更に 進む と 体 の 運動 も 微弱 と な り 歩 行 不 能 に いた 


' On the Thermal Reaction of Epilachna pustulosa Kouno. 
Agriculture, Mie University, Tsu, Mie Pref. 


Zoology, Vol. 3, No. 4, 1959. 
日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 第 3 巻 WAG 1959 
現在 名 古屋 大 学 農 学部 


る 。 

BARE (2 39.1~46.3°C, 8 41.3~42.8°C) 体 の 部 
分 的 運動 は 全く 停止 する 。 こ れ を 室温 と 12 時 間 放 置 し 
た が 回 生 す る も の は な か っ た 。 

雌 と 雄 と に つい て 温度 反応 の 結果 を 比較 し て みる と , 
微動 開始 は それ ぞ れ 1.3~7.8°C, 3.7~8.3°C で 雌 の ほ 
う が や や 低い 温度 で 開始 され る 傾向 が ある が , 大 差 な 
い 。 興奮 は それ ぞ れ 25.5~30.2°C, 20.4~29.6°C Cit 
の ほう が 低温 で 起こ る 傾向 が あぁ る が , CALE APE 
正常 活動 範囲 (歩行 開始 興奮 ) は それ ぞ れ 16.8°C, 
13.6°C CHEDIE 5 BHEL YD SAW. 苦 も ん の 起こ る 温 
度 は 雌 (32.2~35.1°C) DIES ASHE (30.9~33.8°C) 
KD & VME DS SAKE ATH, 歩行 不能 
お よび 熱 死 は ほとん ど 変 わら な か っ た 。 

次 に 伊那 市 の オオ ニ ジ ュ ウ ャ ホシ テン トウ と いく つか 
の 活動 段階 に つい て 比較 し て みる と 第 1 表 の と お り で あ 
る 。 本 表 の 各 温 度 は 中 央 値 を と っ た 。 


第 1 表 コブ オオ ニ ジ ョ ミュウ ャ ホシ テン トウ と オオ = 
ジュ ウ ャ ホシ テン トウ の 活動 段 際 と 温度 
7 AFAAF HAL AY) AASV sAVY 
Bg DS ete ee ke toe 
Be~ | 2% | 8 9 3 
°C °C] ie °C 
tis 重 4.6 6.0 | 7.6 4.3 
3-5 BA $h | 11-1 _.| 011.3 |) 1825) tas 
BR @ | 27.9 | 25.0 | 28.1 | 26.5 
FF AR MB | 41.3 | 41.3 | 42.3 | 40.2 
BR me | ART | AS TAS Te 


いずれ の 活動 段階 も 両者 間 に 大 差 な いこ と が わか る 。 

オオ キミ シン DR RUT PUSS a ON oe ee 
ウ (池本 , 1945, 1955) より も 低温 活動 性 だ が , ATA 
オニ ジジ 3 UVR FPO SSH Se a Sa 
対し て 同様 の こと は いえ よう 。 こ とれ は コブ オオ ニ ジ ョ ミッ ウ 
ャ ホン テン ジン トウ と オオ ニニ ジ = ツヤ ホン ジテ デン 2 
ウゥ ヤ ャ ホシ テン トウ に 対し 対照 的 な 分 布 を 示す こと か ら も 
示唆 され る 。 

S| 用 文献 


池本 始 (1954) DSB 10: 163~166. 
池本 始 (1955) p&B 10: 201~204. 


By Hajime Ixemoro, Faculty of 
Japanese Journal of Applied Entomology and 
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新刊 紹 介 
x 
実験 形態 学 新説 oe ae. s, TRA Bik Sei, 知っ て 大 変 喜 ん で いる よう な 次 第 で ある 。 


(1959), B5 判 , 319 ペー ジ , 900 円 , Bar (東京 ) 

本 書 は わが 園 に お ける 実験 形態 学 の 草分け と も る いう べ ベ 
き 梅 谷 与 セ 郎 博士 の 退官 記念 と し て 出版 され た も の で , 
博士 の 知 友 19 氏 が 執筆 に あたっ て いる 。 

実験 形態 学 と いう ぅ 分野 は 古い 歴史 を る つて いる が , ホ 
ル モ ン と か オーガナイザー の 発見 以来 急速 な 進歩 を と 
UV, それ は 今日 生化 学 と か 遺伝 学 の 方 向 へ る 発展 を と げ 
て いる 。 一 方 これ が 応用 と ん 虫 学 へ の 責 献 る 見 の が すね わ 
け に は いか な い 。 こ と の こと と は 害虫 の 発生 機構 に 深い つ な 
が りゃ を る つこ と ん 虫 の 成長 , 変態 休眠 と いつ た 生理 現象 が 
実験 形態 学 的 手法 に よっ て 次 々 に 解明 され て いる こと か 
らち で も 了解 され よう 。 

本 書 の 内 容 は とこ ん 虫 の 変態 , こん 虫 の 休眠 ,。 カ イコ の 発 
育 機構 , 実験 発生 学 最近 の 動向 , せ きつ い 動 物 の 内 分 滋 , 
神経 の 分 滋 , こん 虫 の 皮膚 と 色 , カイ コ の 放射 線 生理 , 
稼 態 形 成 に お ける 遺伝 子 の 作用 の 9 編 に 分 か れ て いる 。 
そし て 各 分 野 に お ける 最近 の 進歩 が 手 ざ わ よ く 総 説 さ れ 
で いる が , これ らち ら の 中 に は 原著 と みち らち れる よう な る ぁ もの る も 
収録 され て いる 

内 分 滋 に 関す る る も の に か な り の ペー ジ が さか れ て いる 
eS, CUCKCOBMCON FATHER Ri LO 
つ ぁ る 日 本 の 学 間 的 水準 が うか が われ て 興味 深い 。 特 に 
と ん 虫 の 肥 の 組織 培養 目 に 見 られ る カイ コ に 関す る 業績 
な ど は = ニニ ー ク な 存在 で あろ う 。 カイ コ の 放射 線 生 理 
は , この 分 野 の 開発 が & わ め て 新しい と いう だ け は に 注目 
を ゃ ひく で あろ 3 う 。 形態 形成 に お ける 遺伝 子 の 作用 で は 
内 分 泌 と は お の ず か ら 異 な っ た 面 か らち の 形態 形成 へ の アァ 
プロ ョ ロー チ が か な り 巧 み に と 浮き ぼり され て で てい る 5 

本 書 は 一 種 の 論文 集 と みる べき も の で , 実験 形態 学 の 
各 分 野 を 網羅 し た いわ ゆる 解説 書 と いっ た も の で は な 
い 。 し か し , 実験 形態 学 が どん な 形 で また どん な 方 向 に 
向かっ て いる か は 本 書 を ひも る と け ば 一 目 り ょ う 然 と し 
よう 。 人 第 一 線 で 活 中 し て る 専門 家 の 手 に よっ て と の よう 
な 好 著 が 世に 出 た と と は 喜ば し いか ぎり で あろ る 9 

(山崎 輝男 ) 

比較 生態 学 伊藤 嘉昭 蓋 (1959), ASW, 366%—y, 
950 円 , 岩波 書店 (東京 ) 

大 分 以前 か ら こ の 本 が 出る と と を 私 た 
の で 大 き な 期 待 を か け て いた わけ だ が , 
な か な いし っ か り し た = 


ち は 聞 いて いた 
ゃ は り 期待 と そ 
ニー ク な 内 容 の 本 で ある と と を 


と の 本 は 個体 群生 態 学 と MAO TC 論争 が 行 
な われ て いる よう な 場面 に つい て 問題 を 進化 更 的 な 発展 
系 列 に 治っ て 整理 し よう と し た も の で ある 。 問題 と し て 
と りあ ぁ あげ られ て いる 場面 は , 繁殖 と 死亡 ( 策 1 章 ), 個体 
数 の 変動 (第 2 章 ), な わ ば り 制 (第 3 BH), 順位 制 (BA 
章 ), と ん 躍 の 社会 ( 策 5 章 ), 動物 社会 の 統合 と 人 間 へ 
Oi (86H) CH oC, 始め の 2 章 が 個体 群生 態 学 に , 
うし ろ の 4 章 が 主として 比較 社会 学 の 方 面 に あて られ て 
WS 

と の 本 の 一 つの 特徴 は , 上 に あぁ げた よう な いろ いろ の 
問題 に つい て 従来 まで に 得 ら れ て いる 知識 を た だ 整理 し 
書き 並べ て 紹介 し た よう な る も る の で な くく て, それ らち の 知 
識 を 基礎 に し て あぁ ある 一 つの 学説 を 述べ た る の で ある 点 で 
あろ う 。 も ちろ ん それ は 著 着 も まだ が き で 計ら ei る 
うに 形成 され つつ ぁ る 仮説 に すぎ な いか も る し れ な い が , 
次 の 新しい 生態 学 の 展開 の た め に 大 きい ステ ッ プ に な る 
RlILH A BEL EO CHS) EHNU—BCWOI BSL 
イィ イギリス の Lack の 個体 数 変動 の 考え を な わ ば りや 順 
位 制 の いわ ゆ ⑦ る と ん 虫 社 会 の 進化 の 問題 に まで 導き 入れ 
CT, と こん 虫 と ほ乳 動物 な どの 社会 進化 を 一 貫 し て 説明 し 
EE OE DE DO 
に 著者 は 犬 きい 努力 を は ら っ て は いる が , それ は むし ろ 
全体 の プロ ョ ローグ きき ぁ る と 思っ て も る さしつかえ な い % 

と の よう な 学説 の 展開 に 用 いら れ た 資料 の 文献 は 非常 
に 豊か と に あげ られ て いる 。 私 の よく 知っ て いる 第 2 章 を 
見 て る, 必要 と 思わ れる まう な る の は ほとん ど 余 す と こ 
ろ な く , し か も それ が 系 統 的 に よく 紹介 され て いる まこ 
れ が この 本 の 策 2 の 特色 で あっ て , 今後 の 問題 を 勉強 し 
ょ うと する を 利き る が 非常 に 2 の Se 
藤 正 春 著 「 昆 虫 社会 学 ] を 除い て は まっ た く こ と の 方 面 の 
成 書 の な い 上 日 本 の 学界 と と っ て は 大 きい 発展 の 原動力 に 
Agra) (Gta SY 9) 

害虫 学 を 専攻 する われ われ に と っ て で て は, #1, 2 Bo 
と ん 下 に つい て 述べ られ て いる 部 分 は 大 変 で 参考 で な ろ 
と 思う 。 そ と に は 新しい 資料 が 示さ れ て お り , また 綾子 
夫人 が され た と いう いく つか の 面倒 な 計算 結果 が 論 ぜ ら 
れ て いる 。 あ る 見 方 を すれ ば , と の 部 分 が と の 本 の る も る う 
AN ES RE eee 
私 的 事情 さえ な けれ ば , と こん 虫 の 大 発生 の 問題 を 実験 的 
に 研究 する 専 問 的 研究 者 と し て 若い 情熱 の すべ て を ささ 


で 
C 


mn 


| 


it 


1959 年 12 月 


た か っ た と いう の は 当然 の と こと で あろ う ° 

私 は と この 本 を 害虫 の 生態 学 に 興味 を 持つ 人 の すべ て に 
すす め た い 。 た だ , その た め に は 価格 の 高 ほ の だ けが 多 
KC HS 6 (内 田 俊郎 ) 

Handbook of Toxicology. Volume Il :Insecti- 
cides William O. NEGHERBON 編 (1959), A 4 |, 854 
ペー ジ , 5600 円 , W. B. Saunders Company (Phila- 
delphia) 発行 

近年 殺虫 剤 の 進歩 と 種類 の 増加 は 特に 著しい も の が あ 
り , 各 薬 剤 の 諸 人 性 質 を 知り, 殺虫 力 , 人 畜 毒 性 な どの 個 
々 の デー タタ を | 次 献 か ら 集め る と と は 決し て 容易 で は な 
Wo この 2 ペン ドブ レク は 前 ご の よう な 広範 な 知 兄 の 集 大 
成 と し て 初め て の も る の で あぁ あり, 特に 個々 の 引用 方 献 が 明 
示さ れ て いる 点 ) と の 種 の 本 と し て は また と な い 好 閉 と 
EEOC いる 9 

殺虫 剤 の 記載 は 名 称 , 化学 構造 , 概要 , 物理 ・ 化 学 的 
VER Ac KORE CIR HB TUS DS, 薬剤 と よっ て は 使 
用 例 も 記載 され て いる 。 概 要 の 項 に は 創製 や 発展 の 歴史 , 
RHA, 特性 , ABBE, 注意 事項 な ど 一 般 的 な こと 
に が 書か れ , 次 の 物理 化学 的 性 質 の 項 に は 詳細 な 物理 化 
学 的 性 質 の ほか , 合成 法 , 使用 され て いる formulation, 
残 効 性 な ど が 記述 ぶさ れ て いる 。 次 の 算 性 の 項 が 本 書 の 
旋 と も 大 き な 部 分 を 占め て いる 。 ま ず 高 等 動物 につい て 
atk, 慢性 毒性 の 詳細 な 表 , 誘導 体 と の 比較 , HOM 
含 の 可能 な 侵入 経路 , 作用 機構 , FAME, 治療 法 な ど 
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を 詳細 に 述べ , つい で 植物 に 対す る 薬害 に も 言及 し て い 
る 。 次 に 殺虫 力 を 大 き な 表 に 一 括 し , 更に 他 の 殺虫 剤 と 
比較 し た デー タ を 個々 の 文献 か ら 引 用 し て , それ ぞ れ 独 
立 し た 表 と し て 載せ て あぁ る 。 作 用 機構 に つい て も か な り 
詳細 に 六 献 を 引用 し , 人 箇条 書き に し て あぁ り , Hiss 
富 に 取り 入れ て あぁ る の で 調べ ゃ すい 。 

また 個々 の 殺虫 剤 記載 に と ど ま る だ け で な く , た と を 
ば 抗生 物質 , ト ランキ ライ ザー, BY=AK, AMI LA, 
iit, KAA, 浸透 殺 虫 剤 と いっ た よう な , 総括 的 な 
項目 に つい て も か な りく わし い 説 明 の ペー ジ を さい て い 
AG TSE 先 ば が チン WINS SAR Om tem ly 
く 記 載 さ れ て いる は ほか, “有機 リン 剤 " “浸透 殺 虫 剤 ” な 
どの 項 に も 多少 述べ られ て いる わけ で あぁ あり, CORBA 
者 に と っ て まこ と と 選 便 利 で ある. 

以上 の よう な 本 論 の ほか に , 14 ペ マージ に わた る 序 言 の 

で こと と ば の 定義 , 試験 方 法 , MRHICHBT 4 HAT 
な ど , 殺虫 剤 一 般 と に つい て すぐ れ た 概説 が 述べ られ て い 
る あたり , ちょ っ と し た 教科 書 に る も な っ て いろ る 。 末 尾 の 
引用 文献 は 3404 を 数 え , CAMA (FH, 普通 名 ) お 
よび 薬剤 名 の 索引 が 涯 えら ちら れ て いる 。 要 する に ハン ドブ 
ッ ク の 名 に ま と と に ふさ わし い 大 著 で , 殺 躍 剤 研究 者 の 
みな ら ず , 実地 で の 指導 者 , 学生 , 販売 業者 な ど , つね 
に 座右 じ お いて 参照 する に 足る る の で ぁ る 。 た だ わが 国 
で の 多く の すぐ れ た 業績 が ほとん ど 引 用 され て で てい ない の 
は , いつ る の と と な が ら 残 念 で ぁ る 。 (HERG BR) 


時 


報 


線 虫 談話 会 の 設立 

農林 省 主 催 の *“ 主 要 植 物 寄 評 性 土壌 線 虫 に 関す る 研究 
成果 中 間 検 討 会 な ら び に 協議 会 ” は 去る 11 月 10, 11 両 
還 農 業 技術 研究 所 で 開催 され た 。 同 会 席 上 で 出席 者 より 
き 線 虫 学 談話 会 ” を 結成 し た い 旨 の 提案 が あっ た の で , 
此 席 者 に は か っ た と ころ 多数 の 准 同 が 得 ら れ , 第 1 回 の 
会 合 を 明 年 3 月 末 , 京 大 農学 部 で 開催 され る 日 本 応用 動 
物 慣 虫 学会 大 会 の 前 後に 京都 で 開く こと に 決定 し た 。 
iis, 趣意 書 希 望 の 向き は , 農業 技術 研究 所 昆虫 科 線 
HRS AMBSNZEALOCETHS, 

小林 博士 に 紫 授 褒章 

SARA (共立 農機 社長 ) は 多年 病害 虫 防除 
竹 具 の 研究 に 専念 し , 散 粉 機 そ の 他 を 発明 考案 し た 業績 
ckh), 11 月 25 日 付 で 紫 授 褒章 受賞 の 栄 に 浴 せ られ 
25 RO 1D BRODE) CHS. 


° 小尾 技師 に 農業 技術 功労 賞 
農業 技術 協会 の 本 年 度 農 業 技 術 功 労 賞 授 与 式 は 12 月 
7 日 農業 技術 研究 所 講堂 で 行なわ れ , 6 件 10 氏 に 授賞 
Shits, 会 員 小 尾 充 雄 技 師 (山梨 県 骨 業 試験 場 病 虫 科 
長 ) も その 一 員 に 選ば れ , 栄 券 あ る 授賞 を 受け ち れ た 。 
同氏 の 受賞 は トウ モロ コシ の 黒 す じい 縮 病 な ど に 関す る 
研究 な ら び に 防除 指導 その 他 ア メリ カシ ロ ヒ トリ , イネ 
カラ バエ な どの 防除 に 多大 の 成果 を あぁ げた と と に よる $ 
の で あぁ る 。 
ER RSIS 
第 19 回 昆虫 生理 談話 会 は 11 月 2 日 午後 1 時 か ら 東 
大 農学 部 で 開催 され た が , 当日 は こん 虫 神経 生理 の 特集 
と し て 次 の 4 講演 が あっ た 。 参 会 者 50 名 。 
1. こと ん 虫 の 聴覚 に つい て 
勝木 保 次 ・ 菅 乃 武男 ( 医 歯 大 生理 ) 
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2. tAH®O chemoreceptor (COUT 
森田 弘道 GuABEY) 
3. こん 虫 の 複眼 に つい て 


中 研一 (丸大 理生 物 ) 
4. ゴキ ブリ 巨大 神経 線維 の 電気 的 性 質 
橋 橋 敏夫 (RABE) 


Wp 


ふ 報 

本 会 は 下記 3 会 員 の ど せ い 去 に 対し , つつ し ん で 哀 恒 
の 意 を 表し ます 。 

宮原 仁 男 技師 (長野 県 庁 骨 地 経済 部 農業 改良 課 和 勤務 , 
専門 技術 員 ) 昭和 35 年 6 月 20 目 脳 いっ 血 の た め せ い 
去 。 享 年 50。 

BH Bit (東京 農工 大 名 状 教 授 , 日本 植物 防疫 協 
会 研究 所 長 , 本 会 評議 員 ) 昭和 35 年 11 月 19 日 心臓 
BOK DO, BH 65, 

山崎 正吾 技官 BR ASE EZ ON OT CTs BB BB 
科 勤 務 ) 昭和 35 年 11 A 28 目頭 部 りん ば 腺 し ゅ よう 
の た め せ い 去 。 享 年 29。 

石井 博士 を いた む 
日 本 応用 動物 昆虫 学会 会 長 河田 te 

会 評議 員 で あり 会 計 監 査 で ある 石井 悩 博 士 は か ね て 

病気 療養 中 の と と ころ, OMEIOTO MIRA 34 年 11 月 
19 目 永眠 きれ た 。 享年 65。 と こと に つつ し ん で 哀悼 の 意 
を 表す る 。 

博士 は 明治 27 年 神奈 川 県 に と 詞 ま れ , 大 正 7 年 東京 帝 
国 大 学 農 科大 学 農 学 実科 を 卒業 され る や , 直ちに 佐々 木 
忠次 郎 先生 の も と に あっ て 謀 作 物 害 虫 の 研究 に 従事 され 
た 。 大 正 9 年 植物 検査 所 長崎 支所 長 , 昭和 2 PT ROR 
事 試 験 場 尾 虫 部 , 昭和 10 年 現在 の 東京 農工 大 学 の 前 身 
で ある 東京 高等 農林 学校 教授 に 転じ , 昭和 33 年 同 大 学 
を 定年 で 退職 され る まで , 40 年 の 長 さ はにわ た っ て こと ん 
虫 学 お よび 応用 こん 虫 学 の 研究 と , 子弟 の 教育 と に 従事 
され た 。 人 退職 後 も さら に 日 本 植物 防 疲 協会 常務 理事 兼 同 

it 


4 

協会 研究 所 長 と し て 活 忠 さ れ , 将来 な お 其 界 の た め 尽 く 
期待 され て いた 。 

博士 の 研究 は 農作物 害虫 の 防除 , 特に 天敵 に よる 防除 
と , これら 天 敵 の 主体 を な す 寄 生 バ チ の 人 分類, 生活 史 お 
び 習 性 の 研究 な ど に 広く わた っ て ね おり , その 著書 , 
文 の 数 る も 多い 。 特 に トビ コバ チ 亜 科 の 分 類 と その 形態 お 
よび 生活 史 に 関す る 研究 は 博士 の 最も 心血 を 注い だ も の 
で あっ て , と の 研究 に よっ て 昭和 "7 年 農学 博士 の 学位 を 
得 ら れ た 。 


部 


し か し 博士 は 単なる 学究 に とどまる と と な さく 実際 と 農 


mA Ft bh a 
作物 害 忠 の 防除 に 寄与 し , GRiEBRER< FORRIC 
WPZCEGHSIE, CCICHBUIEN wie oe 
TE 14 年 博士 が シル ベス トリ 博士 に 依頼 し て 中 国 か ら 輸 
人 され た シル ベス トリ コバ チ が な が 当時 さしも る に 激 苦 で 放 
STZt AYIA bF AIL FI TSGHEL, 今 旧 SNe は は 0 
ど そ の 被害 を 認め る と こと が で き な い まで に 防除 効果 を お 
DC RR C25 に 同年 ヤノ フネ カイ ガラ ムシ に 機械 洒 
乳剤 の 有効 な こと と を 発見 され て 防除 に 一 紀元 を 画 さ れ 共 

の 


Le 
x 


RE OV 


DRE SEB CHI, 
frlii—-#£2BUCHHORCHSH siz. EOC LIUE 
士 の 自 叙 を 見 て も うか が われ る 。 と いっ で また が リカ が D 
な 点取り 虫 式 の 人 で は な か っ た 。 その 体 姿 容貌 か ら る も う 
か が える よう に 円 満 な 人 格 を そなえ , その 趣味 の 広 き ! 
も 人工 か され る 。 す な ね わ ち 油絵 を よく ぐ 描 か れ , また だ た こと 用 
の 生態 写真 な どる よ ぐ と ぢ れ な た し; 謡曲 も る され) とき 畠 
興 に 乗 ず れ ば 浪曲 を うな られ た こと こと も し ば じ ば で は 
た 。 旅行 記 , 漫画 解説 その 他 大 衆 雑誌 に 虫 の 石井 さん 
し て 親しま れ て いた こと と か ら も , 博士 の 人 間 味 の 一 端 る 


1959 年 12 月 竣 


うか が われ る 。 

本 年 5 月 どろ 病魔 の 競う と と ろ と な り , 一 時 入院 され 
て いた が , そ の 化 退 院 さ れ た と いう 話 も 聞い に て いた の で , 
OSE KHAOMLO BU ICES SRA CL 


想像 し て いた の に , 今日 と の 追悼 次 を 書か な けれ ば な ら — 


WEB E 思っ て いな か っ た 。 


ILO MID BUS. OF MMS OIRO 
線 に あっ て 活 忠 し て いる と と は , BLOB ARMITH NH 


る も の で ある 。 
」 明治 27 年 8 月 6 日 
大 正 7 427 月 13 日 
7 月 17 日 


KiE9 年 6 Alla 
昭和 2 年 6 月 20 日 


THAIS 465 57 8 


回 和 5 年 7 月 2 日 
昭和 7 年 8 月 5 日 


| 昭和 10 年 9 月 14 日 
昭和 18 年 12 月 


昭和 19 年 4 月 1 日 
昭和 24 年 6 月 28 日 
昭和 26 年 3 月 31 日 
昭和 27 年 5 月 31 日 
AA A334E 3 月 31 日 

4A1¢q 
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略 歴 

神奈 川 県 中 郡 大 根 村 に 生ま れる 
東京 帝国 大 学 農 科 大 学 農 学 実科 卒業 
東京 帝国 大 学 農 科大 学 動物 学 教室 勤 
務 

植物 検査 所 長崎 支所 長 に 任 ぜ られ る 
圭 商 務 省 農事 試験 場 技 手 に 任 ぜ られ 
る 

ニカ メイ チュ ウ の 天敵 調査 の た め ホ 
ジス EA 
VEYA, ADV SHAY EB, 
V7A, AYER 

ふた た び 東 南ア ジア 諸国 へ 出張 

圭 学 博士 の 学位 を 授与 され る (東京 
帝国 大 学 ) 

東京 高等 農林 学校 教授 に 任 ぜ られ る 
陸軍 省 南 方 軍政 総監 部 づき と な り , 
有 昭和 19 年 2 月 より フィ リピ ン , 
ウジ ンジ 太 ーー ルル マラ イズ MICH 
張 

東京 此 林 専門 学校 教授 と 任 ぜ られ る 
東京 農工 大 学 教授 な らち びに 同 農 学部 
長 に 任 ぜ られ る 。. 東京 農林 専門 学校 
長 同 教 授 を 兼任 

東京 農林 専門 学校 長 な ら び に 同 教授 
の 職 を 解 か れる 。 

東京 虐 工 大 学 農 学部 長 を 人 免 ぜ られ る 
東京 農工 大 学 教授 を 停 年 退職 
財団 法人 日 本 植物 防疫 協会 常務 理事 
兼 同 協 会 研究 所 長 に 就任 され る 
東京 農工 大 学名 療 教 授 の 称号 を 授与 
され る 

WE 


Set ae 


ジ ャ 


学術 会 議 第 5 期 会 員 選 挙 結果 
AANA RA 5 期 会 員 選 挙 の 開票 の 結果 , ARIE 
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WO 4 氏 は 下記 の 得票 に より 全員 当選 きれ た 。 と れ は 控 
FOTO ABDOB) CHS, 4 氏 の 今後 の ご ど 活躍 を 期 


待 し て で やま ない 。 

aa 全国 区 専門 別 票 一 般 票 AE 
a 学 河田 党 745 342 1087 
礁 糸 学 八木 誠 政 503 740 1243 
et 地方 区 

北海 道 犬飼 哲夫 810 
中 部 福田 宗 一 1195 


昭和 35 年 度 本 学会 大 会 
京都 で 開催 され る 来年 度 本 学会 大 会 の 役員 お よび 日 程 
は , 先般 つぎ の よう に 決定 し た 。 な ね 大 会 案内 は , す で 
に 京 大 昆虫 学 教室 内 の 大 会 事務 当局 か ら 発 送 ず み で ぁ る 
が , 万 一 未 着 の 場合 に は 至急 事務 局 に 連絡 され た い 。 


大 会 会 長 春川 忠吉 
会 副 会 長 一 色 周 知 ・ 武 居 三 吉 
シン ポジ ウム 委員 長 徳永 雅明 
大 会 日 程 
3 月 29 日 一 般 講演 ・ 記 念 撮影 ・ 和 懇親 会 
3 月 30 日 一 般 講 演 ・ 総 会 ・ 学 会 賞 授賞 お よび 受賞 
者 特別 講演 
3 月 31 日 シン ポジ ウム 


(1) 害 虫 の 生態 型 を めぐ る 諸 問 題 

(2 ) 誘 引 物質 ・ 忌 避 物 質 

(3) 天 敵 利 用 を 薬剤 防除 と どの よう に 調和 させ る 

か 

こり 本 = ンー 

鳥居 博士 評議 員 に 

関東 東山 地区 評議 員 石 井 昼 博士 の 他界 に 伴い , その 欠 
員 補 充 は 会 則 に より 昨年 施行 し た 選挙 の 際 の 次 点 者 , 鳥 
mB ABS REZ) PH SNS TLIC 
また 石井 博士 の 兼ね て いた 監査 役 の 後任 は , 全 評 議員 の 
郵便 投票 の 結果 , 貢 野 祉 久 博 士 ( 林 試 ) に 決定 し た 。 

第 1 回 例会 
AAS 11 回 例会 は , 10 月 31 日 午後 1 時 半 か ら 農 技 
研 に て 開催 , 次 の 2 講演 だ あっ た 。 来 会 者 40 名 。 
TE 壊 下 の 生き ササ ブタ タダ = に っ いい nt 
BA %@—(CAKS) 

土壌 中 に 生息 する ササ ラダ ニ = 類 は , ダニ = 目 ヒ ゼン ダニ 
亜 目 に 属し , 世界 に お よそ 40 科 千 数 百 種 を 産 す る も の 
と 思わ れる 。 こ の 種 は 従来 , +, BH, BH, Cv, 
朽ち 木 , 樹 上 , 河 な ど に 自由 生活 を し 人 生 と は 無関係 な 
動物 天 と し て 扱わ れ て 来 た が , (1) 近 年 に な っ て , その 
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和 中 の あぁ る も の が 症 に 寄生 する 拡張 条 躍 の 中 間 宿 主 と な っ 
て いる 事実 が わか り , に わか に 応用 面 か ら 注 目 を あび る 
に 至っ た 。 そ の 後 拡張 条 虫 の みな ら ず , Anoplocephal- 
inae 亜 科 に 属す る 9 種 の 条 虫 が それ ぞ れ ササ ラダ ニ = を 
HAECUCTWOSCE MBL. A, FiBEC 
な りう る ササ ラダ ニ に つい て は , 自然 状態 で 8 種 , RR 
的 と 17 種 が 報告 され て いる 。 中 で も 翼状 突起 を 有する 
Galumna 属 ( フ リ ソ デ ダニ 属 ) は 食 ふ ん ( 装 ) 性 で , AK 
の 擬 の う ( 喪 ) 尾 虫 を 体内 に 宿す 割合 が 高い 。 ま た , 牧場 
に さり, 同一 牧場 で る 場所 に より 中 間 宿 主 と な る ダニ = の 
種類 や ゃ 感光 率 が 異な っ て いる 。 (2)LBORMLS OW 
(SRBC S 6 EB WO RAMTOW Tl DBI 5 wD 
て きた が , ZOHRERCHA 4 CADOMDRA OK 
RNA, 礁 植 に 富ん だ 排出 物 を 出す こと, LOR 
機 物 有 機 物 の 混合 , 水 に 安定 な 団 粒 構造 の 生成 な ど に と 
oC, ササ ラダ ニ は 土 壊 動物 衝 中 最も 重要 な 働き を し て 
WhEBA5NS, (3)UKBaCTLB HATER 
の 動物 相 と の 間 に は 密接 な 関連 が ある は ず で あり , ササ 
ラダ ニニ の 量 ゃ や 種類 相 を 比較 する と こと に より , 土壌 タイ プ 
を 比較 ・ 推 定 す る 試み る 可能 で あぁ る 。 (4 ) 樹 上 生活 を す 
る ササ ラダ ニ に つい で は 所 その 害 益 が いま だ 明らか で は 
な い 。 現在 世界 に 約 40 人 の ササ ラダ ニ 研 究 者 が いる が , 
いま だ 分 類 学 上 の 知見 すら 貧弱 で あり , わが 国 の ササ ラ 
ダニ に いた っ て は ほとん ど 未 知 の 状態 で あぁ る 。 


2. ヨー ロッ パ に お ける Biological Control の 
最近 の 動向 に つい て 
AIR BE (Za el) 

近年 ヨー ロッ パ で は こと ん 虫 病理 な いし 生物 的 防除 に 関 
する 研究 が 著しく 活発 と な つて きた 。 生物 的 防除 の 方 法 
を 一応 microbial control と 寄 論 バチ の 利用 の 2 つ に 
わけ る と , 私 の 話 は お る に 前 者 に つい て で ある 。 

フラ ンス で は Grison 一 派 (La Miniére), 
(Ales), Antibes お ぉ お よび Avignon の Station de 
Zoologie Agricole ら の 緊密 な 連 け い の る と に こと ん 皿 
病理 学 お よび その 応用 , 寄生 バチ に つい て の 研究 が 行 な 
われ て いる 。 Microbial control の 研究 対象 と な っ て 
いる も の の うち , 細菌 で は B. popilliae, B. thuringi- 
ensis CH), RBIANAY — VPP OME IC KOT, 
“Bactospeine” の 商品 名 で 販売 され て いる 。 ウィ ルス 
で は モン シロ チョ ウ の granulosis, オビ ガ 科 の 一種 
Thaumetopoea pityocampa の 細胞 質 型 多角 体 病 の 利 
用 が 研究 され , 後者 に つい て は 有 Avignon の 近く の 
Mont Ventoux で へ リコ プター 散布 に よる 野外 実験 が 
行なわ れ て いる 。 ま た リ ケ ッ チッ の 利用 の 研究 る 試み ら 


VAGo 


試み は 少く 
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れ て いる 。 

西独 で は 生物 的 防除 研究 所 (Darmstadt) の FRANZ 
一 派 が と の 方 面 の 申 心 と な っ て いて , 応用 研究 は フラ シン 
ス ほ ど で は な い が , と ん 虫 病理 学 の 基礎 研究 を 着実 と 続 
け て いる 。c。 そ の 研究 項目 は フラ ンス と 大 体 同 じ で ある 3 
ウィ ルス ・ リ ケッ チ ァ 』 茶 状 菌 で お いて は 見 る べき の 
が あろ う 。 ま た 野外 と に お いて マツ フキ ハバ チ の 多角 体 病 
の 利用 , SARWOR Ss epMBsN TOS. 

と の 他 ス イズ で は Bovey PHI O, 2-A, F 
テラ ョ ュ ラン タイ な と tO A CR 
る microbial control また は その 基礎 研究 が 行なわ れ 
NS 

と うし た 状態 の 申 で 首 コ ヨー ロッ パ に お ける で の 斑 面 の 
活動 を 推進 させ て いる の は 国際 生物 的 防除 委員 会 (C. I. 
L. B.) で あぁ る 。 い きま パス ツー ルル 研究 所 の BALACHOWSEKI 
教授 が 委員 長 , Grison が 事務 局長 を つと め て いる が , 
生物 的 防除 の 諸 間 題 に つい て 研究 班 を 組織 し て し ば し ば 
BRP ATEN CWS > TEAIIES 10 AOS) Coe 2 
CAME YARD HH Sh, 47) -JERORREE 
班 は コル シカ 島 で その 応用 研究 を 実施 し て いる 。 

と ん 虫 病理 学 は Aik CAO 疾病 防除 と microbial 
control の 2 つの 使命 を る つ 。 後 者 に つい て も 一 つの 可 

HEME (一 部 は すでに 具体 化 さ れ て いる の で あぁ ある) を も っ 
て いる わけ で あぁ あり , と の 可能 性 の 追及 に 非常 な 努力 が 拡 
われ て いる こと が 痛感 され た 8 

: 第 12 回 例会 

本 会 第 12 回 例会 は , 12 AOR 午後 2 時 か ら BOF 

に て 開催 され , 下記 2 講演 が あぁ っ た 。 来 会 者 60 名 8 
1. 抗生 物質 の 殺虫 剤 と し て の 利用 の 可能 
見 里 " 朝 正 ( 農 技 研 ) 

抗生 物質 工業 の 発達 と と る に 抗生 物質 を 農薬 と し て 利 
用 し よう と する 試み が 近年 感 ん と な っ て 来 た 。 SHAS 
は すでに 実用 化 さ れ た も の も 多く , 桃 せん ( 塞 ) 孔 性 病害 
コン ニッ * ャ ク 鷹 敗 病 な どの 細菌 病 に スト レプ トマ イオ シン 國 
係 の 製剤 , 玉 ネ ギ べ と 病 に シク ョ へ ヘ キシ イミ ドリ ヨゴ 
も に りや 病 ・ メ ロン つる 橋 病 に は グリ ゼ オ フ ルビ ン な が 実 
際 に 使用 され て いる 。 ま た モモ 談 そ 病 に は アン チマ イジ 
VA, イネ いる もち 病 に は ブラ スト サイ ジン 8S な ど 現 在 誇 
験 中 の 抗生 物質 で 有望 な る の $ 多い 。 

と これ に 反し 抗生 物質 を 殺虫 剤 と し て 使用 し ょ うと する 
現在 の と と ころ 実用 化 さ れ て いる も の は 誠 
い 。 じ か し な が ら 以 下 述 べ る 理由 に ょ り 抗 生物 質 の 殺 十 
剤 と し て の 利用 る 有望 で あぁ る と 思わ れる 58 

第 一 に いま まで の 試験 例 は 既知 抗生 物質 を 殺虫 剤 と し 
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て 使用 で きる か どう か ゃ 試み た も の が 多い が , 既知 抗生 
物質 の ほとん ど は 徹 生 物 を 対象 と し て 選択 され て きた る 
の で ある か ら , 抗菌 力 は 有する が 訂 虫 力 は 持た な いも の 
が 多く , し た が っ て あま り よ い 成 病 が 得 ら れ な か っ た の 
は 当然 で ある 。 訂 虫 力 の すぐ れ て いる パラ チオ ン る 殺菌 
前 と し て は 効果 な く , いる もち 病 に 著 効 々 有する 水銀 剤 る 
デカ メイ チュ ウ に は 効果 が な い の と 同様 で ある 。 し た が 
っ て 殺虫 性 抗生 物質 は 抗 苗 性 抗生 物質 と は 別に 新しい ス 
PY —-=VARRICE YD RRA GW, 

次 に それ で は 往生 物 の 代謝 産物 中 に 殺虫 力 を 有する 物 
四 が 存在 する か どう か が 問題 と な る が , アン チマ イシ ン 
は ハハ ダ = に 対し て アカ ー ル 以上 の ,= ア オム シ に 対し て 
ポ N ラ チオ ン に 等 し い 殺 虫 力 を 有する と と が 認め られ て い 
So KI 既知 抗生 物質 の 中 で 動物 に 対す る 毒性 が 強い 
(殺虫 剤 と 同 程度 の 毒性 ) た め に 医薬 と し て 実用 化 さ れ 
いな いも る の も 多い 。 し た が っ て こと ん 虫 に 対し て 和 毒 性 の 
点 い 物質 を 生産 する 微生物 る 十分 に 存在 し うる と いえ を えよ 
Do 

第 三 に こん 虫 病 原 菌 の 利用 る 考え られ る 。 た と えば り 
AUR OD SHH Ix Bacillus thuringiensis の 胞子 を 散布 し 
HES RING 6 LIMIT CHM CEP MY SNH 
Ee, 最近 C DO Bacillus thuringiensis より 毒素 が 結晶 
選 し で 得 ら れ た 。 し た が っ て と の よう な こと ん 貝 病原 菌 を 
LRA ICA ARG EL CFESA TH UL RAC UCM 
の る おもしろ いと 思う 。 
| 最後 に 殺虫 剤 と し て で は な い が 既 知 抗生 物質 の 抗菌 性 
SAU 消化 管内 の 有害 共生 微生物 を 殺す こと と に ょ よ 
ミッ バチ と か カイ コ な どの 有益 こん 虫 の 病気 を 少な 
生育 を よく する と と に る も 使用 され る 。 オ ー レ オマ イ 
ジン な どの 貯 殻 害虫 に 対す る 殺虫 効果 る この よう な 共生 
庶 生 物 に 対す る 影響 で ある と 考え られ て いる 。 

2. 欧米 に お ける 線 虫 研究 の 動向 に つい て 
一 戸 稔 GBR) 
アメ リカ 合衆国 農務 省 の 線 虫 研究 組織 は , ベル ツ ッ ピ ビル 

2 宇 体 と し た 14 の field station か らち でき て いる 線 虫 
Cc, 単 一 の 研究 機関 と し て は 最も 大 きい 。 ア メリ カ 各 
情 ⑦ 大 学 に は 線 虫 学 の 講座 を ゃ る つと こと ころ が 多 く , な か で 
議 ジ 280 ニー イ ス コー スズ スカ ロフ ラフ イナ, 
放 本 リグ ダ な どの 大 学 は 一 流 で ある 。 欧洲 で の 研究 は , 4 
動 ス で は = サム ステ ッ ド 試験 場 の 線 虫 部 が 中 心 で , そ 

ぼ ぽか ロコ ロン ドン 大 学 に 線 虫 学 の 講座 が だ が あり, オラ ンダ で 

ーー ゲニ ン ゲ ン に ある 国立 の 植物 病理 学研 究 所 が 中 心 

ある 。 

線 虫 学 で は 分 類 学 が 過去 の 業績 の 大 半 を る 占め, 記載 分 
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類 学 に つぎ 系 統 分 類 学 初期 の 時 代 と みる と こと が で き , 
の 発展 に 最も 貢献 し た 人 と し て G. Tuorne 氏 が あげ 
られ る 。 線 虫 の 分 類 学 は その 防除 に 直結 し た 重要 な 研究 
部 面 で , 分 類 学 の 発達 に つれ て 線 虫 学 が その 重要 性 ゃ 認 
め ら れ て きた と いっ て よい 。 

アァ アメ リカ で は 従来 ネコ ブ セ ン チュ ウ が 最も 重要 な 線 虫 
と 考え ち れ た が , その 後 ネ グ サ レセ ンチ ュ ウ が 問題 と な 
り , さら に 問題 の 焦点 は 外 寄生 線 虫 群 に 移り つつ ぁ る 。 
外 寄 生 線 虫 と は , Tylenchorhynchus, Hoplolaimus, 
richodorus な ど 根 に 外部 か ら 加 害する 約 10 MOM 
群 の 総称 で , 被害 樹 株 の 根 周 土壌 を 洗い 線 虫 の 有無 を 
調べ て 初め て 線 虫 の 存在 が 確認 され , 草本 木 本 を 問わ ず 
きわ め て 多く の 作物 に 発生 し て いる 。 特 に 従来 病原 の 不 
明確 な 木 本 の 衰弱 (decline) な ど で 外 寄生 線 虫 に 起因 す 
る 例 が 多い 。 了 欧洲 で 最も 重要 な 線 虫 は ベレ イシ ョ の シス 
ト セ ンチ ュ ッ ワウ (Heterodera rostochiensis) で , 研究 の 大 
部 分 を 占め る が , ネ グ サ レセ センチュウ アウ, 
9, 外 寄 生 線 虫 も 注目 され て いる 。 
合衆国 農務 省 は , 関係 各州 と の 共同 で 行なう 防除 事業 
を る もち , 本 年 度 は 病害 虫 雑草 あわ せ て 23 OBPRat iid: 
あげ られ , その うち 線 虫 関係 で は 
(Heterodera rostochiensis), soybean cyst nematode 


fal 


FRESF = 


golden nematode 
(H. glycines), burrowing nematode (Radopholus 
similis)D3D7CH4., な か で る も burrowing nematode 
に よる フロ ョ ロリ ダ 州 の 相 橘 の 被害 は 最 る 深刻 な 問題 と み ら 
れる 。 

線 虫 と 他 の 病菌 と の 混合 に よる 発病 すなわち いわ ゆる 
disease complex (3, 当初 ワウ ワタ, タバ コ の Fusarium 
Walt, (es toc ee TEN RE 
の 関連 で 問題 と な っ た が , ブドウ の Fan-leaf virus が 
NAHE D Xiphinema に よっ て 起こ る と と や , タバ 
ココ の Fusarium wilt の 抵抗 性 品種 が 線 虫 と フ ザ リウ ム 
と の 混合 感光 に よっ て Fusarium wilt の 抵抗 性 を ゃ 失う 
と と な どの 例 が 示さ れ て いる 。 また 一 方 で は , RMHLR 
HO complex も 次 第 に 注目 され , 線 虫 土壌 の 調査 に あ 
た っ て は , 線 虫 の 単 一 の 属 の 生息 数 より る も, 属 の 組合 わ 
せ や 属 間 の 数 量 的 関係 を 重視 する , いわ ば fauna の 動 
的 は ぁ ぐ の 傾向 が 生ま れ て いる 。 

線 虫 の 防除 は 輸 作 が 第 一 閉 で , 抵抗 性 品種 の 育成 , 固 
避 作 物 の 研究 な ど % 行なわ れ て いる 。 PBR RAT 
は , D-D, EDB に 続く 新しい 薬剤 と し て DBC Pas 
と くに 注目 され , 立 毛 処 理 の 可能 な 薬剤 で ある と と と , 
粒状 の も の は 肥料 と 同時 に すき 込め る な どの 利点 おど あっ 
て 圧倒 的 な 人 気 が あ る 。 
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会 費 払 い 込 み に つ いて 

本 会 の 会 費 は 会 則 と より 1 年 分 を 前 納 す る と と に な っ 
Cis), また 会 の 運営 上 , 前 金 の お 払い 込み の な いか た 
Wis, 送 本 は 中 止 す る 。 本 号 で 34 年 度 の 会 費 は 切れ る 
と と に な る の で , 明 35 年 度 の 会 費 700 円 を 未納 の か た 
it, KHAHORBAMCBACKEF S545 HY 
FUEW 4.5 

ints, 明 年 は 役員 選挙 が 会 員 , 投票 に よっ て 行なわ れ 
る が , 会 員 未 納 の か た は 選挙 権 な ら び に 被 選挙 権 は な い 
NCR に げ ける 6 


例会 通知 状 に つい て 
本 会 の 例会 は 原則 と し て 偶数 月 (た だ し 8 月 を 除く ) 
忌 東 京 で 開催 し て いる 。 こ と この 例会 開催 通知 状 を 毎回 お 受 
け に な り た いか た は , あて 先 を 記入 し た 官 軸 は が き 5 枚 
(1 年 分 ) を 本 会 事務 所 まで お 送り 願う こと に な っ て い 
Ao 年 度 変 わり と な っ た の で , ど 希 望 の むき は 明 35 年 
族 分 を お 忘れ な く お 送 り 願 いた い 。 


会 員 動静 
RASA 
石川 HE HORA ARAES-18 日 本 化 薬 KK 王子 製 


CY 


+ 2 HP KERAKE BARD 

2 原 Je AGRABYEARSTIOS NM BEES bE 

長田 me LAR FAA rf KY 488 

fH 作 福岡 県 筑後 市 和泉 SUN Bao OT Fe Ss 

北沢 徹郎 長野 県 上 水 内 郡 信州 新町 信 級 

中 島 fk 京都 市 左京 区 北 自 川 京 大 筐 学部 農薬 化学 
研究 室 

久野 英二 京都 市 左京 区 北白川 京 大 農学 部 昆虫 学研 
Fa 

広田 幸喜 滋賀 県 野洲 郡 野洲 町 三共 KK 野洲 川 工 場 

正 野 俊夫 東京 都 品川 区 西 品川 1-888 = 3k K K ie oF 
究 所 農業 生物 研究 室 

日 高 JERI 福岡 市 箱崎 九州 大 農学 部 昆虫 学 教室 

EMS 泉 宮崎 県 高鍋 町 宮崎 県 立 高鍋 農 業 高校 

伊藤 。 博 高松 市 仏生山 町 百 相 香川 県 農 試 

岡田 剛 広島 県 安佐 郡 可 部 町 広島 県 林 試 

DER 清 新潟 県 小竹 谷 市 干 谷川 北魚沼 病害 虫 防除 
所 

水沢 実 東京 都 北 多摩 郡 国 分 寺町 116 

坂本 与 市 北海 道 江別 市 西野 幌 582 野幌 機 農 高 校 


"田畑 ( 旧 林 田 ) 道 信 
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長田 泰博 東京 都 世田谷 区 池尻 町 東京 教育 大 農学 部 
応用 動物 学 教 室 

宮本 秀雄 東京 都 新宿 区 戸塚 町 1-304 日 本 電電 公社 電 
気 通信 研究 所 線路 課 

岡田 利 承 東京 都 南 多摩 郡 日 野 町 百草 359 


全 購 連 農 薬研 究 所 神奈 川 県 小田 原市 国府 津 2681 

佐賀 県 農 試 佐賀 市 高木 瀬 町 

住所 変更 

bk a 神奈 川 県 中 郡 大 磯 町 東 小 磯 930 A YK KE 

物 研究 所 

長崎 県 諫早 市 永昌 町 373 Bi 

仙台 市 原町 小田 原 覆 江 EULA 

奥山 善雄 鳥取 市 吉成 鳥取 県 農 試 

CULAR OMAR AMBRE 

借 豆 分 場 

大 阪 市 城東 区 西 鳴 野 町 6-6-1 府 職 員 公 舎 

東京 都 中 央 区 日 本 橋本 町 2-3 日 本 農薬 KK 

横浜 市 中 区 新山 下町 1-2 BRA RETA 

査 課 

伊藤 HE 東京 都 千 代田 区 丸の内 2-3 シェ ル 石 油 KK 
| 香川 県 善通寺 市 善通寺 町 仲多度 病害 虫 発 

生 予察 所 

神奈 川 県 小田 原市 国府 津 2681 ef 

研究 所 

神奈 川 県 小田 原市 国府 津 2681 東亜 農 薬 氏 

KK 岩 薬 研究 所 

神奈 川 県 平 巡 市 寺田 縄 497 神奈 川 県 農 試 

神奈 川 県 平塚 市 寺田 縄 497 神奈 川 県 農 試 

長野 県 上 回 市 前 田町 上 小 病害 虫 防除 所 っ 

大 阪 府 高槻 市 古 曽 部 京 大 化学 研究 所 


FU, ae 
ao RB 


岡山 市 北方 岡山 県 農 試 
静岡 市 追手 町 県 庁 経済 部 農産 課 


改 HE 


FA (IF) its 。 東 京都 千代 田 赴 区 ヶ 関 農林 省 振興 
Ja tel Yo Be aR 
徳島 県 勝浦 郡 勝浦 町 徳島 県 果 千 試 
験 場 : 
福岡 県 人 幡 市 折尾 町 未 里 福岡 県 達 


賀 地 区 病害 虫 防除 所 


賀川 ( 旧 森 下 ) 実 


| 原 著 


深見 順一 ・ 中 津川 勉 ・ 橋 橋 往 夫 : ロ テ ノ ン 誘 導体 の 化学 構造 と 薬理 作用 ( 英 廊 )… 


| 平野 千里 ・ 石 井 象 二郎 : See fe heen AFTER ONS 『. リン 酸 施用 量 の 多少 


と 幼虫 の 生育 … ンー 


2 
y 


地帯 イネ カラ バエ の 生態 的 性 質 の 違い … 


福島 正三 : [MP ICIs SRP OWMS XW. バレ イシ a の 単 作 お よび トウ モロ コシ の 間 作 栽培 


| 下 尾 重太郎: {AIO NR IC ZU I. 2 化 地帯 で 経過 し た 2 化 ・3 化 


CASI SEEM AERO PM, REICH OBE {LZ HM < RBYIL OV Cesc ces see cee cee cee eee cee cs eeeeeeeeeseseen nen ene TD 
SWABS AFH DIN LOX OI ee ee I. #zt¥vy 
¥ ワ バ の 学名 と 形態 的 特徴 … . ; Ses) sae Sener Peery hurtin eee --99 
THAR + RAR: Jere 9 7 KOLO CHD OCR SHR I. 2 
VIEVVINOEAICMES ME ORE a a 157 
FRA RET: 2 ANDAR ET KIEOWE GZ eh Re HL RIC 
L TAK PBR L Fe7k AIC 3 (F SY OA FH: Sade oe el eee 16 
hm Ro: FVUaShvOMeR WV. 不適 な 食 草 に 対す る 幼虫 の 耐性 は 相 に ょ つて 違う か 164 
SAR: 高田 地方 に お ける イネ カラ バエ 夏 世 代 幼 虫 の 生育 生態 1. 生音 店 FRI B HAIL 33 FG 
FIO Aloha eee stars Ole Je 4 RAG tat HFN CRE < 20 se onan noniesemenicteracivon susiavsvex ens eveeveuns voveseucewesill 
“i 勝 ・ 三 浦 克己 : DAL A CAR OBE O(AAMICS 54.5 S HIE GER) + 266 
5, FAB: DVUAMOKRIRICKI TSU 1. ツマ グロ ヨコ バイ の 幼虫 発育 に 及ぼ す 日 長 と 温度 の 
SCP E30). > 49 
f eRe: ツマ グロ ヨコ バイ と タイ ワン ツマ グロ ヨコ バイ に お ける 形態 的 お よび 生理 的 差異 に - 
fi て RX) ・ 128 
DRAB: DV AMOWMRICNT OMA EF. ツマ グロ ヨコ バ パイ 幼虫 各 令 の 日 長 作用 に 対す る 感受 
i 性 と それ か ら 羽 化し た 成虫 の 型 に つい て (EX) ・ SER SEA OE RE i 
i 小林 勝利 : 宗 奏 脱皮 腺 の 細胞 組織 学 的 研究 ~ {CRTRSE (CAE MBS WR HLF IZE Eove nee see eee eer eer eee eee eee one 23 
小林 iM: 目 本 産 カ メ ム ジ 上 科 の 幼 期 に 関す W. Nezara [RB LOX OPEB OM ee 221 
L 草野 忠治 : クマ リン 系 殺 そ 剤 Warfarin Va Se Tht atte: ihe py spent a): |] = Ween oer ee 115 
PRAM - ARIES: 両角 源 美 : 数 種 ネ え ズ ミ 類 に お ける せき つい 肖 数 の 変異 お よび 種 間 の 差 に つい 
有 有 内 膝 人 篤 ・ 相 坂 座 一郎 : MUM に お ける ゲイ メッ ャ タマ バッ と その 『 生 蜂 お よび それ ら の 発生 消 
DE 浩 : マメ ジン クイ が ガ に よる 大 豆 の 不 稔 に つい て ee ee 
HES: Ot uPMOARIA a OMA CH 9 ARE RT D> VRE T D FHRED FPA moss saa cee eereeeeeeeeeeee 195 
| nee Me EE 2 W. 有 し 型 か ら 有 し 型 が 出現 し に くい こと に つい 
KW SE: PNP Ee Coie 2H VW. ORHAN EM, 気温 , 湿度 に つい 
SKE BOE: 2 ペ エ モエ トリ シメ ジジ の 殺 躍 成分 に つい て . 殺虫 成分 抽出 試験 お よび 遊離 アミ ノ 酸 に つ 
FEAR  E: et rh W. KAD A> MAVMAKMICMT S=H24F 2 DOME CIR 
‘i wm: as 。 HeRic nt) OMNIA LO EI SALAS DO WIBEEIT OWT BEBE) remo23 
高橋 史 樹 ・ wit 2 i te ISK * RISE - RHEE - ABR: こん 虫 の 温度 選好 の 
44 


ane 


RE 5: と 関す る 研究 1. AARC k Ssh O AERA GEIL) 286 
FANT ARDS «GR + REE Meine Oe 
津川 H- WHEE: リン ゴ 園 に お ける 害虫 類 の 発生 予察 1. クワ コナ カイ ガラ ムシ 越冬 卵 の を 
i ceaeail te a OSA OS 7 
it SEAR: ノシ メ コ ク ガ が ガ が の 休眠 に 関す る 研究 . Spee A eee KIRK C OBR Co 
it EB GE BS ie I. HIB Oa INE BIC れる 条件 と し て の 
高温 ………… 0 の の 
内 田 俊郎 : ニカ メイ ガ 個 eater a 偶然 性 害 忠 個体 群 の 長期 変動 に つい て の 研究 
内 田 俊郎 : Ht BE: ヨッ ツモ ンマ メゾ ウム シ 幼 虫 期 の 成長 と 発育 目 数 … SS CE ) 
7a HES - i 修 : ハリ ガ ネ ム シ に 関す る 研究 第 17 報 ハリ ガ ネ ム シ の 皮膚 居 元 層 の 分 布 と 
HIER - SHEE: ハリ ガ ネ ム シ に 関す る 研究 "XN. マル クビ クシ コメ Ve DBORAMAR <---> 190 
IESE - HAIR: DIP ARAVICET SAR WM. マル クビ クシ ジ シコ > メ ツ キ 幼 中 の 体 水 分 の 喪失 273707165 
吉田 徴 治 ・ 宅 万 敏和 : 訪 花 コク ゾウ の 季節 的 消長 。 貯 殻 害虫 の 生態 学 的 研究 BE 4 HR GEIL) ee… 281 
短 報 
WAST HA: ATAA SOs VVKVYT Yb V OMEN a eC NSO TO IOS EDS XS) 
石井 人 象 三郎 ・ ア ン ワ ー ル アジ ー ム ・ 平 野 千里 : ニカ メイ ガ 幼 虫 の 生育 に 及ぼ す 飼 料 中 の タン パク 
質 な ら び に 炭水化物 含量 の 影響 (続報) ( 甘 廊 )- ee Ean Caan AS AE Neen reo Ac 


- 250 


i 


143 


KR E+ ASE. BAH: RSME Vv PIO RAIA OFM BIC OV {Sedestens ded ecwecsseece eae) 
AR %: 大 豆 に よる シロ イチ モジ マダ ラメ イガ の 無菌 飼育 … Ra ee er re bet Mp Treas. 71s)? 


中 田 正 彦 : る リカ の 分 布 なさ ee ee 138 
re ah ee cca ea Le 
野村 健一 ・ 奥 井 誠 一 ・ 内 山 FE FUR: GARR AIOAIC kK SIREN EMIGRICOV Corer: 210 
岡本 秀俊 : 晩 春の ナタ ネ に ほ場 に お ける ナナ ホシ テン トウ お よび ナミ テン ト aT 213 
立川 折 三 郎 : クロ ヤ ド リ コバ チ 司 の 寄主 の 新 記録 N56 
高橋 保雄 : 数 種 の 慣 虫 に お ける 生息 環境 条件 と FE Ee OE eS ee 141 
内 田 俊 郎 : DVAOR - FR LT ODEN aE cee cee cee cee cee eee cence eee eee cee cee cee eee ee ee cee ces cee ces ees eee aee eee ee eee nen eee eee 212 
抄 録 
マメ ヒゲ ナガ アブ プ ブラ ムシ に 対す る エン ドウ の 拭 抗 性 因子 (15); Aedes aegypti 体内 で の アミ ノブ 酸 の 合成 ①5); 
昆虫 の 若 化 ホル モン 抽出 物 試 験 法 (33); コロ ラド ハム シ の 産卵 量 に 及ぼ す 寄 主 植物 の 影 鐘 (83); キク イム ジ 個 
体 和 群 に た 及ぼす キッ ツキ の 捕食 作用 (43); 植物 中 の RNA/DNA £775 .v ORR (48); Trogoderma gra- 
narium に よる 各種 炭水化物 の 利用 (48); ROPE AF Or IZAY (55); MMARHOMMLEO pH 
(56); クワ シロ カイ ガラ ムシ の 生活 史 と 性 決定 (71); ショ アリ の 必須 アミ ノ 酸 含量 (71); FIOBRGORE 
牧 と 抗菌 性 (79);』 タカ ネ ウ ン カ に よる 植物 の 被害 (79); イノ シッ ト の ワウ モン ゴキ ブリ に 及ぼ す 影 響 (90); a 
ウ モ リガ ー 種 Oncopera fasciculata の 生態 4. 1948~1955 年 間 で の 個 体 数 変動 と その 原因 5. RoR 
お よび 土地 改良 こと よる O. fasciculata の 生息 環境 の 変化 (122); woe OW hits kis eHRHNORS 
(127); ワウ モン ゴキ ブリ に よる ョ ー ド の 代謝 (156); モモ アカ アプ ブラ ムシ 体内 で の 馬 鈴 し RR ルス の 増 
a (171);』 イエ ェ エバ パ ェ に お ける アル ドリ ン 抵 抗 性 の 遺伝 (189); 有機 リン 殺虫 剤 抵抗 性 系 統 の イェ エバ ェ に み ら れ る 
抵抗 様式 (207); 東 カ ナダ に お ける Spruce budworm の 個体 群 動 熊 (217); ダニ = の 一 種 Bookhilus decolo- 
rabus (Kocu) の 殺虫 剤 抵抗 性 (217); テン トウ ムシ か ら の が れ よ うと する アブ ラム シ の 反応 (258); カミ キリ 
AU DBD REBT (265); カミ キリ ムシ 幼虫 の 栄養 生理 1 (265)』 S47 ) MERA OBRICHS 有機 リ 
YRIDA + > ti AE (200). っ 
a 刊 紹 介 : «57,148, 218. 202 


b> af 


CONTENTS 


Fuxami, Jun-ichi, Naxatsucawa Tsutomu and Toshio Naranasui: The relation bet- 


ween chemical structure and toxicity in rotenone derivatives ee 


Hirano, Chisato and Shoziro Isuu: Effect of fertilizers on the growth of larvae of 
the rice stem borer, Chilo suppressalis Warxer I. Relation between applica- 


tion of phosphorus fertilizer and the growth Of e LAC UAE ERENT te nuk a EE RR RR 


Hirao, Jutaré: Studies on the local variation in the bionomics of the rice stem 
maggot, Chlorops oryzae Matsumura I. * Differences in some biological habits 
showed by two regional stocks of the rice stem maggot reared under the 


SATII MITA L OC Se nce ie cgudas ands ca@te ND vac vedecmesiesPaatbenennaesaue can adutconss 


Huxusuima, Sy6z6: Studies on the insect association in crop field XVI. Effect of 
cultural practices on the structures of insect communities in potato fields, 
with special reference to the cause bringing about the difference of com- 
munity structures in fields of potato alone and intercropped with corn 

Icuinose, Taira: Studies on the bionomics of the Asiatic common looper, Plusia 
nigrisigna WALKER, and its several allied species (Noctuidae) I. On the 


nomenclature of Plusia MANISIENG WALKER eestor ence 


Icuinose, Taira and Shigeyoshi Suisuya: Studies on the bionomics of the Asiatic com- 
mon looper, Plusia nigrisigna WALKER and its several allied species 
(Noctuidae) II. Effects of temperatures on the development of the Asiatic 


common looper, Plusia nigrisigna WU CATR EPs nen skein nlan’sl etn nals aan Waclaab/oad:due civ nedceeuNe Sue wneuae cases swap une 


Isnir, Shoziro and Chisato Hirano: Effect of fertilizers on the growth of larvae of the 
rice stem borer, Chilo suppressalis WALKER II. Growth of the larvae on the 


rice plants cultured in nutrient solution of different nitrogen level] ee 


Iwao, Syun’iti: Phase variation in the armyworm, Leucania unipuncta HAwoRrTH IV. 
yy 


Phase difference in the range of food tolerance of the final instar larvae ---:------ 


Iwata, Toshikazu: Ecology on the larval growth of summer generations of rice stem 
maggot, Chlorops oryzae Marsumura, in Takada province II. On the growth 
of the second generation larvae on various stages of host rice plants and 


difference of larval growth in the first and the second generation eee 


Kato, Masaru and Katsuki Mrura: Sulfhydryl groups in the blood of metamorpho- 


sing lepidopterous LNMSE CES «02 as cee ce cee cee ene oon suse sas cee nee nes ces ees cee one cesses sas see oes ee ese eae aes 


Kistmoto, Ryditi: Studies on, the diapause in the planthoppers and leafhoppers 
(Homoptera) II. Arrest of development in the fourth and fifth larval stage 
induced by short photoperiod in the green rice leafhopper, a ee 
ctatus cincticeps UHLER Mee sR i ES el 

Kistmoto, Ryéiti: Difference in several morphological and Bee ete characters 
between two species of the green rice leafhoppers, pee ales 
Unter and N. apicalis Motscuutsky (Homoptera, Jassidae)-- 

Kistmoto, Ryéiti: Studies on the diapause in the planthoppers and stones III. 
Sensitivity of various larval stages to photoperiod and the forms of ensuing 


adults in the green rice leafhopper, Nephotettix cincticeps UHLER ines 


Kopayasui, Masatoshi: Cyto-histological studies on the dermal gland of the silkworm, 
Bombyx mori V. On the histological observation of the dermal gland during 


pupal moulting Ree ee che amt chs SE ee a a ks haan aac n and an/ses/nanas tee SE EN SA dus as keene WARE 


Kopayvasui, Takashi: The developmental stages of some species of the Japanese Pen- 
tatomoidea (Hemiptera) VII. Developmental stages of Nezara and its allied 


genera (Pentatomoidae Ss. str.) enc ao UE RSE MER RR NS SN an secchncess tithe Cok sk Seu k Cas RRS 0s eesicny 


Kusano, Tyuzi: Notes on the coagulation defect in mice poisoned by coumarin 


Miyao, Takeo, Tetsuro Kitazawa and Motomi Morozumi: Variation and systematic signi- 
ficance in vertebral counts in some rats of Muridae and Cricetidae (Preli- 


Nairo, Atsushi and Kiichiro Osaxa: Occurrence of the soy bean pod gall midge and 


its hymenopterous parasites in Kanto district, and notes on the parasites -:---:---- 


259 


86 


107 


+72 


99 


157 


16 


164 


266 


49 


- 128 


220 


23 


4 


Nisnigima, Yutaka: The occurrence of embryoless seeds in soybean varieties in relation 


to the feeding of the soybean pod borer, Grapholitha glycinivorella MATSUMURA 


Nisuimura, Kunio: Studies on the muscles of appendages of the genital organ and 
the distribution of nerve fibres from the 9th ganglion in the male moth of 


the Chinese tussah silkworm, Antheraea pernyt GUERIN coccer cet set cee ee ee ee 


Nopa, Ichiro: The emergence of winged viviparous female in aphid VII. On the 
rareness of the production of the winged offsprings from the mothers of the 


same form a eee oe 020 ure ea va laa lara a otevalb/> ln intfamio Teron Ao nnn OTR oT apo 


Oucu1, Minoru: Studies on the bionomics of the rice stink-bug, Lagynotomus assimulans 
Distant VI. The influence of climatic factors on the crawling activity of 


adults 
Ova, Tomijiro: On the insecticidal principle of Tricholoma muscarium KAWAMURA I. 


Separative experiment of the insecticidal principle and free amino acidS<::-+++++:+++++ +++ 


Sasamoro, Kaoru: Studies on the relation between the silica content in the rice plant 
and insect pests VII. Effects of water glass and slag on the goose OLemce 
plant caused by the rice stem borer ee 。 

SHIGEMATSU, Hajime and Hiro-o Takesuita: On the ne in the i of the fat 
body and of its chief constituents in the silkworm, Bombyx mori L., during 


metamorphosis ee cee cee cee cae sae eee ioe cee cee eee eos eee ees eos eee eee sen oeoe cesses ses sssses ses eesser ees sassesssssassss ses eee 


Taxanasui, Fumiki, Keimei FujimoTo, Akisato, Macnipa, Sachio KAWAHARA, Hiromitsu 
Kariya, Nobuhiko HoxyO and Eiji Kuno: An ee for testing the 
thermopreference of insect - … 


Taxanasui, Yasuo: The cuticle of some eerie ace larvae De 
TAKAHASHI, Yasuo: Structure and permeability of the chorion in the silk-worm egg…… 


Tamaki, Yoshio: Studies on nutrition and metabolism of the smaller tea tortrix, 
Adoxophyes orana (FISCHER VON ROsLERSTAMM) I. Aseptic rearing of the larva 


Tamura, Ichitaro, Toshikazu Iwata, and Ken-ichi Kisuino: Geographical races in the 
rice stem maggot, Chlorops oryzae Matsumura (1) 

Tsucawa, Chikara and Masateru Yamapa: Forecasting the outbreak of destructive 
insects in apple orchards I. Forecasting the initial date of hatch in respect 
of the overwintering Comstock mealy-bug, Pseudococcus comstocki Kuwana, 


it AOmori Prefecture 1.22 ee cece ses enon eevee cle Na van oes sco Peale ease sive she/ucleeOniciae ent CE a oa oa ta 


Tsuji, Hideakira: Studies on the diapause of the Indian-meal moth, Plodia interpuctella 
HUBNER Il. The effect of population density on the induction of diapause 

Tsun, Hideakira: Studies on the diapause of the Indian-meal moth, Plodia inter- 
punctella Husner III. The influence of high temperature on the inception of 


diapause in the 20°C non-diapause SOC eon nla'a/s'eles die’ lole tists oe ls eee 


Utipa, Syunro: Randomness in the fluctuation of population density of the rice stem 
borer, Chilo suppressalis. Studies on the fluctuation of population density 


observed in several insect pests (3rd TOPOL) ieee 


Utipa, Syunro and Hukiko Kakxemi: Growth and duration of the larval instars of the 


cowpea weevil, Callosobruchus Quad riMACULALUS+ ne sio.sie wiv seis G ele elsiegtewic slels elds smsiete Merariereic ofereltiee 


Yosuipa, Masayoshi and Osamu Doxe: Researches on the wireworm, Melanotus caudex 
Lewis XVII. On the distribution of reducing layers existing on certain 


integuments of wireworms and their sensitivity to ammoniacal silver nitrate 
SOM GL Omer eee ee 


Yosuipa, Masayoshi and Masahiro Yosuu: Researches on the wireworm, Melanotus 
caudex Lswis XIV. On the bacteria living in the body of wireworm 


Yosuipa, Masayoshi and Nobumichi Yutani: Researches on the wireworm, Melanotus 
caudex Lewis XII. On the body water loss in wireworms 


Yosuipa, Toshiharu and Toshikazu Takuma: Seasonal fluctuation of the number of the 


flower-visiting rice weevil, Sitophilus oryzae Linné 


Scientific Notes 


Ikemoto, Hajime: On the thermal reaction of Epilachna pustulosa Kouno duane ase 
Isuu, Shoziro, Anwarul Azim and Chisato Hirano: A further experiment on the effect 


195 


- 202 


・ 153. 


123 


- 239) 


44 


286 


- 243 


172 


250: 


177 


・ 232 


190 


BeGal 


“280 


- 291 


of dietary levels of protein and carbohydrate on the growth of the rice stem 


borer, Chilo BUD DESSAILS IAL VE Cskaati ant ven saant ST xip/fee'ede I sa0'<as a NAHE TN A RR RR 


Matsuzawa, Hiroshi, Hidetoshi Okamoto and Hirosuke Toyomura: On the flight to 


orchard and the migration of the fruitpiercing ne t¥54 1s REEELROE ee RTPI Care errr re ert rr 


Naito, Atsushi: On the aseptic method for rearing lima bean pod borer, Etiella 
zinckenella Treitscuke, by soy bean stored seed neers ree 

Nakata, Masahiko: Recent distribution of the fall webworm, Hyphantria cunea D., and 
its control SPRUE es cient as i Rt a 

Nisnimura, Kunio: The accelerative action of the brain of Antheraca pernyi on the 


imaginal differentiation in Philosamia cynthia pryeri に aie su liven das an aoa ten Gites sah eae 


Nomura, Ken’ichi, Seiichi Oxu1, Mitsuru Ucuiyama and Masachika Ire: Air pollution 


in greenhouses caused by spraying methyl demeton and Schradan--:++:+++++++seesesee eee eee 


Oxamorto, Hidetoshi: A survey on the late spring population of predatory lady-birds of 
aphids, Coccinella septempunctata bruckii and Harmonia axyridis, in rape-fields 
Tacnikawa, Tetsusaburo: New record of the hosts of the Japanese Coccophagus 


TakAHASHI, Yasuo: The evaporation of water through the body surface in some differ- 


EN HA DIFAE INSECTS cents esa na ee eve goes en cade vss vos cay cecesecusescess 


TakaAnasui, Yasuo: Positive correlation between the body weight and the percentage 


of body water in the silkworm TAT VA Sein noa eid oto ond vd na dns a wade nn eee nn 


Ucuina, Hajime: On some collembolans injurious to the upland taro, Colocasia anti- 


quorum ScuHoTttT var. esculenta ENGLER cotcetcttcee cece cence cen cee eee cee cee naenes cen cence ee een sess ese 


Uripa, Syunro: Difference in the rate of respiration between macropterous and bra- 
chypterous forms of the ee Sa ete a 


Abstracts of Foreign Literature:- ee --15, 33, 43, 48, 55, 56, 71, 79, 


156,171, 189, 207, 217, 
Book Reviews CE a da nae NN A RR aie ee an ae EC RE ER due peelne Once sme 0 57, 
Current Notes 


: Proceedings of the Se ae Ne EE OS 


ree DLO 
90,122,127, 
258, 265, 290 
148, 218, 292 
---58, 149, 293 
150, 219, 294 


* ie 
nf DRY 4d) eet I a i aii tay 
ur 12 "i 9 iy evga ea: a , 
tA vin 4) “abet? pre. Ne Pr 
a 2 vil Wha id Vai 
ee PET A Yh Jaedenar of? et beer 


oe dr. aa? 1 ad uy wal} ay Coe ‘gee bn lary , tb ee 


ign! iti : ae ee hy, oe ae. ib it 
tn ee ee eet of 
ei ie >. THA RA MAL BE 
hii 4.4) Wl Re Tere a De 
tl RE TR eu atin bh TURN race 7 
vie) VR BP emia ing Bh ds: Ge nat 
nat Sse ak a” Mis! NI foe “tia asl 
NAA i aid” ie Bs “peed SOI Pe yee 
bi Tr ey A Vee : aang i "eit! a 
RG PA gi AGA Fil WT" tah sia Yotew fy alia 
e- i : OS ike: ic. apa 
Mili! A Vs Hye he ony fe 1d je Tt 
ath ag ist ma sis oct at 
we) AE ee ET lige EY 0 HI 
i” es uma” Rait* iw 
Pie’ Wika) Mowiid ut ale $10 Baek Sale abs saul 
See AR aie La HEY ete WE sp} wef Te 
ee oh) A ee WA oh 4 
GA iy as Teh ae: - Pi . 
I TY A 
wi Go? & Eats 
Lh eh - 8 = ~。 
っ 2 Fa a 
; > om 
き に 
ee top ae ar Oe — hi 
led, tome aa; per pi 
| £6 SR on 
: 4 ama 
‘. we Vie 
ay ; 
ates ah Be 


EE «Vinee Fai 


SHORT ~ TAB tr HF ees 7 BRAY 75 EAR AY Be D FAD 

ら 完 べき の 品質 管理 の % と で 造り 出さ れ て お り 、 時 代 の 先端 を ゆ 
く 優 秀和 農薬 は も EE EE an Beck 7 
ak CEIVED ® W SRA ERT OBIE & BIRSE L C30 EF 


TE. 3 > hop cee et 
URGE & D> 5 DES 


Wy 


Sp cl cola fa oe | in a dis pole HL al ee DBCP#I 


CPETET: 


4B, BFSZ, ROMA 土壌 害虫 に 


三 革 志 ルウ | | 三 革 ヘス プ タ 


SF SZ. Ey RO RK ヤノ ネ 、 ル ビー な ど カ イガ ラム シ に 特 効 


玉ねぎ の ペ ト 病 ご 田畑 、 山 林 、 食 糧 倉 庫 の ね ずみ ご 


=A IBF -jb 


水田 の ビエ に 、 和 畑作 除草 i こも 


=H poplzsel 


TEFAES VY 


HAsa7g3 吉 


aI 


Ay 4 O15 


Me 
th) 


EOBTY VIA 果樹 越冬 菌 駆 除 に 
BEP ME で -= ぇ =2) 液剤 H = PCP So シー ピー) 


IKEA KE ORR AE ses の 病害 に 
BeSePCPRS A BSBRUY YY KkmAl 
BR eetC Sis Re 
BWe7a-veSDY BBDDT-BHe 


日 本 曹達 株 式 会 社 


社 東京 都 千代 田 区 大 手 町 2 の 4 出張 所 福岡 市 天神 町 西日本 ビル 
店 大 阪 市 東 区 北浜 2 の 90 出張 所 fl Gh Rm BS T 2l 
出張 所 #LIR TH Ab ILRI ITB 


en 


薬 株 式 会 社 


区 日 本 橋本 町 2 の 3 


i es lama 


a Be as 、 


イ そ モチ 防除 に 最も 進ん だ 


Rm 亜 水 fe fl 
: atk hom RH 
東亜 園芸 水銀 ボル ドー 
BRK} IFS AROK MR 
LEB el) ag eee 
ンド a EAS 
コロ イド 水 和 硫黄 コー サン 」 
fe DNR 
東亜 フェ ンカ プ トン 乳剤 


ーー ンー ラド ガー クジ ンド 


AR Ke OR Kk 
mm RS xy +f 


ioe —— 2 Be i 


Het OF Ri 


rarer: 


oe oe 


Ba En fee Fe PANS ie. 


東京 都 中 央 区 京橋 ニノ ー TEL 66) 5971) 


ゆたか な みのり を 約束 する 


デリ ジン 


A 


モン ガレ 病 


naa 


ント a 


サル ウェ ッ ト 


Fee J fee SS PR IN SS Ft 


東京 都 千 代田 区 大 手 町 1 の 3 


x : fri Zot 
Bt BH A ~ DO fy 
maT TF bt SX H Hi) Dipterex Dust 

(HVE 24 F 2 ウ 防 除 空 中 散 布 に 成功 
yYRxeaDZ pe Oe oars Metasystox (i) 
無臭 ・ 効 果 は メタ シス トッ クス と 同じ 


x = Em Y の ス Baytex 


TSE fy. en Oe ee 7 fr = 
低 疾 性 ・ 残 効 浸透 共に 優秀 


東京 都 中 央 区 日 本 橋 室 町 ミニ ノー 


4 FER KR i= 
ネネ マヒ ユー= ム 30 


(CE DB FAI» 

KRAVE a—-AlSEENTSZ AX 
ORM BAA LLURAOD (ar mrseT. 
O ARH} PO FEF HEAR BV ESF. 
© 使用 が 簡単 で 器具 等 が いたみ ませ ん 。 
©o 土 の 中 に 残っ た 要 に 寄生 し て いる ゃ る 線 忠 に 

EMRMHVU ETF. 

CEDMHEDADES RU btWMRMov0 ET. 


LE HLS の tit BB — 
PUVAF ell 
八 洲 化学 工業 株 式 会 社 
東京 都 中 央 区 日 本 橋本 町 1 ~ 3 


= 


Hi く 
At 虫 剤 


ダダ = a eae UE 


WHR. Bw = ERP 


fH Fil 7s BR BB A Al 
( 新 発売) 


AA HP? BOD PARC 
A fe > Re RA All 
(Fr 発売 ) 


東京 都 千 代田 区 大 手 町 1 3 


北興 化学 工業 株 式 会 社 
札幌 ・ 岡 山 ・ 福 岡 


AAA AAA 


FAVA 


a fl O a HF tz 


新 


TU 


ホク チオ ォ オン 乳剤 | 
ラフ ェ ン カプ トン し 剤 18 
ホク コー アル ドリ ン 粉 剤 
林業 用 フォ オッ グ A 性 
室内 用 フォ オッ グ A ・ 星 
ホク コー ガー デック ス ( 
ES 


S 


薬害 の な い 水 銀 粉 剤 


H GW 4 fa Fi Be le 


| 散布 用 水銀 剤 の 王者 フ =F A yw gil 
種 子 粉 衣 a Fw Bens Av 
RX Ow #C 水銀 ボル ドーCP 


=~ 
( 


aa #— b WK FN Fl 
Lu wa ドイ ツボ ルド ーー 


Got BA ME Se) 


fF KO KR wR Fil 
ST Tig a 


米国 A.C.C. 法 な ら び に ドイ ツバ ペイ 
A エル 法 に よる 国産 = RM, ニー カメ イチ 


ハハ ララ 米国 A.C.C. 社 の 特許 新 虐 薬 


梓 の ツマ グロ ョ コバ イ - HERO 
2 アブ ラム シ 類 ・ ダ ニ = ニ 類 に 眠 効 が あり , 
= Ns た さ / [> aD 


€ 成 t レ Fk 1) ン FPL DPILUYS 


を 


> 侍 友 化学 工業 株 式 会 社 2: FIKAO ALD 8 : 


ge) マル カ の 新 RL Phe 


{SF A Bi BMA RAR SA JfH > Le SRS — XRD BEES 


Bete db, 人畜 に は 無害 。 家庭 
用 殺虫 剤 , 線香 , 防疫 用 乳剤 と し て 
使用 で きる 。 (品質 90%UP) 


= B P # ) 


hatte RAS 


(ED.B. I) 
za aang gana 45 BE Fl 


; HER 
7K BY emda cee 


( PCP 除 草 剤 ) 


ho 


rer: 天 阪 化成 株 式 会 社 


説明 書 進 呈 f x 大 阪 市 東淀川 区 元 今 里 北 通 3 丁目 
N 支店 東京 都 中 央 区 西 信 丁 堀 1 丁目 


GG) manent フマキラー 


RR wn7vs5—-, x F9-A, BRIA, We, 
マロ テス フン Aa, ee 

防疫 剤 除虫菊 乳剤 , リン デン , DDT 三 種 ( 王 種 ) 混合 剤 , デル ドリ 

AT FR TI 

@ 薬 mas BHC, DDT, ホリ ドー ニール v9VY, BUH 
VAI, モン ピット FATT Vy AypARY 


“ 


フマキラー 本 舘 


株 式 会 社 大 下 回 春 堂 


東 京 , 大 阪 , 広 島 , 福 岡 


¢ Bi utenia te # 
 «-£te zt 2 Ria 


——e a CF a 
TT - 乳 


長期 残 効 性 ・ 無 抵抗 性 ・ 無 薬害 ・ 


混用 自在 
Came J 口 ナ 
—FRreea 7 F F — 
ャ ノッ ネ ・ カ イガ ラ 類 に 2 ノル a sh 
RED AEE シシ ジ シャー ラン 


・ お 求め は 全 Ep dt 


日 本 応用 動物 昆虫 学会 役員 


(昭和 34~35 年 度 ) 

会 mm THR. 半 

副 会 長 pk 静夫 

名 誉 会 春川 忠吉 ・ 伊 東 広 雄 ・ 鏡 木 外 岐 雄 ・ 小 林 暗 次郎 ・ 町 田 次 郎 ・ 松 村 松 年 ・ 素 木 得 一 
田中 ge MAS PR 矢野 TERR 

eM 員 HE A RA Bk CBS ik 一 夫 ・ 畑 井 直樹 ・ 石 原 。 保 ・ 石 井 象 二郎 
Bt 秀次 ・ 一 色 AMR B= - HARE FIR 。 意 ・ 加 藤 陸 奥 座 ・ 加 藤 静夫 
湖山 FUME + 384 FR LE RR 寛 南 川 CM HR 和英 ・ 三 宅 FE 
望月 正己 ・ 長 沢 純夫 ・ 野 村 健一 ・ 岡 本 大 二郎 ・ 小 野 正武 ・ 尾 上 哲 乏 助 ・ 関 倫 一條 
渋谷 TEAK 60 BL A-OK IRB - ATARS- BE Bie - sete 
AR 登 一 ・ 内 田 俊郎 ・ 入 木 誠 政 ・ 山 崎 EB eS 京 三 

常任 評議 員 RE Bk: AR 秀次 ・ 三 坂 和英 ・ 小 野 正武 ・ 山 崎 HR 

会 計 監 査 藍野 Hr -tfik 一 夫 

編集 委員 長 。 山崎 KH 

編集 委員 He 祐 久 ・ 深 谷 Bk: ik 一 夫 ・ 石 井 象 二郎 ・ 石 倉 秀次 ・ 弥 富 喜 三 ・ 加 藤 陸奥 雄 
加藤 静夫 ・ 国 井 喜 章 ・ 三 坂 和英 ・ 野 村 健一 ・ 小 野 正武 ・ 末 永 6+ BAR 照 魔 
AH 登 一 ・ 内 田 俊郎 ・ 信 木 tik: RR R= 


ee 深見 順一 服部 伊 禁 子 つ ・ 平 野 千里 ・ 中 津川 旬 


be Sah te 


wk BK 淳一 ・ 三 橋 RO - LY 康彦 (ABC 順 ) 
GE) 1) 庶務 ・ 会 計 主任 2) 編集 主任 


Officers for 1959~1960 


President: A. Kawapa 

Vice-President: S. Karo 

Honorary Members:  C. Haruxawa, H. Ito, T. KABURAKI, H. Kosayasui, J. Macuipa 
S. Matsumura, T. SHIRAKI, Y. Tanaka, Y. Umeya, M. Yano 


~ Councillors: S. Aino, M. Fuxaya, J. Fuxupa, K. Fuxunaca, N. Harar, T. Isuimara, S. Isuu 


H. Isuixura, S. Issix1, K. Iyaromi, T. KABURAKI, A. Kamiro, M. Karo, S. Kato, T. Koyama 
Z. Kuwana, S. Kuwayama, H. Matsuzawa, J. Minamixawa, K. Misaxa, T. Miyake, M. Mocuizuxt 
S. Nacasawa, K. Nomura, D. Oxamoto, M. Ono, T. Onog, 1. Sekiya, M. Suipuya, H. Suenaca, 
S,) Sucivama, ST ZR I. Tamura, T. Toru, K. Tsutsui, T. Ucuiwa, S. Utina, N. Yacr 


T. Yamasaki, K. YASUMATSU 


Executive Councillors: M. Fuxaya, H. Isuixura, K. Misaka, M. Ono, T. YAMASAKI 


| Auditors: S. Aino, K. Fuxunaca 


| Secretaries: J. Aoxt, 


| Editor: T. YAMASAKI 
_ Editorial Board: S. Aino, M. FUKAYA, K. Fuxunaca, S. Isuu, H. Isuixura, K. Iyatomt, M. Kato 


S. Kato, Y. Kunu, K. Misaxa, K. Nomura, M. Ono, H. SUENAGA, T. Suzuki, T. Ucuina 


S. Utipa, N. Yaci, K. YasuMaTsu 
J. Fuxami, I. Harrori, C. Hirano, J. Mirsunasni, T. NAKATSUGAWA 


T. NARAHASHI, Y. UEsuci 


BAIS ak | OO EBA 2 fate 山 ies i EE 
oe eee Le O00 

NG yer ‘ sre 
会 費 は 前 金 払い 制度 Sees ee 
: RHERRKRBHE RH A 
本 名 筐 は 会 員 に か ぎり 配布 7 C0 .'0 1-6 1 
振替 日 座 東京 5 2 8 67 

昭和 34 年 12 月 25 日 印刷 
“fl A 沢 
aad BE 12 830 BA A fal B i ia お 
1 年 4 回 発行 印刷 所 双 3 社 
東京 都 北 区 上 中 里 1 丁 目 35 
電 話 (91) 0281, 0526 


Vol. 3, No 4 December, 1959 


Japanese Journal of Applied Entomology and Zoology 


(Japanese Jour. Appl. Ent. Zool.) 


Contents 


Kosayasui, Takashi: The developmental stages of some species of the Japanese 
Pentatomoidea (Hemiptera) WW. Developmental stages of Nezara and 


its allied genera (Pentatomoidae S. Str.) re 221 
Yosuipa, Masayoshi and Osamu Déxe: Researches on the wireworm, Melano- 

tus caudex Lewis Wl. On the distribution of reducing layers existing 

on certain integuments of wireworms and their sensitivity to ammo- 

niacal silver nitrate solution eer 232 
Taxanasut, Fumiki, Keimei FujiMoTo, Akisato Macuipa, Sachio KAWAHARA, 

Hiromitsu Kariya, Nobuhiko Héxy6 and Eiji Kuno: An apparatus 

for testing the thermopreference of insect coe cee ssc eesces sec cee cence cee vcevsrsessascee JOO 
Tamura, Ichitaro, Toshikazu Iwata and Ken-ichi Kisuino: Geographical races 

in the rice stem maggot, Chlorops oryzae MATSUMURA (1) eee e243 
Tsun, Hideakira: Studies on the diapause of the Indian-meal moth, Plodia 

interpunctella HUBNER WM. The influence of high temperature on 

the inception of diapause in the 20°C non-diapause stock:-:-:--+-++++-+++++++-+ 250 
Miyao, Takeo, Tetsuro Kirazawa and Motomi Morozumi: Variation and sys- 

tematic significance in vertebral counts in some rats of Muridae and 

Cricetidae (Preliminary note). oe ee sc: o2+ cree oct oon carieatncecuewarweneys - 255._ 
FUKAMI, Jun-ichi, Tsutomu Naxatsucawa and Toshio Naranasui: The rela- 

oe between chemical structure and ae in rotenone deriva- 
Kato, Masaru and Katsuki Miura: “Guithydey! groups in the blood of meta- 

morphosing lepidopterous insects --:-+----+-- settee eee e266 
NopA, Ichiro: The emergence of winged viviparous female in aphid W. On 

the rareness of the production of the winged offsprings from the 

mothers’ Of the same LOR soe cecie se en lel elec ete nS Ee ete ets Wiel Ce Sa CUTTS Zp 
Yosuipa, Toshiharu and Toshikazu Taxuma: Seasonal fluctuation of the 

number of the flower-visiting rice weevil, Sitophilus oryzae LINNE -++:----: 281 
‘Tamaki, Yoshio: Studies on nutrition and metabolism of the smaller tea tor- 

trix, Adoxophyes orana (FISCHER von R6ésterstaMM) , 1. Aseptic 

rearing of the larva on synthetic diets en Dn san uno Conidae nos Au psanagons Sas 
Scientific Notes: 

Ikemoro, Hajime: On the thermal reaction of Epilachna pustulosa Kouno ------ 291 

Book Reviews::: nd $0 ee leis Bae ge aise oe OE ee a ean a2 BOP 
Cunrent Notes ee cetera anaes - 993 
Proceedings of the Society - REESE eee os Tes ee cu oe Ee COKE TE Cee eT FEY 
Abstracts of Foreign tet St Stee eee eee erecneasecetaet sarees eeteeesesasreeteeseesserses ses 258, 265, 290 


Published by the 


. 259 


286 a 


JAPANESE SOCIETY OF APPLIED ENTOMOLOGY AND ZOOLOGY 


Formed in 1957 by Consolidation of 
The Japanese Society for Applied Zoology (1929-1956) 
and 
The Nippon Society of Applied Entomology (1938-1956) 


c/o National Institute of Agricultural Sciences 
Nisigahara, Kita-ku, Tokyo 


